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日
本
銀
行
の
創
設
と
内
国
為
替
市
場
の
変
貌

は

じ

め

に

第
一
韋
　

日

本
銀
行

創
設

に
お
け

る
営

業
政
策
構
想

第
二

章
　

日
銀
コ
ル

レ
ス
取
引

の
意
義
一

一
九
世

紀

フ
ラ

ン
ス
銀
行
と
対
比
し
て

第
三

章
　

全
国
コ
ル

レ
ス
網
の
構
築
Ｉ
「

連
帯
為

替
」
制
と
日
本
銀
行

第
四

章
　

明
治
初
期
に
お
け
る
内

国
為
替
取
引

の
展
開

第
五
章
　

三
都
の
為
替
取

組
所
と
内
国
為

替
市
場

第

六
章

草
創
期
日
銀
の
コ
ル
レ
ス
取
引

お

わ

り

に

露
　
　

見

誠
　
　
良

は
　

じ
　

め
　

に

日
本
に
お
け

る
近
代
的
銀
行
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）

を
画
期
と
す

る
国
立
銀
行

の
群
生

に
そ
の
起
点

を
発
す

る
。
維
新
変

革
に
お
け
る
政
府
紙
幣
の
増
発
に
よ
る
イ

ソ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ソ
０
収
束
と
近
代
的
銀

行
の
確
立

を
同
時

に
解
く
範

例
と
し
て
、
南
北
戦
争

後
の
ア

メ
リ

カ

Ｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ

が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
幕
藩
」
的
地
域
主
義
を
色
褻
く
残
す
当
時

の
金
融
構
造

に
ふ
さ
わ
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し

い

金

融

制

度

で

あ

っ
た

。

と

こ

＆

が

そ

れ

か

ら

僅

か

五

年

後

、

西

欧

流

の
中

央

銀

行

１

日

銀

が

創

立

さ

れ

、

こ

う

し

た

地

方

分

権

的

な

金

融

制

度

は

大

転

換

を

余

儀

な

く

さ
れ

た

。

そ

れ

は
、

孤

立

分

散

的

な

単

一
銀

行

制

（
Ｕ
ｎ
ｉｔ
　Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ
　Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m）
か

ら

支

店

銀

行

制

〇Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
　Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ
　
Ｓｙ
ｓ
ｔ
e
m
.）

へ
、

編

成

原

理
そ

の
も

の

の
変

換

を

意

味

す

る

。

こ

の

上

か

ら

の

強
引

な

軌

道

修

正

に
よ

っ
て

、

日

本

の

金

融

構

造

は

伝

統

と

革

新
ｏ

二

つ

の
引

力

に

ひ

き

さ

か

れ

、
以

後

長

い

間

に

わ
た

っ
て

構

造

的

な

歪

み

に

苦

し

ま

ざ

る

を
え

な

か

っ

た

。
モ
ｏ

矛

盾

は

、
中

央

銀

行

と

金

融

市

場

の

か

か

わ

り

に

独

特

の

陰

影

を
与

え

た

が

、
モ

の

初

発

の

現

わ

れ

は
内

国

為

替

市

場

を

め

ぐ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

の
小

論

の
課

題

は

、

単

一

銀

行

制

か

ら

支

店

銀

行

制

へ
の

転

換

、

金

融

市

場

に

お

け

る
地
域

分

断

性

と

モ

の
統

合

の

視
觜

か

ら

、

明

治

初

期
内

国
為

替
市

場

の

展
開

を
中

央

銀

行

＝

日

銀

の
取

引

先

政

策

と

の

関

わ

り

の

な

か

で

明

ら

か

に

す

る

と

こ

ろ

に

あ

る
。

こ

の

よ
り

な
視

角

か

ら

、

ま

ず

日

本

銀

行

創
設

に

あ

た

っ

て

ど

の

よ

う

な

営

業

政

策

が

構

想

さ

れ

た

の

か

、

と

く

に
一

九

世

紀

フ

ラ

ン

ス
銀

行
と

対

比

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

そ

の
支

店

・
取

引

先

政
策

の

段

階

的

意

義

を

明

ら

か

に

す

る

。

つ

づ

い

て

、
「
連

帯

為

替

制

」
な

ど

孤

立
分

散

的

な
国

立

銀
行

体
制

に
則

し

た
相

互

連

関

機

構

創
出

の
試

み

を

、

中

央

銀

行

構

想

と

の

か

か

お

り

か

ら

検
討

す

る

。

そ

の

り

え

で
、

後

半

に

お

い

て
、

当

時

０
内

国
為

替

市

場

の
構

造

を
そ

の
頂

点

に

立

つ

為

替
取

組

所

を

中

心

に

検
討

し

、
最

後

に

、

中

央

銀

行

と

し

て

は
特

異

な
意

義

を

も

つ
日

銀

コ

ル

レ

ス
取

引

が
内

国
為

替

市

場

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を
与

え

た

の

か

、

明

ら

か

に

す

る

。

第

一

章
　

日

本

銀

行

創

設

に

お

け

る
営

業

政

策

構

想

中
央
銀
行

と
し
て
日
銀
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
負
い
、
ど

の
よ
う

な
営
業
方
針

を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
か
、

こ
の
点

の
概
要

は
、
大

蔵
卿
松
方
正

義
に
よ
る
「

日
本
銀
行
創
立

ノ
議
」
な
ら

び
に
そ
の
付
属
資
料
「
日

本
銀
行
創
立
旨

趣
ノ
説
明
」

に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
て

い

る
。
田

金
融
の
梗
塞
、
圜
金
利
の
高
諧

、
問
兌
換
紙
幣
の
未
流
通
、
㈲
銀
行
会
社

の
資
力
薄
弱

、
㈲
国
庫
出
納
機

関
の
欠

如
、
㈲
手
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形

割
引

の
未
普
及
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
国
立
銀
行
を
軸

と
す

る
金
融
変
革

の
不
徹
底
・
欠
陥

を
掲
げ
、

こ
れ
ら
を
た
だ
す

に
は
、
「

全

国
理
財
ノ
枢
機
」
‘た
る
中
央
銀
行
を
設
け
、
不
換
紙
幣

を
整
理
し
幣
制
を
立
て
な

お
す
こ

と
が
「
第

一
着

手
」

で
あ

る
と
、
日

銀
の
創

（
―
）

設
を
意
義
づ
け
て
い

る
。
日
銀

の
創
設
は
、
西
南
戦
役
以
降
、
膨
張
し
つ
づ
け

た
不
換
紙
幣

を
整
理

し
、
兌
換
制
度

を
確

立
す

る
こ

と

を
当
面
の
第
一

の
目
標
と
し
な
が
ら
、
実

に
多
く

の
命
題

が
課

せ
ら
れ
、
あ

た
か
も
当
時

の
金
融
上

の
障

害
を
一
挙

に
解
消
す

る
万
能

の
切
札
の
如
き
期
待
を

か
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
投

ぜ
ら
れ

た
課
題

は
「
第
一
金
融

ヲ
疏
通

ス
ル
亊
、
第
二
会
社

銀
行
ヲ
幇
助

ス
ル
亊
、

第
三
金
利

ヲ
低
下

ス
ル
事
、
第
四
国
庫
出
納

ノ
事
務

ヲ
負
担

ス
ル
事
、
第
五
外
国
手
形

ヲ

割
引

ス
ル
哘

〇
句
読
点

は

引
用

者
）

の
五

項
目
で
あ

る
が
、
そ

の
意
味
す

る
と
こ
ろ

は
次

の
四
点

に
ま
と

め
ら
れ

る
。
田

支
店
絅
を

も
つ

か
、

あ
る
い
は
地
方
大

銀
行
と
コ
ル
レ

ス
絅
を
結

び
、
全
国
各
地
の
金
融
の
繁
閑
を
調
整
・
平

準
化
す

る
、
圜
低
金
利
で
手
形
を
再
割
引
す

る
こ

と
に
ょ

っ
て
、

全
国

金
利

水

準
を
全
般
的
に
引
下
げ
、
勃
興
す

る
企
業
活
動
を
金
融
的

に
支
え

る
、
倒
一
時
的
な

資
金
不
足

を
補
い
、
「
最
後

の

貸
手
」

と
し
て
機

能
す

る
、
㈲
国
庫
金
の
運
用
を
一
手

に
扱
い
、
そ

の
余
資
で
も

っ
て
、
一
方
で
民
間
金
融

の
繁
閑
調

節
に
活
用

し
、
他
方

で
外
国
為
替

手
形

を
積
極
的

に
割
引
き
、
金
貨
の
流
入

に
努

め
、
通
貨
制
度
Ｏ
安
定

に
資
す

る
。

こ
の
よ
う

な
広
大
な
要
求

に
接

す
る
と
き
、
西

欧

流
の
金
融
概
念
＝
慣
行
を
屯
だ
な
い
こ
の
日
本

に
お
い
て
、
一
方
で
手
形
割
引
と
い
う
西
欧

の
商
慣
行

を
民
間

隘
勧
奨
し

な
が
ら
、
金

利
水
準

の
引
下
げ
と
兌
換
制
の
維
持

を
同
時

に
追
求

せ
ざ

る
を
え
な

い
、
極
東

の
一
後
進
国
中
央

銀
行
に
課
せ

ら
れ
た
重

い
呪

縛
を
あ

ら

た
め
て
想

い
起
さ

な
い

わ
け

に
は
行

か
な

い
。

「
創
立
旨
趣

ノ
説
明
」

に
よ
っ
て
、
日
銀

が
如
何

な
る
課
題

を
負

っ
た
か
、
モ

の
大

略
を
描

く
こ
と
が
で
き

る
が
、
一
歩
踏
み
込
ん

で
具

体
的

に
ど
の
よ
う
な
取
引
政
策

が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
の
か
今
ひ

と
つ
さ
だ
か
で

は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
興
味
深

い
資
料

が
五
代
友
厚
文

書
の
一
葉

と
し

て
収

め
ら
れ
て

い
る
。
「
商
業
取
引

線
ノ
図
解
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
「

中
央
銀
行
ヲ
中

心
ト

シ
諸
官
省
会

社

銀
行
等

ヨ
リ
両
替
店
小

商
人

二
至

ル
マ
デ
ノ

関
係
取
引

ノ

線
路
」
を
図
解
し

た
も
の
で
、
こ
こ
で

は
、
「

目
下

施
行
ス
可

キ
」
過
渡



８
　

期

の
取
引

線
図

を
掲
げ
た
。
そ
の
語

る
と
こ
ろ

を
要

約
す
れ
ば
次
０

と
お
り
で

あ
る
。

８
　
　

圃

身
代

が
確
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヽ

未
だ
そ
の
信
用

が
未
知
の
商
人
は
直
接
国
立
銀
行
や
中
央
銀
行
と
取
引
で
き
ず
ヽ

ま
ず

近
隣

の
両
替
商

の
割
引

に
依
頼
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
閙
商
人
の
振
出
し
た
手
形

は
「

初

メ
両
替
店
ノ
手

二
渉
リ
」
、
モ

の

後

裏
書

に
ょ

っ
て

国
立
銀
行
、
さ
ら
に
中
央
銀
行
へ
譲
渡
さ
れ
る
。
倒
そ
の
経
路
を
た
ど
れ
ば
、
モ

の
手
形

は
「
既
I
f四
人

ノ
調
印
」

と

い
う
確
実

な
る
保
証

を
う
る
が
、
国
立
銀
行
は
「
平

生
中

央
銀
行

卜
預
勘
定

ヲ
開
」
く
も
の
「

多

ケ
レ
」
ば
、

た
と
え
四
人
の
署
名

が

な
く

と
も
中
央

銀
行

は
同

一
の
金
利

条
件
で
再
割
引

す
る
。
㈲
「
両

替
店

ご
ア
「

年
五
鉄

」
の
金
利
で
割
引
く
と
す
れ
ば
、

国
立
銀
行

は
「
年
四
昧
」
、
中
央
銀
行

は
「
年
三
昧
」
の
低
利

で
割
引

く
。
圓
完
成
時
の
中
央
銀
行
の
支
店
網
は
、
本
店
・
大
阪
・
横
浜
・
仙
台
支

店
お
よ

び
京
都
・
兵
庫
・
長
崎

な
ら
び
に
「
県
下

各
支
店
」

か
ら
な

る
が
、
過

渡
期

の
「

目
下

施
行
ス
ベ
キ
取
引

線
」
で

は
東
京
本
店

以

外
に

支
店

は
な
く
、

横
浜
を

は
じ

め
と
し
て
「
懸
下

約
定
銀
行
」
（
＝

コ
ル
レ
ス
銀

行
）
が

お
か
れ
て

い
る
。
そ

れ
に
ょ

っ
て
東
京
・

゛

大
阪
と
仙
台
の
小
商
人
間

の
取
引
で

も
金
融
の
流
通

が
可

能
と
な
る
。
圓
「
人

民
商

社
」

と
り
取
引

は
中
央
銀
行
「
設
立
ノ
日

ヨ
リ
直

チ
ュ
実
行
ス
ベ

キ
」
で
あ

る
が
、
諧
官
省

と
の
取
引

は
「
他
日
国
庫
出
納

ヲ
付
托
」

さ
れ
て
か
ら

旌
行
す

魁

こ
の
「
噺

業
取
引

線

ノ
図
解
」

は
、
日

銀
の
開
業

に
さ

い
し
、
金
融

市
場
全
体
の
な
か
に
日

銀
取
引
網

を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け

る

か
、

大
蔵

省
が
そ
の
見
取
図
を
具
体
的

に
図
示
し

た
も
の

と
推

定
さ
れ

る
。
そ

の
指

し
示

す
と
こ
ろ
を
要

約
す
れ
ば
「

日
本
銀
行
―
国

立
銀
行
１
両

替
商

か
ら
な

る
低
利
再
割
引

網
の
構
築
」

に
帰
着

し
よ
り
。
草
創
期
日

本
銀
行
の
営
業

政
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
構
想

が
、

こ
れ

に
よ
っ
て
一
層
具
体
的
に
提
示
さ
れ

た
の
で
あ

る
が
、
こ

こ
で
、
そ

の
構

想
の
も
つ
含
意

を
二
、

三
さ
ら
に
検
討
し
て
お
こ

ま
ず
注

目
さ
れ
る
べ
き
第
一
の
論
点
は
、
日
銀
を
軸
と
す

る
近
代
的
信
用
機
構
の

う
ち
に
両
替
商

を
く
み
こ

ん
だ
点
で
あ
ろ
う
。
五

代
友
厚

ら
の
伝

統
的
革
新
が
、
両

替
商
か
ら
国
立
銀
行

へ
主
体

を
変
革
す

る
こ

と
に
よ
っ
て
小
切
手
流
通

に
つ
ら
な
る
在
来
の
金
融
技
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翁
｛

祠
一

口

隋

卿

鬯
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術
を
継

承
し

よ
う
と
し
た
の
に
対

し
、
松
方

正
義
ら
大
蔵
省
の
構
想
は
、
手
形

割
引
の
振
興
を

め
ざ
す
渋

沢
栄
一
ら
の
変
革

路
線
を
ふ

ま
え
な

が
ら
、
両

替
商

と
い
う
伝

統
的
な
金
融
主
体
を
再
割
引

機
構
の
一
環
に
く
み
こ
み
、
換
骨
奪

胎
し

な
が

ら
利
用
す

る
と
い
う

も

の
で
あ

っ
た
。

前
稿
で
み

た
よ
う
に
、

一
八
七

一
年
（
明

治
四

年
）

の
国
立
銀
行
条
例
第
二
十
二
条
な
ら
び
に
大
阪
府

に
よ
る
「
手
形
金
不
渡
事
件

心
得
」

「
諭
告
」

に
よ
っ
て
公

に
示

さ
れ
た
両

替
商
振
出
手
形

に
対
す

る
禁
圧
方

針
は
、
七
六
年
の
改
正
国
立
銀
行
条
例
第
八
十
八
条

に
よ
っ
て
も
踏
襲

さ
れ

た
。
し

か
し
、

ご
の
と
き
他
方

で
、
両
替

商
禁
圧

の
止
め
と
も
い
う
べ
き
「
両

替
営
業
規
則
」
が
結
局
廃

案

と

な
っ
た
こ
と

は
、
当
の
両
替
商
が
国
立
銀
行

に
と
っ
て

か
わ
ら
れ
、
も

は
や
昔
日

の
力
量

を
失

い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物

語

っ

て

い

る
。
条
例
第
八
十
八
条

の
手
形
振
出
制
限
規
定

は
八
二
年
末
の
元
老
院

で
の
手
形
法
審
議

に
お
い
て
再

び
確
認
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
も

は
や
そ

れ
は
形

だ
け
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
第
八
十
八
条

の
空
洞
化

の
も
と
で
、
焦
点

は
如
何

に
し
て
両

替
商
の
跋
扈

を
抑
え

な
が

ら
商
業

手
形

決
済
＝
裏
書
流
通
を
一
般
に
普
及
せ
し

め
る
か
、
こ
こ
に
移
っ
て
い

た
。
こ
れ

に
対

し
て
、
「
図
解
」
が

掲
げ

た

戦

略

は
、
移
植

さ
れ
た
西

欧
＝
近
代
的
金
融
機
関
と
在
来
の
伝
統
的
金
融
土
壌
を
む
す

び
つ
け

る
環

と
も

い
う
べ
き
両
替
商

を
、
地
方
的

な
割
引
機
関

と
し
て
再

生
せ
し
め
、

こ
れ
を
梃
子

と
し
て
在
来
金
融
慣

行
を
西
欧
流
の
手
形

裏
書
流
通
の
世
界

へ
改
変
し
て

ゆ
こ
う
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

第
二

に
検
討
す

べ
き

論
点

は
、
日

銀
の
金
利
政
策

を
め
ぐ

っ
て

で
あ
る
。
手
形
裏
書

流
通
の
浸

透
の
槓
杆
と
し
て
、
日
銀

○
金
利
は

低
目

に
設
定
さ
れ
た
。
「
財

政
議
」

に
お
い
て
既

に
松

方
は
、
金
利
水
準

を

国
立

銀
行
∇
日
本
帝
国
中

央
銀
行
と
し
て
い
た
惣

こ
の

４

構
想

は
「

創
立
旨

趣
ノ
説
明
」
で
も
受
け
つ
が
れ
、
「

図
解
」

に
至

っ
て
、
両

替
商
Ｖ

国
立
銀
行
▽
日
本
銀
行

か
ら
な
る

低

金
利

体
系

と
し
て
具
体
的

か
つ
明

確
に
示

さ
れ
る
に
至

っ
た
。
日

銀
金
利
を
低
く
抑
え

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
銀

が
両

替
・
貸

金
商

な
ど
の
在
来

金
融

機
関
に

か
わ

っ
て
「
利
息
昴
低

ノ
権
ヲ
掌
握

」
し
全
国
的
に
金
利

水
準
を
引
下

げ
貸
付
資
本
の
（

活
心
心
）化

を
促
す
｀

こ
こ

に
そ
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の
狙

い
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「

低
金
利
」

の
真
の
狙
い

は
、
両
替
商
な

ど
の
在
来
金
融
機
関
の
伝
統
的

金
利
水
準

よ
り

「
低

金
利
」

に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な
割
引
機
構

へ
再
編
す

る
こ

と
に
あ

っ
た
。
日
銀
金
利

を
市
中

よ
り
低
く
設

定
す

る
こ

と
の
意
味

は
、
単

に
金
利

政
策
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
在
来
金
融
と
近
代
的
金
融

の
対
抗
と

い
う
構
造
再
編
上

の
問
題

と
し

て
と
ら
え

ら
れ
て

い
た
の
で

あ
る
。

日

銀
の
「
低

金
利

」
が
手
形

裏
書
流
通
１

割
引
機
構
を

め
ざ
し

た
も

の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
公
債
な

ど
を
抵
当

と
す

る
定
期
貸

・
当

座
貸
越
の
金
利

に
つ
い
て
は
当
然
何
ら
か
の
制
限
が
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
日
本

銀
行
条

例
第
十

条
但
書
と
し
て
、
公

債
抵

当

定
期

貸
・
当

座
貸
の
「

金
額

及
利
子
」

の
決
定

に
さ
い
し
「
大
蔵
卿

ノ
許
可
」

を
求

め
て

い
る
が
、
モ

の
根
拠

と
し
て
大
蔵
省
銀
行

局
長
の
座
に
あ
っ
て
日

銀
創
設
に
た
ず
さ
お
っ
た
加
藤
済
は
元
老
院
の
審
議

に
お
い
て
次

の
点
を
挙
げ
て

い
る
。

山
公

債
抵
当

貸
の
金
利

を
市
場
金
利
よ
り
低
く
す
れ
ば
、
日
銀

よ
り
「
陸

続
」
資

金
を
引
出
し
て
「
相
場

ヲ
為
ス
ル
商
人

」
に
利
を

与

え
て
し
ま
う
、
閙
公

債
抵
当
貸
が
増
大
す

る
な
ら
ば
「
銀
行
本
分

タ
ル
割
引

二
充

ツ
ペ
キ
資
本

減
少
」

し
て
し
ま
う
、
モ

れ
ゆ
え
閾

公

債
抵
当
貸
の
量
を
制
限
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
当
初

は
資
本
金

の
一
小

部
分
、

銀
行
券

が
発
行

さ
れ
て
か
ら
は
資
本
金
を
限
度

と
し
、
「
平

生
金

銀
出
入

ノ
程
度

ヲ
計

リ
」
そ

の
量
を
統
御

す
る
、

㈲
「
其

結
果
「

」
公

債
価
格
の
変
動
な
ど
「
頗

ル

政

府

二

関
係

ヲ

有
ス
ル
」

か
ら
大
蔵
大
臣
の
許
可
制
と
す

る
、
㈲
割
引
歩
合

は

大

蔵
大
臣
の

許
可
を
要
す

る
こ

と
な
く
「
十
五
日

毎

こ

「
定

メ
テ
之

ヲ
広
告
」

す
る
。

松

方
や
加
藤
の
大
蔵
官
僚
が
、
公

債
抵
当
貸

の
金
利
（

と
数

量
）

に
関
し
て
大
蔵
大
臣
の
許
可
制

と
し
た
の
は
、
日
銀
を
何
よ
り
も

「
再

割
引

銀
行
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
な
ら

び
に
大
蔵
省

の
国
債
管
理
上

の
必
要

の
二
点

に
ょ

る
。
つ
ま
り
「
公

債
証
書
ノ
現
高
「

紙
幣

ヨ
リ
モ
巨
額
」
で
あ

る
か
ら
、
低
利
で
公
債
抵
当
貸

に
応

ず
れ
ば
、

そ
の
需
要

は
無
際

限
に
達
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
貸
出
量
を

限
度
内
に
抑
え

る
に
は
、
公
債
抵
当
貸

の
金
利

を
手
形
割
引

や
金
銀
抵
当
貸

よ
り
高
め
に
設
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
あ

ま
り
高
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く
す

る
と
国
債
管
理
上
こ

ま
る
と
い
う

の
が
モ

の
真
意
で

あ
ろ
う
。

こ

と
で
注
目
す

べ
き

は
、
日

銀
金
利

を
市

中
よ
り
低
く
設

定
し
て
も
、
超
過

需
要

は
公

債
抵
当
貸
に
の
み
発

生
し
て
手
形

割
引

に
は

生

れ
な
い
と
想
定

さ
れ

て
い
る
点
で

あ
る
。
こ

の
想
定

の
根
拠

は
、
抵
当
貸

が
「
固

着
ノ
性
質
」

を
も
つ
の
に
対

し
、

手
形

割
引

は
商

（
７
）

業

金
融

に
か
か
お
り
「

流
動

宛
転
」

止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
と
い
う
に
あ
る
。
こ
こ
に
、
松

方
・
加
藤

ら
の
金
融
思
想

の
骨
格
を

な
す
商
業
金
融
主
義

の
実
体

が
鮮

か
に
写
し
出

さ
れ
て

い
る
。
低

金
利

で
門
戸

を
広
く
閧
く
か
ぎ
り
、

手
形

割
引

と
は
い
え

超
過

需
要

を
呼

び
起
さ

ざ
る
を
え

な
い
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
商
業

手
形

を
割
引
く

か
ぎ

り
何

ら
問
題
は
な
い
と
い
り

と
こ

ろ
に
、

彼
等
の
商
業
金

融
主
義
が
未

だ
抽

象
的
理
念

の
域

に
と
ど
ま
っ
て

い
た
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
。
彼
等
は
深

ぐ
認
識
す

る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、
低

金
利
に
よ
る
超
過
需
要
を
一
定
量

に
抑
え
こ

む
に
は
門
戸

を
狹
く
制
限
す

る
し

か
な
く
、

そ
れ
が
次
に
み
る
よ
う

に
日

銀
の
取
引
先

政

策
に
大
合

な
影
を
落
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
。

第
三

の
論
点
、
日
銀

の
創
設

に
あ
た
っ
て
、
松
方
ら

は
支
店

あ
る
い
は
取
引
先

に
関

し
て
ど
の
よ
う
な
方

針
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う

か
。
さ
き

に
み

た
よ
う
に
「
図
解
」
で
は
、
日
銀
の
支
店
網

は
、
草
創
期

に
は

一
つ
の
支

店
も
も
た
ず
各
県
下

に
お
か
れ
た
コ
ル
レ

ス
銀
行
が
そ

の
代
行
を
な
す
も
の
と
さ
れ
て

い
た
が
、
組
織
が
完

成
し

た
と
き

に
は
、
大

阪
・
横

浜
・
仙
台

つ
づ
い
て
京
都

・
兵

庫
・

長
崎
さ
ら
に
そ
の
他
０
県
下

に
も
支
店
が
置

か
れ

る
よ
う
想
定
さ
れ
て

い
気

支

店
網

の
完

成
ま
で
ど
の
く
ら
い

の
期
間
を
考
え

て
い

た

か
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
少
く
と
も
日
銀
支
店
数

を
二
、
三

の
限
定
し

た
も
の
と
す

る
考

え
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
こ

と
は

明
ら

か
で
あ

る
。
各
県
下

に

お
か
れ

た
百
五
十
に
及
ぶ
国
立
銀
行
群
相
互
の
孤

立
分
断

性
の
克
服
、
「

貨
財
流
通
ノ
線
路
」
「

全
国

二
貫

通
」
す

る
こ
と
が
日
銀
創
設
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ

た
。
そ

の
た
め
に
は
日

銀
枢
要

の
地

を
中

心
に
多
く
の
支
店
網

を
必
要

と
す

る
。

そ
れ
ゆ
え
日

銀
再

割
引

に
誘
発
さ
れ
殺
倒
す
る
で
あ
ろ
り

過
剰
需
要
に
対
し
て
、
日
銀

は
、
過
渡
期

を
の
ぞ
け
ば
一
九
世
紀
前
半

の
フ

ラ
ン
ス
銀
行
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
支
店
数
を
限
定
す
る
と
い
り

途
を
最
初

か
ら
閉
し
て
い

た
。
屯
し
そ
り
で
あ
れ
ば
、
残
さ
れ

た
途
は
、
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再
割
引

適
格
条
件
を
極
端

に
厳
格
に
し
、
貸
出
窓

口
で
選
別
す

る
し

か
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
選
別

は
、

最
低
二
名
以

上
の
裏

書

を
有
す

る
も
の
と
い
り
極

め
て
厳
し

い
日
銀
の
再
割
引
適

格
条
件

を
と
お
し

て
実
現

さ
れ
た
。
さ
き

の
「

図
解
」
で
は
、
両
替
商
Ｉ

＝

ル

レ
ス
約
定
国

立
銀

行
を
介
す

る
三
名
裏
書
手
形

の
再
割
引
が

掲
げ

ら
れ

て
い
た
が
、
「
旨
趣

ノ
説
明
」

を
も
貫

ぬ
く
取
引

先
政
策
の

根
幹
は
、

各
地

の
中
核
的

な
大

銀
行
Ｉ

コ
ル
レ
ス
銀

行
に
か
ぎ
っ
て
再
割
引

を
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
モ

の
定
款
上
の
表
現

が

二
名
裏
書
手
形

と
い
り
規
定
に
他
な
ら
な

か
ｔ

た
の
で
あ

る
。

二
名
裏
書
と
にい
う
厳
し

い
再
割
引
適
格
条
件

は
、
日
銀

が
「
低
金
利
」
政
策

を
と
っ
た
さ
い
に
生
じ
る
過
剰

再
割
引
需
要

に
対

し
て

賃

出
量
を
狭
く
し

ぽ
る
た
め
の
信
用
制
限
手
段

と
し
て

の
意
義

を
に
な
う

も
の
で
あ
っ
た
が
、
需
要
側

か
ら
み

る
な
ら
ぱ
、
少

数
の
日

銀
取
引

先
銀
行

を
介
し
て
し

か
日
銀
再
割
引

の
恩
恵

に
浴
す

る
こ

と
が
で
き
な

い
こ
と
を
意
味

し
た
。
こ

の
条
件
の
た
め
に
会
社
や
商

人

は
日
銀
と
直
接
取
引
す

る
こ
ｌ

が

む
ず
か
し
く
な

っ
た
が
、
こ

の
直
接
取
引

を
封

ず
る
論
理

が
次

に
み

る
第

四
の
論
点
「

銀
行
の
銀

行
」
理
念
で
あ

っ
た
。

旧
銀
創
設

に
あ
た
っ
て
松
方
・
加
藤
ら
草
創
期

の
大
蔵

官
僚

が
、
日
銀

を
「

銀
行

の
銀
行
」

と
す

る
中

央
銀
行
理
念
を
抱
い
て
い
た

こ
と
は
、
「
日
本
銀
行
条
例
」

を

め
ぐ
る
元

老
院
会
議
に

お
い
て

早
く

も
表
明

さ
れ
て

い
≒

克

「
商

業
取
引

ノ
図
解
」
に
お
い
て

も
、
取
引

の
基
軸

は
日
銀
Ｉ

各
地
有
力
国
立
銀
行
（

―
国

立
銀
行
・
両
替
商
）
Ｉ

会
社

・
商
人

か
ら
な
り
、

た
だ
「

名
声
府
下

二
籍

々

タ
ル
豪
商
」

に
つ
い
て
の
み
直
接
取
引
を
認

め
る
と
い
う
、
緩

や
か
で
は
あ
る
が
「

銀
行

の
銀
行
」
理

念
に
沿

っ
た
取
引

先
政
策
が
指

示
さ
れ
て

い
た
。
こ

の
点
で

は
、
日
銀
草
創
期

の
取
引
先
政
策

理
念

が
個
人
取
引

に
あ
る
と
し
た
通

説
の
誤
り
は
明
ら
か
で
あ
る
恟

む
し
ろ
間
題

は
、
日

銀
支
店

の
取
引
先
政
策

は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、

こ
の
点

を

め
ぐ

っ
て
大

蔵
・
日

銀
首

脳
部
に
異
論
が
生
じ
、
動
揺

を
免
れ
な

か
っ
た
点

に
あ
っ
た
。

さ
き
の
元
老

院
会
議

に
お
い
て
、
日
銀
が
〔

各
府
県
下
一

ノ
銀
行
〕

と
コ
ル
レ
ス
契
約
を
む
す
ぶ
の
は
「
一
銀
行

ヲ
利

シ
テ
其
反

動
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ヲ
他

二
及

ホ
ス
ノ
恐

レ
」

が
な
い
か
と
い
う
至

極
当
然

の
批
判

が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
加
藤
済
は
、
日
銀
が
各
地

に
支

店
を

お
く
な
ら
ば
「
其
地
普
通

銀
行
ノ
営
業

二
妨

ケ
」

と
な
る
か
ら
、

ひ
と
「
先

ツ
」
支
店
を
お
か
ず

コ
ル

レ
ス
契
約
を
む
す
び
、
こ

れ
を

介
し
て
他
０
銀
行
に
割
引
貸

付
の
便
を
与
え

る
こ
と
が
で
き

る
と
論
駁
し
て
い
朏

√

だ
「

日
本
銀
行
条
例
説
明
」
に

お
い
て

は
、
コ

ル

レ
ス
締
結

の
理
由

と
し
て
「

一
時

二
支
店
出
張

所
ヲ
設
立

セ
ソ
ト
ス
ル
（

或
（

訃

を
相
償
（

ザ
ル
恐

ア
勾

（

傍
点
引
用

者
）
と
説
い

て

い
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
支

店
政
策
に
つ
い
て

大
蔵
省
の

意
向
が
以
上

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
「

図
解
」
に
示
さ
れ

た
日
銀

の
全
国
支

店
網

の
構
築

は
早
急

に
は
実
現

し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ス
ピ

ー
ド
は
、
支
店
の
活
動
を
本
店
と
同
様
「
銀
行

の
銀

行
」

の
一
環

と

み

な
す

か
、
あ

る
い
は
一
段
低
く

＝
ル

レ
ス
銀
行
並
み
に
扱

う
か
に
よ
っ
て
、
大
き
な
違
い
が
生
じ

る
。

日
銀

は
本
店

に
つ
づ
い
て
半
年

お
か
ず
に
大
阪
支
店
を
開

設
し

た
が
、
初
代
支
店
長
の
外
山
修
造
に
対
し
て
日
銀
副
総
裁

の
座

に
あ

っ
た
富
田
鉄
之
助

は
「
支

店
は
単
に
普
通
銀
行
と
取
引

す

る
に
止

め
ず
商
業
家
個
人
と
も
直
接
取
引
を
開
始
」
す
べ
し

と
の
意

向
を
示

し

た
。
こ
れ

に
対
し

て
外
山
は
、

そ
れ
は
普
通
銀
行
の
営
業

を
侵
害
す

る
も

の
で
、
「

銀
行
の
銀
行
た
る
べ
き

日

本
銀
行
の

取

る
べ
き

方
針

に
あ
ら

ず
と
抗

黝

し
た
と
い
う
。
日
銀
支
店
の
活
動

も
本
店
と
同

じ
く
「

銀
行
の
銀
行
」
原
則

に
従
り
べ
き

か
否

か
、
こ

の
点

を
め
ぐ

る
富
田

と
外

山
の
日

銀
首
脳
陣
の
対
抗
の
背
後
に
は
、
の

ち
に
み

る
よ
り
に
一
九
世
紀
末

フ
ラ

ン
ス
銀
行
支
店

が
個
人
取
引

の

拡
充

に
の
り

出
し

地
元

銀
行
と
の
至
烈
な
競
合
を
惹
き
起
し
た
と

い
う
事
実
が
横

だ
わ

っ
て

い
る
。
こ
う
し

た
弊

を
避
け

よ
う
と
す
る

点

で
は
、
支
店
網

に
代

え
て

＝
ル

レ
ス
絅
を
活
用

し
よ
う
と
す

る
松
方
・
加
藤
と
支
店
活
動

を
対

銀
行
取
引

に
限
定
し

よ
う

と
す

る
外

山
と
は
共
通

の
認

識
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
草
創
期
の
日
本
銀
行

を
実
質
的
に
指
揮
し
て
き

た
他
な
ら

ぬ
副
総
裁
富
田

鉄
之
助

の

中

央
銀
行
観
は
、
「
銀
行

の
銀
行
」
理
念

に
忠
実
で

は
な

く
、
顧

客
と
直
接

に

銀
行
を
介
さ
ず

取
引
す

る
こ

と
を
志
向
し
て

い
た
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
「

銀
行
の
銀
行
」
を

め
ぐ

る
路
線
の
対
抗

は
、

ま
ず
一
八
八
四
年
富
田
と
外
山

の
間

で
日

銀
本
支

店
間

の

対

立
と
し
て
表
面
化

し
、
結
局
外
山
の
辞
任
で
ひ
と
ま
ず
鎮
静
化
し
た
が
、
六
年
後
の
一
八
九
〇

年
（
明

治
二

三
年
）
外
国
手
形

を
日

銀
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が
直
接
割
引

く
べ
き
か
否
か
を

め
ぐ
っ
て
、
松
方
＝
大
蔵
省

と
富
田
＝
日
銀

の
あ
い
だ

の
深

刻
な
対
立
と
し
て
再

び
火
を
ふ
き
、

大
蔵

大
臣
松
方
正
義

は
富
田
鉄
之
助
を
日
銀
総
裁

の
座

か
ら
追
い
落
す
こ
と
Ｉ一一
ぎ
っ
て

『
銀
行
の
銀
行
』

理
念
を
固
守

し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で

の
検
討

に
よ
っ
て
、
日
本
銀
行
創
設

に
さ
い
し

ど
の
よ
う

な
営
業
政

策
方

針
が
構
想
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
輪
郭
が
ほ
ぽ
浮

び
上

っ
て
き

た
と
思

わ
れ

る
。
モ

の
構

想
を
貫

ぬ
く

キ
イ
概

念
は
、
「
低
金
利
」
「

銀
行
の
銀
行
」
「

手
形
再

割
引

銀
行
」
か
ら
な
る
。

こ

の
三
つ

の
概
念
相
互

の
構
造
連
関

は
次

の
一
文

に
要

約
さ
れ
よ
う
。
「
日
本
銀
行

は
『
銀
行

の
銀
行
』

と
し
て

民
間

よ
り
も

低
い
金

利
で
再
割
引
し
、
民
間

の
金
融
疏
通

を
促
す
」

と
。
こ

こ
に
示

さ
れ
た
中
央

銀
行
像
は
、
松

方
や
加
藤
な
ど
日
銀
創
設
の
礎
を
築
い
た

大
蔵
官
僚
が
、

レ
オ
ソ

ー
セ
エ
ー
を
介
し
て

ベ
ル
ギ
ー
銀
行
を
範

と
し
な
が
ら
西

欧
の
中
央
銀
行
を
比
較
検
討
し
た
末
に
到

達
し
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
モ

の
多
く

は
、
一
九
世
紀

フ
ラ
ソ
ス
銀
行

に
負

っ
て
い
る
。
松

方
や
加
藤
は
、
幾
多
の
中
央
銀
行
の
な
か
か
ら
奇
し

く
も

フ
ラ
ン

ス
銀
行

に
範

を
求

め
、
移
植

を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
基
柢
を
貫

ぬ
く

三
つ
の
キ
イ
概
念
相
互
の
構
造
連
関
、
お

よ

び
そ
の
構
造
の
も
つ
社
会
経
済
的
意
味

に
ま
で

彼
等

の
認
識

の
光

は
及

ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日

本
銀
行
の
営
業

政
策

構

想
は
当
時
の
金
融
構
造
に
と

っ
て
ど

の
よ
う

な
意
味

を
も
つ

も
の
で

あ
ろ
り

か
、
そ

の
中
央
銀
行
と
し
て
の
特
質

を
明
ら
か
に
す
る

た

め
に
は
、
モ

の
範
型

と
さ
れ
た
一
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
銀
行

の
取
引
政
策
を

対
置

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

（

１
）

松

方
正
義
「

日
本
銀
行
創
立
ノ
議
」
〇
一・
八
八
二
年
三
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
緇
』
第
四

巻
　

九
九
〇

頁
。

（

２
）
　「

附
　

日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
同

上
　

九
九
一
－

一
〇
〇
七
頁
。

（

３
）
「

商
業
取

引
線

ノ
図
解
」
（
大
蔵
省
原
稿
用
紙
）
『
五
代
友
厚
関

係
文
書
』
書

類
七
二
〇
（
大

阪
商
工
会
議
所
蔵
、
国
会
図
書
館

マ
イ

ク
ａ
・

フ

イ

ル
ム
Ｒ
二
五
－

五
一
）
。

〇
４
）
　
松
方
正

義
「
財
政
議
」
（
一
八
八

一
年

九
月
）
『
松

方
正

義
関
係
文

書
』
（
『
日

本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
編
』

第
四
巻
、
九
八
＝
Ｔ

九
八
九

頁
）
所
収
。

（

５
）
「

日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
同
上

九
九
五
－

九
九
七
頁
。



96

（
６
）
「
日
本
銀
行
条
例
」
（
第
三
三
〇
号
議
案
）
第

一
、
二

、
三

読
会
（

一
八

八
二

年
六
月
）
『
元

老
院
会
議
筆
記

』
第

二

一
巻

、
五

一
七
－

苙
九
〇

頁
よ
り
。

（
７
）
「
日
本
銀
行

創
立
旨
趣

ノ
説
明
」
『
１
本
金
融
史
資
料

明
治
大
正
緡
』
第
四
巻

、
九
九

六
－

九
九
七
頁

。

（

８
）
「
商
業
取
引
線

夕
図
解
」
『
五
代
友
厚
関
係
文
書
』
書
類
七
二
〇
。

（

９
）
「

日
本
銀
行
条
例
」
（
第
三
三
〇
号
議
案
）
第
一
読
会

〇
一
八
八
二
年
六
月
）
『
元
老

院
会
議
筆
記
』
第

二

一
巻

、
五
二
五
－

五
二

六
頁
。

（
1
0）
　
日
本
銀
行

に
と
っ
て
個
人
取
引

が
「
日
本
銀
行

創
立
の
理
念

に
も
と

づ
く
も
の
」

と
い
う
見

解
が
岡
田
和
喜
氏

に
よ
っ
て

主
張

さ

れ

て

い

る

が
。
創
立
理
念
か
ら
す
れ

ば
、「

銀
行

の
銀
行
」
理
念

を
奉
じ
、

個
人
取
引

に
対
し
て
は

消

極
的
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
岡
田
和
喜
「
日
本
銀

行
政
策

の
特
質
」
『
日
本

の
銀
行
制
度
確
立
史
』
〇
一
九
六
六
年
）
第
三
章
、
一
九
〇
頁
、

お
よ

び
日
銀
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
第
二
巻

〇
一
九
八

三

年
）
五

一
頁
を
み
よ
。

〇
1
1）
「
日

本
銀
行
条
例
」
（
第
三
三
〇

号
議
案
）

第
一
読
会
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
第

二

一
巻
。
五
二

六
頁
。

（
1
2）
「

汨
本
銀
行

条
例
説
明
」
『
秘
書
類
纂
1
5
　
財
政
資
料
』（

伊
藤
博
文
編
）

上
巻
、
四

九
頁
所
収
。

〇
1
3）
　
武
内

義
雄
緡
『
軽
雲
外

山
翁

傳
』（

一
九
二

八
年
）
四

八
頁
。

（
1
4）
　
松

方
正

義
「

横
浜
正
金
銀
行

卜
日
本
銀
行
ト

ノ
関
係

二

付
松
方
正
義

ノ

意
見
」
（
一
八
八
九
年
）
『
日
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
緇
』
第
四

巻

、
一
四

三
〇
－

一
四

三
三
頁
を
み
よ
。
松

方
は
こ
こ
で
中
央
銀
行
を
「

銀
行

の
銀
行
」
と
規
定
し
、
二

名
以
上

の
裏
書

を
再
割
適
格
条
件
と
す

る
の
は
、「

他
ノ
銀
行
ヲ

シ
テ
其
間

二
介
立

シ
テ
仕
払
ヲ
保
証

セ
シ
メ
」

る
た

め
と
明
言
し
て
い
る
。

第

二

章
　

日

銀

コ

ル

レ

ス
取

引

の

意

義
１

一

九

世

紀

フ

ラ

ン

ス

銀

行

と

対

比

し

て

こ
れ

ま
で
日
本

銀
行
が
組
織
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
銀
行
が
モ
デ
ール
と
さ
れ
た
こ
と
が
幾
度
と
な
く
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
央
銀
行

り
諸
類
型
、
世
界

史
的
意

義
を
問

う
と
い
う
視
角

が
稀
薄

で
あ
っ
た
た

め
、

日
銀
の
営
業
政
策
が
世
界

史
的
に
み

て
如
何
な

る
意
義

を
も
っ
て

い
る
の
か
、
極

め
て
茫

洋
と
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
視
角
か
ら
日

本
銀
行
の
位
置
を
明
確
に
し
よ
う
と
す

ゐ
な
ら
ば
、
腮

と
さ
れ

た
ベ
ル
ギ
ー
銀

行
を
介
し
て
大
き

な
影
響

を
及

ぼ
し
た
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
の
距

離
・
異
同

が
測
定
さ
れ
な
く
て
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は

な
ら

な

い
で

あ

ろ
う

。

こ

こ
で

は
、

こ

れ

ま
で

の

フ

ラ

ン

ス
金

融

史

の

成

果

を

も

と

に

、

一

九
世

紀

フ

ラ

ン

ス
銀

行

の

変

貌

を
概

括

し

、

そ

れ
と

の
対

比

の

な

か
で

日

本

銀

行

の
営

業

政
策

に

お
け

る
後

進

国
中

央

銀

行

と

し
て

の
特

質

を

照

射

す

る

。

こ

れ

ま
で

の

フ

ラ

ン

ス
経

済

・
金

融
史

研

究

に

よ

れ
哘

ご

九

世

紀

フ

ラ

ン

ス

の

金

融
市

場

と
モ

こ

に

お

け

る

中

央

銀

行

の
活

動

は
、

一

八

四

八

年

革

命

に

よ

っ
て

二

分

さ

れ

る

と

い

う

。
一

九

世

紀

前

半

の

フ

ラ

ン

ス
銀

行

は
、

大

個

人

銀

行
（
Ｈ
ａ
ｕ
ｔｅ
　Ｂ
ａ
ｎ
ｑ
ｕ
ｅ
）

の
た

め

の
、

パ

リ

を
中

心

と
す

る
狭

い
範

囲
で

の
発

券

＝

低

利

再

割

引

銀

行
で

あ

っ

た

。

そ

こ

で

は

勃

興

す

る

商

工

業

者

の

手
形

は
大

個

人

銀

行

の
厳

格

な
絅

の
目

を

と

お

し
て

し

か

、

フ

ラ

ン

ス
銀

行

の
低

金

利

の

便

益

に
浴

す

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

そ

の

技

術

的

な

裏

付

け

が

フ

ラ

ン

ス
銀

行

の
二

名

裏

書

と

い

う
再

割
引

適

格

条
件

で
あ

っ

た

。

フ

ラ

ン

ス

銀

行

の

こ

う

し

た

狭

隘

か

つ

厳

格

な

営

業

方

針

は
四

八

年

革

命

を

さ

か

い

に
次

第

に
払

拭

さ

れ

て

ゆ

く
。

大

預

金
銀

行

が
新

た

に
成

立

す

る

に

と

も

な

い

フ

ラ

ン

ス

銀

行

は

全

国

的

発

券

独

占

を

確
立

す

る
。

と

同

時

に
七

〇

年

代

以

降

全

国

各

地

に

無
数

の
支

店

網

を
開

設

し

、

銀

行

を

介

さ

な

い

個

人

と

の

直

接
取

引

を

積

極

的

に
拡

充

し
て

い

っ
た

。

フ

ラ

ン

ス

銀
行

は

、

こ

の

よ

う

に
窓

口

を

ひ

ろ

く
開

き

つ

つ

そ

の
再

割
引

金

利

を
低

く

抑

え

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

市

中

の
金

融

疏

通

の
促

進

を

は

か

っ

た

の
で

あ

る

。

一

九

世

紀

フ

ラ

ン

ス
銀

行

の
活

動

を
取

引

先

政

策

の

点

か
ら

な

が

め

て
み

る

な

ら

ば

、
前

半

期

は

「

銀

行

の

銀

行
」

を

め
ざ

し

て

い

た

の

に
対

し

、

後

半

期

は
支

店

絅

と

個
人

取

引

を

拡
充

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

『

銀

行

の

銀
行

』

と

は
対

蹠

的

な

方

向

を

め

ざ

し

た

と

い

え

よ

う

。

フ

ラ

ソ

ス
銀

行

の
低

金

利

策

も

、

こ

の
取

引

先

政

策

の
転

換

に

よ

っ
て

、
前

半

期

１

大

個
人

銀

行

の

た

め

の

低

金

利

か

ら

、

後

半

期

＝

商

工

業

者

の

た

め

の
低

金

利

へ

と
、

そ

の
意

義

を

変
え

る
。

注
目

す

べ

き

こ

と

に
、

こ

の
よ

う

な

支
店

絅

と

個

人

取
引

の

拡

充

は
一

九

世

紀
後

半

の

ド
イ

ツ
中

央

銀

行

を
貫

ぬ
く

特

徴

で

も
あ

っ

お
刄

全

国

支

店

絅

を

も

た

ず

「

銀

行

の

銀
行

」

と

し

て

君

臨

す

る

イ

ン

グ

ーフ
ソ

ド
銀

行

か

ら
み

る

な
ら

ば

、

一

九
世

紀
末

の
独

仏
中

央
銀

行

の
取

引

先

政
策

は
際

だ

っ
て

い

る

。

こ

こ

に

着

目

す

る

な

ら

ば

、
「

銀

行

の

銀

行
」

型

と
大

陸
型

と

い

う
二

つ

の

タ
イ

プ

の

中

央

銀

行

像

が

浮

き

彫

り

に
さ

れ

よ

う

。



98

一
八
八
二
年
日
本
銀
行
創
設
当
時
、

フ
ラ

ン
ス
銀
行

は
「

銀
行

の

銀
行
」
型

か
ら
大
陸
型

へ
そ

の
取
引
政
策

を

転
換
し
つ
つ
あ
っ

た
。
松
方
・
加
藤
ら
草

創
期

の
大
蔵
官
僚

は
、
日

銀
創
設
に
さ
い
し
て
ベ
ル
ギ
ー
国

立
銀
行
を
範
に
と
っ
た
が
、

彼
等
が
描

い
た
中
央

銀
行
像
は
「
低
金
利
」
「

銀
行
の
銀
行
」
「
再
割
引

銀
行
」
、
そ
の
い
づ
れ
も
一
八
四
八
年
革
命
以
前

の

「
金
融
寡
頭
制
」

下

の
フ
ラ
ン

ス
銀
行
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
。
発
券
集
中
、
預
金

銀
行
化

の
途
上

に
あ
る
と
い
う
点

で
も
一
八

九
七
年

〇
明

治
三
〇
年
）

金
本
位
制

移
行
ま
で
の
日
本
０
信
用
構
造

は
一
八
四
八
年
革
命
以
前
の

フ
ラ

ン
ス
の
信
用
構

造
に
近

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各
地
方

に
お
い
て

発
券
特
権
を
与
え
ら
れ

た
国
立
銀
行
群

を
全
国
的
規
模
で
統
括
す

る
と
い
り
中
央

銀
行
勸

能
を
最

初
か
ら
求

め
ら
れ
た
点
で
、
日

本
銀

行
は
四
八
年
革
命
以

前
の

フ
ラ

ン
ス
銀
行
と

は
同
一
視
で
き

な
い
。
範
と
さ
れ

た
ベ
ル
ギ
ー
国
立

銀
行

の
定

款
に
は
み

ら
れ

な
い
内
地

（
３
）

コ
ル
レ
ス
契
約
の
条
文
が
日
銀
の
定
款
に
盛
り
込

ま
れ

た
の

は
、
こ
の
全
国
統
御

の
課
題

ゆ
え
で
あ
っ
た
。
一
九
世

紀
後
半

フ
ラ
ン
ス

銀
行
が
支
店
網
を
拡
充
し
て
い
っ

た
と
並
行
し
て
、
日
本
銀
行
は

全
国
枢
要
の
地

の
国
立
・
私
立

銀
行

と
の
間

に
全
国

コ
ル
レ
ス
網

を

構

築
し
た
の
で
あ
る
。

勃

興
す

る
全
国
の
商
工
業
者
の
金
融
疏
通
に
資
す
る
と
い
う
課
題
に
応
え

る
べ
く
、
独
仏

の
中
央
銀
行

は
「
銀
行

の
銀
行
」
理

念
の

枠

を
超
え

て
。
全
国

支
店
網
に
よ
る
個
人
取
引

の
拡
充
と
い
う
新
た
な

タ
イ

プ
の
中
央
銀
行
像
を
構
築
し
て
い
っ
た
の

に
対
し
、
日
本

で

は
こ
の
課
題

を
「

銀
行
の
銀
行
」

方
針
を
崩
さ
な
い
か
ぎ
り
で
受
け
入

れ
た
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
松
方
や
加
藤
は
、

レ
オ
ソ
・

セ`

ー

ー
を
介
し

て
で

あ
ろ
う
、
中
央

銀
行
の
支

店
＝
個
人
取
引

拡
充

策
の
も
つ
積
極
的
意
義

を

認

め
な
が
ら
も
、
「
低
金
利
」
策
を
と

る
以

上
、
そ
れ

は
地
元

銀
行
の
顧
客

を
侵

蝕
す

る
結

果
に
終
る
と
い
う
弊
害
を
知

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
「
銀
行
の
銀
行
」
理
念

を
守
り
な
が
ら
、

な
お
か
つ
勃
興
す

る
全
国
商
工
業

者
の
金
融

疏
通
に
資
す

る
た
め
に
松

方
が
切
り
開
い
た
方
策
が
、
日
銀
の
全
国

＝

ル
レ
ス
網
で
あ

っ
た
。
中
央
銀
行
が

コ
ル
レ
ス
取
引

を
積
極
的

に
展
開
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
一
九
世
紀
末
急

遽
創
設
さ

れ
た
後
進
国
日
本
の
中
央
銀
行

の
段
階
的
特
質

が
集
中
的
に
表
現

さ
れ
て
い

る
。
そ

の
段
階
的
＝
構

造
的

意
義
を
よ
り

ク
ジ
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ア
に
す
る
た

め
に
、
次
に
、

イ

ギ
リ
ス
洸
の
自
由
主
義
思
想
家
田

口
卯
吉

の
批
判

を
対
置

し
て
お
こ
う
。

「
創
立
旨
趣

ノ
説
明
」

に
お
い
て
表
明

さ
れ
た
松

方
の
以

上
の
如
き
日
本
銀
行
構
想
に
対
し
て
、
自
由
主
義
者
田

口
卯

吉
は
、
『
東
京

経
済
雑
誌
』

に
よ

っ
て
徹
底
的
な
批
判
を
加
え

気

田

内
国
「
為

替
取
引

の
事
は

中
央
銀
行
の
重
な

る

目
的

に
あ

ら
ず
」
、
圜
「

金
融

必
迫
の
時
に
当
り
て
他

の
銀
行
を
補
助
す

る
」

た
め
に
、
「
平

時
は
常
に
政
府

に
貸
与
す
」
べ
し
、
問
「

割
引

を

行
は
ん
と
す
る
も
商

人

等
未
だ
手
形
取
引

の
習
慣
な
き

を
如
何
せ

ん
」
、

㈲
「

外
国
手
形

を
割
引
し
貨
幣

を
国
内

に

吸
収

せ
ん
と
す
る
は

全
く
日
本
銀
行
に

魔
力
あ
り
と
思
考
す

る
よ
り
発
し

た
る
妄
想
」
な
り

と
。

田

口
は
、
紙
幣
整
理
と
並

ん
で
松
方
が
日
銀

に
課
し

た
、

金
利

低
下

・
金
利
平

準
化

・
為

替
操
作
な
ど
殖
産

の
た

め
の
上
か
ら
の
施

策
を

全
て
排

除
す

る
。
田

口
に
と
っ
て
日
銀

の
設
立
目
的

は
不

換
紙
幣

の
整
理
と
官
金
○
委

託
に
局
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
松
方
が

求

め
た
官
立
の
中
央

銀
行
を
介

し
て
「
人
民

の
営
業

を
奨
励
」

す
る
意
義
を
全
く
認

め
な

か
っ
た
。
こ
う
し

た
田
口

の
見
解
の
独
自
性

は
、
日

銀
取
引
先

政
策

の
り

ち
に
集
中
的

に
表
現

さ
れ
て
い
る
。

田

口
は
、
国
立
銀
行
か
ら
官
金
為
替
業
務

を
奪
う
と
い
う
理
由
か
ら
日
銀
が
支
店
を
も
つ
こ
と
に
反

対
で
あ

っ
た
し
、

ま
た
日
銀
が

地
域
的

資
金
需
給
調
節
の
た
め
に
内
国
為
替
取
引

を
行
う
こ
と
に
屯
批
判
的
で
あ
っ

た
。
こ

の
見
解

に
従
う
な

ら
ば
、
日
銀
の
民
間
取

引
先

は
地
域
的
に
も
極
め
て
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
日
銀
も
い
ず
れ

は
「
諸
銀
行

の
余
剰
資
本

を
始

め
大
会

社

の
預
金
を
も
引

受
け
」
「
銀

行
の
銀
行
」

と
し
て
擔
能
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
「

尚
歳
月
の

久
し
き

を

要
す

る
」

で

あ
ろ
う
か
ら
、
モ

れ
ま
で
は
「

政
府
の
銀
行
」
に
専
念
す
べ
き
で
あ

る
と
限
定

づ
け

る
。
こ
こ

に
描

か
れ

た
中
央
銀

行
の
姿

は
草
創
期

＝
原

蓄
期
の
英
仏
中
央
銀
行
に
近
い
。

一
九
世
紀
末
、
帝
国
列
強

の
圧

力
の
も
と
に
開
国
を
迫
ら
れ
、
「

封
建
」
的

地
方
分
散
性
が
濃
厚
な
ま
ま

急
拠

全
国

組
織

を
つ
く
ｈ
り

上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

極
東
の
一
後
進
国
の
中
央
銀
行
は
、
も

は
や
草
創
期
英
仏
中
央
銀
行

と
同

じ
で
は

あ
り
え
な
か
っ
た
で

あ
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ろ
う
。
ま
し
て
、

大
陸
系
の
中
央
銀
行
は
モ

の
後
「

政
府
の
銀
行
」

か
ら
「

銀
行
の
銀
行
」
、

さ
ら
に

支
店
網
と

個
人
取
引
０
拡
充

に

努
め
つ
つ
あ
り
、

後
進
国
の
中
央
銀
行
は
そ
の
影
響
を

ぬ
き
に
は
語
れ
な
い
。
田
口
の
批
判
は
原
蓄
期
中
央
銀
行
と

い
う
共
通
点

か
ら

照

射
し

た
と
と
ろ
に
そ
の
独
自
な
意
義
が
あ
る
が
、
後
進
国

中
央
銀
行
の
負
わ

ざ
る
を
え
な
い

デ
ィ

レ
ン

マ
か
ら
身
を
そ
ら
し

た
た
め

に
、
現
実

性
に
お
い
て
一
歩
欠
け
る
と
と
ろ

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

松
方

が
日

銀
を
介

し
て
民
間

金
融
を
振
興

し
よ
り
と
し
た
の
に
対
し

、
田

口
が
批
判

を

発

し
た
立
脚
点

は

自
生
的
発
展
論
に
あ

っ

た
。
両
者

の
違

い
は
、
松
方

が
当

時
の
民
間

金
融

の
あ
り
よ
う
を
欠

陥
に
満

ち
た
変
革
す
べ

き
状
態
と
み
て
い
た
の
に
対
し
、
田

口
は

民
間
金
融

の
力
量

を
信

じ
、
上

か
ら
強
引

に
変
革

し
う
る
も
の
で

は
な
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
。
地
域
的
金
融
の
繁
閉

調
節
は
三
井
・
第
一
な

ど
の
民
間

コ
ル
レ
ス
網

に
委

ね
、
日

銀
が
関
与
す

べ
き

で
な
い
と
言
い
、
足
利

手
形

流
通
に
み
ら
れ
る
自
主
的

展
開
を
高
く
評
価
し
、

ま
た
日
本
伝
来

の
商
慣
習

を
重
視
し
、
変
革
す

る
に
し
て
も
上
か
ら
の
金
融
的
干

渉
に
よ
っ
て
で
は
な
く
商
業

組
織
そ
の
も
の
を
変
革
す

べ
し
と

い
う
主
張

の
う

ち
に
、
自
由
主
義
思
想
家
田

口
卯

吉
の
真
価

が
遺
憾

な
く
発
揮

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
り

に
松

方
１
日
本

銀
行
論

に
対
す

る
田

口
の
批
判
が
、
単
な

る
技
術

論
の
次
元

に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、

よ
り
基
本
的
な

発

展
戦
略
論
の
違
い
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ

る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
評
価

は
短
期
的

に
決
す
べ
き
で

な
く
、
後

進
国

日
本
に
お
け
る

金
融
発

展
を

め
ぐ
る
伝
統
と
革
新
の
問
題
と
し
て
長
期
的
・
構
造
的
な
展
望

の
な

か
で
ひ
と

つ
ひ

と
つ

検
証

さ
れ

な
く

て
は
な
ら
な
い

で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
そ
の
一
こ
ま
と
し
て
、
中

央
銀
行
と
し
て

は
特
異
な
意
義

を
も
つ
日
銀

コ
ル
レ
ス
取
引

が
、
勃
興
す

る
明
治
初
期

金
融

市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与

え
た
か
、
検
討

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（

１

）
　

辻

山

昭

三

「

制

限

選

挙

王

制

の

時

期

に

お

け

る

フ

ラ

ン

ス

銀

行

の

性

格

」

『

史

学

雑

誌

』

六

九

巻

一

号

、

一

九

六

〇

年

一

月

、

Ｋ
.
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ｒ

ａ

ｎ

ｃ
ｅ
｡
　
１

８

０

０
-

１

８

７

０
｡
　
Ｂ

ａ

ｎ

ｋ

ｉｎ

ｇ

 ｉ
ｎ

　
ｔ
ｈ
ｅ

　ｅ
ａ

ｒ

ｌｙ

ｓ

ｔ
ａ
ｇ

ｅ
ｓ

　ｏ
ｆ

 ｉ
ｎ

ｄ
ｕ

ｓ

ｔ
ｒ

ｉ
ａ

ｌ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
｡

　Ｎ

ｅ
w

　
Ｙ

ｏ
ｒ

ｋ
｢
　
１
９
６
７

（

正

田

健

一

郎

訳

『

産

業

革

命

と

銀

行

業

』

日

本

評

論

社

、

一

九

七

三

年

）
、

権

上

康

男

「

一

九

世

紀

末

・

二

〇

世

紀

初

頭

に

お

け

る

フ

ラ

ン

ス

の

通

貨

・

信

用

構

造

と

フ

ラ

ン
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ス

銀

行

の

『

高

正

貨

準

備

』
」

『

エ

コ

ノ

ミ

ア

』

六

五

号

、

一

九

七

九

年

、

千

葉

正

憲

「

一

九

世

紀

末

フ

ラ

ン

ス

銀

行

の

金

融

政

策

と

社

会

的

対

抗

－

一

八

九

七

年

フ

ラ

ン

ス

銀

行

特

権

更

新

法

の

国

会

審

識

分

析

」

『

土

地

制

度

史

学

』

九

八

号

、

一

九

八

三

年

一

月

、

中

川

洋

一

郎

「

通

貨

の

地

理

的

循

環

－

第

一

次

大

峨

前

夜

の

フ

ラ

ン

ス

の

事

例

－

」

『

社

会

経

済

史

学

』

四

九

巻

三

号

、

一

九

八

三

年

八

月

、

な

ら

び

Ｕ

　
Ａ

ｎ

ｄ
ｒ
ｅ

　
」
i
e
ｓ
ｓ
ｅ
｢

Ｅ

ｖ
ｏ

ｌ
ｕ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　ｏ
ｆ

 Ｃ

ｒ
ｅ

ｄ

ｉ
ｔ

　ａ
ｎ

ｄ

　
Ｂ

ａ

ｎ

ｋ
ｓ

　
ｉ
ｎ

　
Ｆ

ｒ

ａ

ｎ

ｃ
ｅ

　
（

Ｒ

ｅ
ｐ

ｏ
ｒ

ｔ
　
ｏ

ｆ

　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｎ

ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ａ

ｌ
　
Ｍ

ｏ

ｎ
ｅ

ｔ
ａ
ｒ
ｙ

　
C
o
m
m
i

ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
(
　
Ｖ

ｏ

ｌ
.
　
１
５

）
｢
　
１
９

０
９
.

日

本

銀

行

調

査

局

『

仏

蘭

西

銀

行

』

（

青

木

隆

稿

）

一

九

一

七

年

。

な

か

で

も

権

上

論

文

は

興

味

深

く

、

そ

こ

か

ら

多

く

の

教

示

を

う

け

た

。

（

２

）
　

Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｖ

ｉ
ｅ
w

ｓ

　
ｏ
ｎ

　
Ｂ

ａ

ｎ

ｋ
ｉ
ｎ

ｇ

　
ｉ
ｎ

　
Ｂ

ｕ

ｒ
ｏ
ｐ

ｅ

〇
Ｒ

ａ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
　
ｏ

ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｎ

ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

ａ

ｌ
　
Ｍ

ｏ

ｎ
ｅ

ｔ
ａ
ｒ
ｙ

　
C
o
m
m
i

ｓ
ｓ

ｉｏ

ｎ
(
 
Ｖ

ｏ

ｌ
.　
１
）

　
１
９
１
２
.

び

に

楠

見

一

正

・

島

本

融

『

独

逸

金

融

組

織

論

』

一

九

三

五

年

。

（

３

）

『

日

本

銀

行

百

年

史

』

第

一

巻

、

一

七

三

一

二

〇

七

頁

（

一

九

八

二

年

一

〇

月

）

に

お

い

て

初

め

て

、

日

本

銀

行

と

ベ

ル

ギ

ー

国

立

銀

行

の

条

例

お

よ

び

定

款

の

詳

細

な

比

較

検

討

が

な

さ

れ

た

。

（

４

）
　

田

口

卯

吉

「

中

央

銀

行

を

論

ず

」

（

一

、

二

、

二

統

、

三

）

『

東

京

経

済

雖

誌

』

一

一

五

－

一

一

七

号

、

一

八

八

二

年

六

月

、

お

よ

び

同

「

日

本

銀

行

創

立

の

主

意

書

を

読

む

」

同

上
　

一

一

九

１

一

二

四

号

。

一

八

八

年

六

、

七

、

八

月

。

第

三

章
　

全

国

コ

ル

レ

ス

網

の

構

築
－

「

連

帯

為

替

」

憫

と

日

本

銀

行

一
国

の
中

央

銀

行

の

あ

り

よ

う

は

、

い

う

ま

で

も

な

く

そ

の
国

の
金

融

市

場

の
構

造

に
規

定

さ

れ
、

両

者

の
関

係

は
、

中

央

銀

行

の

取

引

先

政
策

の

う

ち

に
写

し
出

さ

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

取
引

先

政

策

に
絞

っ
て

各

国

の
中

央

銀

行

を

一

望

し

て
み

る
と

、

こ

れ

ま

で
典

型

と

さ

れ

て

き

た

、

ロ
ソ

ド

ソ

大

銀

行

を

中

心

と

す

る
支

店

銀
行

制

度
（
Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
　Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ
　Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m）

の

上

に
聳

立

す

る

イ

ソ

ど

フ

ソ

ド

銀

行

は
そ

の

一

極

地

に
す

ぎ

な

い

こ

と

を

認

め
ざ

る

を
え

な

い
で

あ

ろ

旨

）
他

方

の
極

地

に

は

、
州

単

位

の

支

店

を

も

た

な

い

単

一

銀

行

制

度
（
Ｕ
ｎ
ｉｔ
　Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ
　Ｓｙ
ｓ
ｔ
e
m
）

の

上

に

成

立

す

る

地

方
分

権

的

な

ア

メ

リ

カ
連

邦

準

備

銀

行

が

あ

旨

）
ま

た

全

国

支

店

絅

を

敷

き

個

人

取
引

を
積

極

的

に
展

開

す

る
独

仏

の

「
大

陸
型

」

の

中

央

銀

行

は

、
「

銀

行

の

銀

行

」

を

め
ざ

す

イ

ン

タ
ラ

ン

ド
銀

行

や

ア

メ
リ

カ
連

邦

準

備

銀

行

と

は
ま

た
別

の

タ
イ

プ

を
形

づ

く

る

。

こ

の

よ

う

に

欧

米

中

央

銀

行

に
限

っ
て

も

、

金

融

市

場

と

の
関

わ
り



２
　

に

お
い
て
多
様
な

タ
イ
プ
が
浮

ん
で
く

る
が
、

そ
の
違

い
の
底
に
は
、
各
国
金
融
市
場
の
地
域
的
構
造
の
違
い
が

ひ
と

つ
の
要
因

と
し

1
0
　て
横
わ

っ
て

い
る
・

゛
ソ
ド
ソ
を
中

心
に
全
国
的

に
統

合
さ
れ
た
イ

ギ
リ
ス
の
金
融
市
場
は
ひ
と
つ
の
典
型

に
は
違
い
な
い
が
ヽ

む
し

ろ
特
殊
な
ヶ
Ｉ

ス
と
み

る
べ
き

で
あ
ろ
り
。

こ
の
よ
う
な
視
点

を
も
つ
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ

め
て
、
金
融
市
場
に
地
域
的
分
断
性
を
色

濃
く
の
こ
し

た
後
進
国

の
中
央

銀
行
の
姿

を
現
実

に
則

し
て
把
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
う
し
た
ひ
ろ
が
り

の
な

か
で
日
本

銀
行
を
と
ら
え

る
な
ら
ば
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
そ
の
中
央
銀
行
と
し
て
の
独
自
性
は
、
。コ

ル

レ
ス
網
に
よ

る
取
引

先
政
策

に
あ
っ
た
。
「

封
建
」
か
ら

コ
訌

ご

へ
金
融
市
場

の

全
国
統
合
化

の

牽
引

力
た
る
こ
と
を
求

め
ら
れ

た
日
本
銀
行
は
、
地
方
分
散
的
な
国
立
銀
行
を
競
合
す

る
こ

と
な
く
、

か
つ
そ
れ
ら
を
相
互

に
む
す
び
つ
け
る
紐
帯
と
し
て

＝
ル

レ
ス

絅
の
構
築
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
日
銀
の
試
み
が
ど

の
よ
り
な
意
義

を
も
っ
て
い
た
の
か
、

こ
の
点

を
明
ら
か
に
す

る
た

め
に

は
、
既

に
胎
動

し
つ
つ
あ
っ
た
内
国
為
替
決
済
機
構
を

め
ぐ

る
自

生
的

な
展
開

が
ま
ず
明

ら
か
に
さ
れ

な
く

て
は
な
ら
な
い
。

日
本

に
お
け

る
近
代

的
銀
行
は
、
一
八
七
六
年

〇
明
治
九
年
）
の
国
立
銀
行
条
例
の
改
正

に
そ

り
起
点

を
発
す

る
。
維
新
変
革

に
お

け

る
政
府
紙
幣

の
増
発

に
よ
る
イ
ソ
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
の
収
束

と
近
代
的
銀
行
の
確
立
を
同
時

に
解
く

モ
デ
ル
と
し
て
、
南
北
戦
争

後
の

ア

メ
･
Ｒ
　Ｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ

が
掲
げ
ら

れ
た
。
ア

メ
リ

カ
国
法
銀
行
制
度

は
、
合
衆
国
に
根
ざ
す
地
方
分
権
主
義

に
よ
っ
て
中
央
銀

行
を
も

た
ず
、
州
単
位

に
分
断

さ
れ
た
支
店

な
き
単

一
銀
行
制

を
と
っ
た
が
、
幕

藩
体
制
が
崩
壊
し
た
直
後

の
、
今
な

お
「
封
建
」
的

地
域
分
断
性
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
当

時
０
日
本

の
状
況

か
ら
、

ア

メ
リ

カ
流
の
「
単
一
銀
行
」
モ

デ
ル
が
導
入

さ
れ

た
の
で
あ

る
。

当
時
既

に
三
井

・
小
野

・
島
田
組
な

ど
の
伝
統
的
な
両
替

商
は
、
鐓
新
政
府
と
結
び
つ
き

大
蔵
省
あ

る
い
は
府
県
の
為
替
方
と
し
て

全
国
支
店
絅
を
構
築
し
、
「
貨
財
流
通

ノ
権
（

殆

ソ
ト

彼
等

ノ
掌
握

ス

雌

形
勢

に
あ

っ
た
。
そ

れ
は
変
革

の
過

程
で
大
阪
を
中
心
と

す
る
旧
来
の
高
度
な
信
用
関
係
が
崩
さ
れ
、
自
ら

の
立
脚
点

を
失

っ
た
巨
大

両
替
商
が
と
っ
た
新
た
な
体
制

へ
の
順
応
の
試
み
に
他
な

ら
な
か

っ
た
。
府
県
為
替
方
業
務

に
早
く

か
ら
と
り
く

ん
で

い
た
小

野
組
は
、

一
八
七
二
年

〇
明
治
五
年
）

す
で
に
一
二

の
出
張
所
を
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も
ち
、
立
遅

れ
た
三
井

も
七
三
年
に
か
け
て
一
三
に
及
ぶ
支
店
網
を
設
け
、
全
国
的
な
為
替
絅

を
構

築
し

て
い
っ
た
。
し

か
し
、
紙
幣

回
収

に
苦
し

む
維
新
政

府
は
、

旧
幕
下
以

来
の
三
井
を
筆
頭
と
す

る
伝
統
的
な
巨
大
両
畚
商

に
か
え

て
、

ア

メ
リ
カ
流
の
国
立

銀
行
を

軸

と
す

る
近
代

的
金
融
機

構
の
創
設
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
転
換

に
よ
っ
て
、
各
地

に
支
店

を
開
き

府
県

為
替
方

を
引
受
け

る
な
か
で

旧
両

替
商
が
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
全
国
公

金
為
替
網
は
一
挙

に
崩
壊

に
追
い
込

ま
れ

る
に
至

っ
た
。
こ
こ

で
「

単
一
銀
行
的
」
で
支
店

を
も
た
な
い
地
方
的
な
国
立
銀
行
を
中
心

に
し
て
、
全
国
為
替
決
済
網
の
扨
築
が
緊

急
の
課
題

と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
。
こ
の
課
題

に
む
け
て
、

各
地
の
国
立
銀
行

お
よ

び
私
立
銀
行
の
相
互
の
間
で
全
国
に
ひ
ろ

が
る
密
集

し
た
コ
ル
レ
ス
網

が
構
築

さ
れ
て
い
っ
た
の

で

あ
る
。

そ

の
さ
き
が
け
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
第
一
国
立
銀
行

に
よ
る
小
野
組
長
崎
支
店

と
の
約
定
に
求

め
ら
れ
る
が
、
本
格
的

展
開

は
七
六
年
国
立
銀
行
条
例
改
正
以
降
、
と
く
に
明
治
十
年
代

に
入

っ
て

か
ら
で

あ
る
。
大
蔵
省
『
銀
行
局

年
報
』
に
よ
る
如

）
一

八
七
七
年
六
月
末
に

お
い
て

コ
ル
レ
ス
線

は
全
国
僅

か
に

Ｉ
〇
線
に
す

ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
二
年
後
の
一
八
七
九
年
六
月

末
に
は
、
木

店
一
五
〇

、
支
店

七
九
、
コ
ル
レ
ス
線

三
三
八
、
翌
八
〇

年
六
月
末
に
は
木
店
一
五
二
、
支
店
九
四
に
対
し
て
コ
ル

レ
ス
線
は
実

に

Ｉ
〇
二

七
へ
と
飛
躍
的
な
拡
大
を
遂
げ

た
。
こ

の
僅
か
三
年
間

に
お
け

る
伸

長
に
よ
っ
て
全
国
コ
ル

レ
ス
絅
の
骨
格
が
次
第
に
姿
を
現

わ
す
に

至
っ
た
。

そ
の
際
だ

っ
た
特
徴

は
、
大

都
市

の
大

銀
行
へ
の
集
中

に
あ
っ
た
。
八
〇

年
六
月

末

コ
ル

レ
ス
線
の
大
都
市
へ
の
集
中
状
況
を
み
て

み

る
と
、
東
京

に
統
括

さ
れ
る
も
の
ニ
ニ

ー
、

大
阪
一
六
三
、
京
都
七
八
、
横
浜
四
八
、
神
戸
四
二
で
、
と
く
に
東
京
・
大
阪

へ
の
集

中
が
際
立

っ
て

い
た
。
五
大

都
市
あ
わ
せ
て
五
五
二
線
に
達
し
、
残
り
は
各
地
交
互
連
絡
す

る
も

の
三
五
八
、
府
内
管
内
の

も
の
一
一

七

に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

一

八
七
九
年
か
ら
八
〇

年
に
か
け
て
東
京
・
大
阪
両
軸

の
統
括
集
中
度
は
五
九
％

か
ら
三
八
％

へ
低
下

し

た
が
、
そ
れ

は
地
方
間

の
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＝
ル

レ
ス
網
が
著
し

い
拡
充

を
み
せ

た
こ

と
を
示
し

て
い
る
。
し

か
し
、

こ
の
こ
と
か
ら
い
き

な
り
都
市
大
銀
行
に
比
し
て
地
方
銀
行

が
コ
ル
レ
ス
絅
の
編
成
に

お
い
て
優
位

に
立

っ
た
と
結
論

し
え

な
い
。
左

に
掲
げ

た
八
〇
年

六
月
末

コ
ル
レ
ス
線
数
上
位
二
五

行

〇
第

１
表
）

を
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
第
一
、
第
三
、
第
四
十
四

の
東
京

に
本
店

を
お
く
三

つ
の
国
立

銀
行

が
際
立
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
私
立

三
井

銀
行
を
加
え
た
上
位
四
行
で
全
国

コ
ル
レ
ス
線

の
実

に
三
二
％

を
占

め
る
。
モ

の
あ
と
五
位

か
ら
八
位

を
福

島
二
行
、
大

阪
二

行

が
占

め
、

そ
れ
に
各
地
の
地
方
大
銀
行
が
連
続
し
て

い
る
。
注
目
す
べ

き

こ

と

に
、
大
阪

へ
統
括

さ
れ
る
コ
ル
レ
ス
線

の
比
重

が
高

一八八〇年六月末コルレス線上位二五行第1表

順

位
銀　　 行　　 名

一 一
１ コ心白

ﾉﾚ4氷

渊 ン
１ 東 京 第一 ８ 130 12.7

２

３

４

５

-
６

７

〃

９

１０

〃　　 第三

〃　　 第四十四

〃　　 三井

福 島 第六

２

６

１８

２

78

73

50

42 36.3

大 阪 第十三

〃　　 第三十二

福 島 第百七

大 津 第六十四

浜 松 第二十八

２

２

２

３

１

39

29

29

27

26 50.9

11

12

〃

X/

15

長 崎 第十八

横 浜 第七十四

新 潟 第四

大 阪 第三十四

富　山　第百二十三

０

２

１

１

０

24

23

23

23

22 62.1

16

17

18

19

〃

東 京 第九十五

〃　　 第四十五

上　 田　第十九

松 本 第十四

福　岡　 第十七

４

２

２

１

１

--

１

２

０

１

０

19

18

16

15

15 70.2
－　 一一

77.0

〃

22

〃

〃

25

和歌山　第四十三

豊 橋 第八

名古屋 第十一

栃 木 第四十一

仙　台　第七十七

15

14

14

14

13

〃

22

〃

〃

25

和歌山　第四十三

豊 橋 第八

名古屋 第十一

栃 木 第四十一

仙　台　第七十七

１

２

０

１

０

15

14

14

14

13 77.0

上 位 二 五 行 総 計 64 791

全 行 一 五 〇 行 〃 104 1,027 100.0

（1）『銀行局年報』（第二次）コルレス付表より作成。

（2）国立銀行の支店数は同（第三次) 1881年，三井銀
行については，「三井銀行計画書」（1880 年 ６月『日

本金融史資料 明治大正緡』 第三巻， 四五一頁よ
り。ただし出張所は含まず。
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い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
核
た

る
べ
き
大
阪
本
店
銀
行
の

コ
ル
レ
ス
線

は
さ
ほ
ど
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。
東
京
系

の
第
一
、
第

三
、

第
四
十
四
国
立
銀
行
が
、
東
京
ば

か
り
で
な
く
大
阪
・
京
都
を

は
じ

め
各
地

に
支
店

を
置

い
て
積

極
的

に
コ
ル
レ
ス
銷

の
構
築

に
努

め

た
の
と
対
照
的
で
あ

る
。
そ
れ

は
、
大
阪
の
第
十
三
国
立
銀
行

の
コ
ル
レ
ス
絅

の
半

ば
が
東
京

の
第
四
十
四
国
立
銀
行

の
東
日
本

を
中

心
と
す

る
支
店
群
と
の
約
定
に
よ

る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
そ
れ
は
象
徴

さ
れ

て
い
る
。

全
国

コ
ル
レ
ス
絅
剔
出
の
牽
引
力

と
な
っ
た
第
一
、
第
三
、
第
四
十
四
国
立

銀
行
な
ら

び
に
三
井
銀
行

の
う

ち
、
第
三

を
の
ぞ
く

三

行
は
、
当
時
と
し
て

は
際
立

っ
た
支
店
数
を
も

っ
て

い
た
。
な

か
で

も
、
第

一
と
三
井

の
両
行

は
大
阪

・
京
都
・
横
浜

・
神
戸

の
大
都

市
以

外
に
、
東
北
を
中
心

に
多
く
の
支
店
・
出
張
所
を
擁
し
て

い
た
が
、
そ
れ

は
米
穀

な
ど
荷
為
替
取
引

の
拡
張
と
な

ら
ん
で
、

府
県

為
替
方
な
ど
官
金
取
扱
業
務
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
の
も
の
が
多

か
っ

ら
竃

と
く

に
旧
両
替
商

の
三
井

は
、
支
店
・
出
張
所

を
三

三
ケ
所

を
有
し
な
が
ら
、
コ

ル
レ
ス
線

は
僅

か
に
五
〇

に
す

ぎ
ず
、
官

金
取
扱
業
務

に
比
し

て
コ
ル
レ
ス
取
引

に
つ
い
て

は
さ
ほ
ど
積

極
的

で

あ
っ
た
と

は
言
い
が

た
か
っ
た
。

三
井
が
府
県
為
替
方
に
則
し

た
支
店
政
策
を
と
っ

た
の

に
対
し
、
第
三
国
立

銀
行

は
東
京

・
大
阪

・
横
浜

三
店

を
軸

に
全
国
商

品
流

通
の
展
開
に
則
し
た
全
国
コ
ル

レ
ス
網
を
構
築
し
つ
つ
あ

っ
た
。
一
方
、

ト
ッ
プ
を
切

る
第
一
国
立
銀
行

の
支
店

・
コ
ル
レ
ス
網

は
、

い
わ
ば
両
極
端
に
あ

る
三
井
と
第
三
双
方

の
性
格
を
あ
わ
せ
今

つ
も

の
で

あ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
、
第

一
国
立
銀

行
に
次
ぐ

コ
ル
レ

ス
網
を
も
つ
第
四
十
四
国
立
銀
行
は
、
第
一
と

並
ぶ
支
店
絅

を
擁
し
て

い
た
が
、
そ

れ
は
北

海
特
産
物

の
商
品
流
通

を
媒
介
す

る
た
め

の
も
の
で
あ
っ

ら
Ｊ
）
第
三
国
立
銀
行
と
は
、
支
店
政
策
の
点
で
対
極

に
立

ち
な
が
ら
、
商
品
流
通
の
流
れ

に
乗

っ
て

い
る
点

で
同

一
の

声

性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
二
年
後
の
八
二
年
九
月
、
第
三
国
立

銀
行
は
こ

の
第
四
十
四
国

立
銀
行

を
合
併
す

る
こ
と
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
商
品
流
通
的
色
彩
を
強

め
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

コ
ル
レ
ス
線
保
有
に

お
い
て
上
位
を
占

め
る
地
方
銀
行

は
、

福
島
、

大
津
、

浜
松
、

長
崎
、
横
浜
、
新
潟
、
富

山
、
長

野
な
ど
生
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糸
・
茶
・
米
穀

を
は
じ
め
と
す

る
新
旧

の
特
産
物
流
通
の
拠
点

に
位
置

す
る
地
方
の
大
銀
行
が
並
や

）
そ
れ
は
ヽ

支

店
を
一
つ
か
二
つ

し

か
も
た
ず
、

コ
ル
レ
ス
網

に
よ
っ
て
商

品
流
通
を
媒
介
す

る
点
で
、
第

三
国

立
銀
行
の
地
方
版
と
い
っ
た
色
彩
が
強
い
。
当

時
の
全

国
商
品
流
通
網

が
形

成
さ
れ
つ

つ
も
、
未

だ
地
方
間

に
深

い
分

断
的

性
格

を
強

く
残
し
て
い
る
状
況
下

に
お
い
て
は
集
散
地
の
地
方

大

銀
行

は
、
支
店

の
か
わ
り
に
コ
ル
レ
ス
絅
に
よ
っ
て
そ

れ
を
架

橋
す

る
し

か
な

か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
地
方
銀
行
が
商
品
流
通
の

流
れ

に
沿

っ
て

コ
ル
レ
ス
絅
を
構
築
し

よ
う
と
い
う
と
き
、
他
方

に
第

一
、
第
三
、

第
四

十
四

、
三
井
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
大
銀
行

の
支
店
・

コ
ル
レ
ス
網
拡

大
の
強

い
動
き

が
あ
っ
て
は
じ

め
て
、
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
｛

八
七
七
年
か
ら
八
〇
年

に

か
け
て
、

官
金
取
扱

と
商
品
流
通

の
二
つ

の
動
機

か
ら
す

る
都

市
大

銀
行
に
よ
る
全
国
支

店
・
コ
ル

レ
ス
捐
の
構
築

○
動

き
と
、
新
旧

特
産
品
流
通

を
に
な

う
集
散
地

の
地
方
大
銀
行

に
よ
る
コ
ル
レ
ス
網
剔
出

の
動
き

が
あ
い
ま
っ
て
、

全
国

コ
ル
レ
ス
絅
の
礎
石

が
築
か

れ

た
と
言
え

よ
う
。

し

か
し
、
地
方
銀

行
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
こ

う
し

た
全
国

コ
ル
レ
ス
絅

へ
参

加
し

え
た
銀
行
は
、

地
域
的

に
も
偏

り
が
あ
り
、

ま
た

一
部
大
銀
行
に
限
ら
れ
て

い
た
と
言
わ
ざ

る
を
え

な
い
。
地
域
的

に
は
東
京
・
大
阪
間

の
中
央

都
に
厚

く
、

山
陽

・
山
陰

あ
る
い
は
東

北
地
方
に
希
薄
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
の

コ
ル
レ

ス
網

の
伸
張

の
な
か
で
こ
う
し

た
不
均
衡

は
上
層

か
ら
次
第
に
埋
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

結
局
の
と

と
ろ
都
市
大
銀
行
と
地
方
大
銀
行
優
位

の
も
と

に
進

め
ら

れ
る
か
ぎ
り
、
こ
う

し
た
不
均
衡

は
さ
け

ら
れ
る
も
の
で

は
な
か

っ
た
。
こ
う
し

た
不
均
衡
を
解
消
し
、
各
地

に
点
在
す
る
国
立
・
私
立
銀
行
全
体
を
結

ぶ
体
系
的

な
試
み

が
、
次

に
み

る
地
方
銀
行
主

導
の
「
連
帯
為
替
」
で
あ

っ
た
。

「

連
帯
為
替
」
制

は
、
一
八
八
〇

年

〇
明
治
一
三
年
）
九
州
銀
行
同
盟
会
の
成
立

に
さ

い
し
、
第
十
八
国
立

銀
行

に
よ
っ
て
「
為

換

拡
充
の
方
黝

と
し
て
建
議
さ
れ
た
。
そ
の
「
方
案
」
に
ょ
れ
ば
、
「

金
融
ヲ
疏
通

セ
ン
ト
欲

セ
「

宜

シ
ク
為
換
ノ
途

ヲ
拡
充
ス

ヘ
キ
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
五
〇

行
二
百
唐
を
越
え

る
国
立
銀
行
の
う

ち
「
為
替
取
組

ノ
約
定

ヲ
ナ

セ
シ
モ
ノ
（

其
中
僅
少

二
過

ギ
ズ
、
故
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二
為
替
ノ
取

組
甚

ダ
不
便

ニ
シ
テ
隔
地
間
ノ
金
融
円
滑

ナ
ラ

ズ
」
と

い
う
状
態

に
あ

っ
た
。
こ
の
欠
陥
を
克
服
す

る
た
め
に
は
、
と
れ

ま
で
の
私
的

コ
ル
レ
ス
契
約
に

か
え
て
、
全
国
の
国
立
銀
行
全
店
が
参
加
す

る
「
連
帯
為
替
」
制
を
導
入
し
な
く
て

は
な
ら
な

い
。
モ

の
骨
格
は
、
「

東
京

・
大
阪
ノ
両
所
ヲ
以

テ
同

盟
銀
行
の
根
拠
ト
ナ

シ
、
画
館

・
仙

台
・
新
潟
・
名
古
屋

・
広
島
・
長
崎
等

ノ

各
所

ヲ

以

テ
取
扱
店

ト
ナ
シ
、
其
他
ノ
銀
行
「

区
域

ヲ
定

メ
テ
之

ヲ
取
扱
店

二
連
続
」
し
、

全
て
の
為
替
取
組
を
「
東
京

・
大
阪

ノ
両
根
拠
店

二
於
テ
貸
借
振
替
勘
定

ヲ
以

其
局
ヲ
結

ブ
」
と

い
う

も
の
で
あ

っ
た
。
平
戸
の
銀
行

か
ら
八
戸
の
銀
行
へ
の
送
金
為
替
取
組

に
と
も
な

り
貸
借
決
済
を
、
長
崎
と
仙
台

に
あ

る
そ
れ

ぞ
れ
の
上
位
取
扱
店
を
介
し
て
、
大
阪

と
東
京
の
根
拠
店
の
貸
借
振
替

に
よ
っ
て
行
う

と

い
り
全
国
集
中
振
替
決
済
機
構

に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
取
り
組
み

は
「
参
着
幾
日
限
リ
」
の
「
並
為
替
」
を
対
象

と
し
、
一
回

の
送
金

は
「
百
円
」
以
下

に
限
っ

た
。
一
行
が
借
り
う

る
金
額

は
「
貳
予
円
」
ま
で
と
し
、
そ
の
根
抵
当
と
し
て
、
公
債
証
書

を
「
大
蔵
省
若

ク
（

第
十
五
国
立
銀
行
へ
）
預
け
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ

た
。

当
時
出
現
し

つ
つ

あ
っ
た
全
国

＝
ル
レ
ス
絅

が
東
京

を
中

心
と
す

る
都
市
大
銀
行
主
導

と
す

る
上

か
ら

の
展
開
で

あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
こ
の
「
連
帯
為
替
」
構
想

は
、
地
方
中
小

銀
行
↓

地
方
大

銀
行
↓

都
市
銀
行

へ
、
下

か
ら
上

へ
と
つ
み
あ
げ

て
ゆ
く
、
地
方
大

銀

行
主
導
の
全
国

＝
ル
レ
ス
網
構
築
の
試
み
で
あ

っ
た
。
こ

の
よ
り
な
地
方
分
権
的
色
彩
の
濃

い
下

か
ら
の
決
済
機
構

創
出

の
動
き

は
、

北
米
合
州
国

に
範

を
と
っ
た
国
立
銀
行
（
＝
「
単

一
銀
行
」
）
体
制
そ

の
も

の
に
由
来
す

る
。
こ
の
問
題

は
、
す

で
に
国
立

銀
行
券

の
相

互
交
換
決
済

と
い
り

レ
ヴ
ェ
ル
で
現
わ
れ
、
暗
中
模
索

の
議
論

が
つ
づ
け

ら
れ
て
い

た
。
「
連
帯
為
替
」

構
想
の
も
つ

金
融
構
造

の

意

味
を
明
ら

か
に
す

る
た
め
に
も
、
こ

の
先
行
す

る
議

論
を
一
瞥
し
て

お
こ

う
。

国
立
銀
行
の
経
営
が
軌
道

に
つ
い

た
一
八
七
七
年

〇
明

治
十
年
）
七
月
、
擇
善
会
第
二
回
集
会
に

お
い
て
渋
沢
栄

一
は
「

銀
行
相

互

二
他
店
発
行

ノ
紙
幣

ヲ
以
テ
各
交
換
準
備

ノ
内

二
加

へ
」

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

銀
行

券
の
流
通

を
促

進
す

べ
し

と
大

蔵
省
に
開
票

し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い

る
蝠

）
渋
沢

は
、
第
一
国
立
銀
行

よ
り
米
国
銀
行
研
究
の

た
め
ア

メ
リ

カ
へ
留

学
派

遣
さ
れ
帰

国
し
た
ば
か
り
の
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種
田
誠
一
を
中
心
に
、
孤
立
分
散
す

る
国
立
銀
行
相
互
を
む
す

ぶ
全
国
的

な
銀
行
券
・
手
形
・
為
替
交
換
決
済
機
構

の
創
設

に
力

を
注

い
で
い
た
。

一
年
後
の
一
八
七
八
年
七
月
、
ま
ず
種
田
誠
一
　（
第
三
十
三
国
立
銀
行
支
配
人
）
が
、
擇
善
会
第

二

一
回
銀
行
集
会

に
お
い
て
「
為

替
広
通
方
法
」

を
提
起
し
、
一
方
渋
沢
も
第
一
三
回
集
会
に

お
い
て
「

ゼ

Ｉ
ポ
ン
ス
氏
通
貨
論

ノ
憑
信

ノ
部
」
を
訳
し
、

ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
手
形

決
済
機
構
の
概
要
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
う
し

た
準
備
・
教
育
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
同
八
七
年
十
月
（
第
一
五
回
集
会
）
、

「

交
換
所
設
立
及
ビ
『

コ
ル
ン

ス
ポ
ソ
デ
ソ
ス
』
法
広
通
ノ
議
案
」
が
正

式
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
提
案
者
で
あ

る
種
田

は
、

ま

ず
手
形

決
済
機

構
を
め
ぐ
る
英
米
銀
行
制
度
の
違
い
を
強
調
す

る
。
イ

ギ
リ

ス
に
お
い
て
は
、
大
銀
行
は
多
く
の
支
店
を
有
す

る
か
ら
、

手
形

決
済
は
本
支

店
間
の
振
替
で
は
た
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
米
国
銀
行
「

各
地
各
群
ノ
銀
行
皆
各
独
立
ス
ル
ヲ
以

テ
英
国

ノ
如

ク

本
店
ノ
数
支

店
ヲ
統
括
ス
ル
」
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

ロ
ン
ド
ン
と
は
違
っ
た
「
一
ツ
ル
良
法
」
す
な
わ
ち
「

紙
幣
交
換
準
備
制
」

が
生
れ
る
。
一
六
交

換
府
銀
行
を
選
び
、
モ

こ
へ
府
内
地
方
銀
行
は
一
五
％

の
紙
幣
交
換
準
備
を
預
け
入
れ
、
錯
綜
す
る

コ
ル

レ
ス
取

引

は
相

互
の
当

座
勘
定

を
通
し
て
最
終
的
に
交
換
府
銀
行
の
紙
幣
準
備
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「
銀
行
「

既

二
米
国
銀

行
ノ
方
法

二
基
ズ
キ
設

芒
フ
レ

タ
」

か
ら
、
ア

メ
リ
カ
紙
幣
準
備
行
制
に
よ
る
べ
し
と
、
次
の
よ
う
に
具
体
案

を
提
示
す

る
。
「
各
都
会

の
地
に
在

る
巨
大
銀
行
を
以
て

各
地
方

銀
行

の

発

行
紙
幣
交
換
店
た
る
名
儀
（
即

ち
代
理
店
）

を
有
せ
し

め
、
而
し
て

其
交
換
店

に
於
て

は
各

地
方

銀
行
紙
幣

の
準
備

を
転
備

す
べ
き

を
以

て
又

是
に
従

て
『

コ
ル
レ
ス
ポ
ソ
デ
ソ
ス
』

広
通
ノ
方

法
ヲ
設

ク

ペ

キ
」

と
。
す
な

わ
ち
東
京

・
大

阪
・
京
都
・
名
古
屋

・
長
崎

・
新
潟

等
の
交
換
府
を
選

び
、
モ

の
都
府
銀
行
は
地
方

銀
行
か
ら
紙
幣

準
備

を
利
子
付
き

で
預

か
り
、
決

済
は
小
切
手

に
似

た
「
振
出
手
形

ノ
広
通
」

に
よ
る
も
の
と
す

る
。

つ
づ
く
第
一
六
回
集
会

に
お
い
て
、
渋
沢

は
問
題
を
、
法
改
正

に
よ
っ
て
「

一
律

遵
行
」
す

る
か
、

あ
る
い
は
［
私
的
条
］司

に
よ

っ
て
行
う

か
、
さ
ら
に
絞

っ
た
。
そ
れ

を
う
け
て
議
論

は
、
法
憫

に
よ
っ
て
都
市
小
銀

行
が
交
換
店

と
な
っ
た
場
合

に
働
じ

る
不
測

の
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困
難

を
め
ぐ

っ
て
、
種
田
誠
一
　
〇
第
三
十
三
）
、
原
六
郎
（
第
百
）
と
安

臥
善
二
郎

〇
第
三
）
、
原

善
三
郎
、
原
田
銀
造
（
第
四
）

と
の

間

に
対
立

を
み

た
。
こ

れ
に
対
し

て
、
種
田

は
、

た
と
え
交

換
に
よ
っ
て
都

市
小

銀
行
が
一
時
的
窮
迫
に
陥
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
図

（
1
5）

師
嘉
民
（
第
五
）

○
ロ
ソ
ド
ソ

ー
ク
リ

ア
リ

ン
グ
（

ウ
ス
得
失

論
を
う
け

て
、
「
交
換
所

ヲ
設
置

シ
」
「
交
換
ノ
途
粛
然
」
と
な
れ
ば
資

金
の
緩

急
に
応

じ
る
こ

と
が

で
き

る
と
手
形
交
換
所

の
重
要

性
を
指
摘

し
、

ま
た
万

が
一
の
保
証
と
し
て
ア

メ
リ

カ
に
な
ら
っ
て
「
交

換
準
備
ノ

タ
メ
資
本

ノ
内
若
干

ノ
金
円

ヲ
大
蔵
省

二
納
」

め
て
お
け
ば

よ
い
と
強

い
説
得

を
試
み
た
。

モ

の
結
果
、
漸
く
第
一
七
回
集
会
（
同
年

匸
一
月
）

に
お
い
て
「
国

立
銀
行
発

行
紙
幣
交

換
法
設
置
之
儀

二
付
建
白
」
が
提
出
さ
れ

た
が
、
モ

の
骨
子

は
次

の
点

を
政
府

に
要
請
す

る
と
い
う

も
の
で

あ
っ
た
。

各
地
方

銀
行
よ
り
発
行
す
る
紙
幣
０
多
く
は
東

京
・
大
阪

等

に
湊
集
す

る
が
、
銀
行
条
例

に
よ
れ

ば
東
京

・
大
阪

の
本
支
店

銀
行
以
外

は
交

換
の
方
法

が
な
く
、
と
く
に
地
方
銀
行
は
不
便
で
あ

る
か
ら
、
「
米

国
交

換
店
設
置

ノ
方
法
ヲ
酌
量

シ
」
、
東
京

・
大
阪

の
交
換
店

に
交

換
準

備
を
お
き
、
そ
の
三
分
の
一
を
振
替
決
済
に
使

（
1
6）

え

る
よ
う
条
例
を
改
正
す

る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
種
田
案
に

お
い
て
は
東
京

・
大
阪
以
外
に
名
古
屋
・
長
崎

・
新

潟
等
に
も
交
換
店
を
置
く

よ
う
想
定
さ
れ

て
い
た
の
が
、
と
こ
で
は
東
西
二
店
に
絞
ら
れ
て

い
る
点
で
あ

る
。
さ

ら

に
原

・
安
田
・
辻
（
第
四
）
・
北
川
（

第
十

五
）

ら
は
、
交

換
準
備
に
資
金
が
固
定
さ
れ

る
の
を
嫌

っ
て
、
交
換
準
備
０
運
用
部
分

を
二
分
の
一

に

拡

大
し
、
「
東
西

ヲ

匸
一
シ
テ

代
理
店
一
座
ヲ

設
ヶ
ル
」
よ
う
「

痛
論
劇
議
」
に
及
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
こ

の
二

つ
の
条
件
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
落

着
、
政

府
へ
建
策
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

擇
善
会
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
た
国
立
銀
行
間
の
「
銀
行
券
交
換
」
構
想

は
当
局

に
お
い
て
損
壊

紙
幣
交

換
の
み

が
取

り
上
げ
ら
れ
た

に
す
ぎ
ず
。
核
心

た
る
ア

メ
リ
カ
を
繩
と
す
る
交

換
準
備
制

は
つ

い
に
容
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
渋
沢

は
七
九
年
四
月

の
第
二
二
回
集
会

に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
察
し
て
か
、
「
墻
西
国

紙
幣

銀
行
同

盟
條
約
并
申
合

規
則
」
（
一
八
七

六
年
七
月
）

の
翻

訳
を
掲
釦

換
準
備
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制

の
紹
介
に
努

め
な

が
ら
、
力
点

は
銀
行
券
交
換
準
備
制
で

は
な

く
内
国
為

替
決
済
制

度
に
お
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
為

換
互

約
」

？

ル

レ
ス
契
約
）
は
「
商
業
上
至
便
」
で

あ
る
が
、
し

か
し
、
こ
れ

ま
で
の
二

銀
行
間

の
私
的

コ
ル
レ
ス
契
約
で
は
為
替
が
一
方
に

偏

し
た
と
き

通
貨
を
現
送
し

な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
各
地
間
の
金
融
繁
閑
調
節

も
充
分

に
行

わ
れ
鰮

い
こ
と
、

こ
の
欠
陥
は

コ
ル
レ

ス
契

約
を
二

行
間

か
ら
「

全
国
一
般
」

に
及

ぼ
し
多
角
決
済
が
可
能
と

な
れ

ば
除
去

し
う
る
こ

と
、
モ

れ
ゆ
え

ス
イ
ス
紙
幣

交
換
制
が
同
時

に
果

し
て
い
る
全
国
為
替
決
済
の
「
端
緒
」
を
「

我
国
為
替

二
適
用

セ
ソ
」

と
渋
沢

は
訴
え

た
。

渋
沢

は
孤
立
分
散
す

る
国
立
銀
行
相
互

の
連
関
機
構

の
構
築

に
力

を
注

い
だ
が
、

ア

メ
リ

カ
準

備
銀

行
制

に
な
ら

う
た
銀
行
券
全
国

交

換
決

済
構
想
が
当
局

に
受
け
容
れ
ら
れ
ず
挫
折
し

た
あ
と

は
、
内
国
為
替

を
め
ぐ

る
コ
ル
レ
ス
網

と
い
り

遙
か
に
後
退
し

た
方
途
し

か
残
さ
れ
て
い
な

か
っ

た
。
鋭
敏

か
つ
柔
軟
な
渋
沢

は
逸
速
く
課
題

の
転
換

を
は
か
り
、
モ

の
範
例
と
し
て
、
僅
か
三
年

前
に
ス
イ
ス

ー

チ
ュ

ー
リ
ッ

匕
州
で
施
行
さ
れ

た
ば

か
り
の
銀
行
券
・
為
替
交
換
制
、
す
な

わ
ち
ド
イ

ツ
系
振
替

決
済
制

度
に
着
目
し
た
の
で
あ

る
。

こ
の
渋

沢
に
よ

る
全
国
為
替
決
済
構
想
は
そ

の
後
、
揮
善
会

に
お
い
て
何
故

か
議
論

さ
れ

る
こ

と
は
な
く
、
の

ち
に
み
る
為
替
取

組

所

が
モ

の
ひ
と
つ
の
帰
結
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ

か
ら
僅

か
一
年
あ

ま
り
し
て
、
こ

の
構
想

を
引
き

継
ぐ

か
の
よ
う
に
、

九
州
銀
行
同

盟

会

に
ょ

っ
て
「

連
帯
為
替
」
制
が
活
動

を
始

め
た
。
揮
善
会

の
「
銀
行
紙
幣
交
換
」
構
想

が
、
地
方
↓

都
市

へ
と
集
中
す
る
都
市
大
銀

行
主
導

の
銀
行
券
交
換
機
構
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
九
州
銀
行
同
盟
会

０
「
連
帯
為
替
」
構

想
は
、
地
方
中
小

銀
行
↓

地
方
大
銀
行
↓

都
市
銀
行
へ
と
積
み
上
げ
て
ゆ
く
地
方
大
銀
行
主
導
の
内
国
為
替
決
済
機
構
で
あ

っ
た
。

ア
メ
リ

カ
交
換
準
備
制

に
準

じ
た
揮
善
会

の

「

紙
幣
交

換
」
構
想
、
あ
る
い
は
そ

の
挫
折
の
の

ち
に
渋
沢
が

ス
イ

ス
紙
幣
交
換
制
に
着
想

を
え

た
内
国
為

替
決

済
構

想
、

ま
た
そ

の

線

上
で
陽

の
目
を
み
た
「

連
帯
為
替
」
制
、
モ

の
い
ず
れ
も
、
成
立
し
つ
つ
あ

る
国
立

銀
行

の
根
幹

に
刻
み

込
ま
れ
た
地
方
分

断
性
を

如
何

に
克
服

し
て
ゆ
く

か
、
こ
の
課
題
に
対
す

る
分
権
的
な
下

か
ら
の
試
み
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。
全
国
商
品

流
通

の
新

た
な
胎
動

Ｏ

な
か
で
、

も
は
や
国

立
銀
行
は
全
国
金
融
連
関
の
紐
帯
を
も
た
ず
に
孤
立
分
散
し
允
ま
ま
で
存
立
し
え

な
い
状
況

に
あ
っ
た
。
こ

の
全
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国

金
融
連
関
強
化

の
は
て
に
分

権
的
な
中
央

銀
行
が
漸
次
要

請
さ
れ
る
に
至

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

ら
の
構
想

は
、
政
府
・
大
蔵
省

に
よ

る
絶
対

主
義
的

官
治
的
中
央

銀
行
構
想
に
対

し
て
、
分

権
的
な
中
央
銀
行
に
至
る
民
間
に
よ
る
下

か
ら
の
試
み
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ

ね
ば
な

ら
な

い
。
発

券
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
ア

メ
リ
カ
の
分

権
的

な
銀
行
券
交
換
制
↓

連
邦
準
備
銀
行
憫
に
つ
ら
な
る
擇
善
会
の
「

紙
幣
交

換
」
構

想
が
挫

折
し

た
あ
と
、

全
国
連

関
強
化

の
試
み
は
「

連
帯
為
替
」
制

を

め
ぐ
っ
て
、
内
国
為
替
決
済
の

レ
ヴ
ェ
ル
で
つ
づ
け
ら

紅

た
が
、
地
方
分
断
的
色
彩

の
強

い
後

進
国

の
中

央
銀
行
に
と
っ
て
、

こ
の
問
題

は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。

第
十
八
国
立

銀
行
の
提
唱

に
よ
る
「

連
帯

為
替
」
制

は
一
八
八
〇
年
（

明
治
一
三
年
）

九
州
銀
行
同

盟
会

に
ょ

っ
て
成
立
し
た
が
、

モ

の
集
中
決
済
機

能
を
生

か
す

に
は
、

地
方
的

な
も
の
か
ら
全
国

的
な
も
の
へ
、
そ
の
同
盟
旄
囲
を
拡

げ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。

日

銀
が
活
動

を
開
始
し

た
直
後

の
一
八
八
三
年
、

九
州

銀
行
同

盟
会
は

第
十
八
国
立
銀
行

の

松
田
源
五
郎

を
派

遣
し
、
「
全
国
連
帯
為

替
施
行

ノ
陶

を
携
え
、
日

銀
お
よ
び
東
京

銀
行
集
会

所
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
の
雄
大
な
構
想
に
対
し
て
、
日
銀
な
ら

び
に
東
西

の

銀
行
集
会
所

は
消
極
的
姿
勢

を
崩

さ
な
か
っ
た
。
日

銀
は
当
時
か
か
え
て
い
た
銀
行
条
例
改
正

な
ど
事
務
繁
忙

を
理
由
に
、
ま

た
東

京
銀
行
集
会
所

は
「

全
国
各
銀
行
大
集
会
開
設

ノ
義
」

に
つ
い
て
は
「

我
同

盟
会

二
於
テ
モ
曾
ツ
テ
企
図

セ
シ
所

ナ
リ
ト
雖

ト
モ
未

夕

時
機
・一
至
ラ

サ
ル
ヲ
察

シ
テ
之

レ
ヲ
発

セ
サ
リ
ム

ヰ

種
田
９

銀
行
券
交

換
構
想
あ
る
い
は
渋

沢
＝
内
国
為
替
決
済
構
想

の
挫
折
を

想
起
し
、
時
期
尚
早
を
理
由

に
不
同
意

を
表
明
し

た
。

九
州

に
発
す

る
「

連
帯
為
替
」
制

全
国
化

の
試

み
は
、
決

済
軸

と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
東
京
・
大
阪
に
よ
っ
て
拒
否

さ
れ

た
が
、
豫

讃
銀
行
同
盟
会
の
発
起

に
よ
り
一
八
八
八
年
（

明
啓

二

年
）
中

国
・
四
国

銀
行
同

盟
会
が
、

さ
ら
に
九
三
年
に
は
国
立
銀
行
一
三
行

に
よ
っ
て
奥
羽
・
北
海
銀
行
同
盟
会
が

成
立
し

た
の
に
と
も

な
い
、
本
州
中

央
部
を
除
く
全
て
の
地
域

で
「

連
帯
為
替
」
制

が
採
用
さ

れ
≒

結
局
の
と
こ
ろ
全
国
「

連
帯
為
替
」
構
想

は
、

九
州

・
中

国
・
四
国

・
東

北
・
北
海
道
と
い
う
周
辺
部
分
を
広
く
お

お
う
形
で

実

現
し
、
中
央
の
拒
否

に
よ

っ
て
モ

の
包
囲
網

を
統
括
す

る
決
済
軸

を

欠
き

。
そ

の
決
済
力

は

著
し
く
減
退

し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
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る
。
決

済
効
果
を
増
大
す
る
に
は
、
「
連
帯
為
替
」

の
適
用
領
域

を
ひ
ろ
げ
る
し
か
な
く
、
中
国
・
四
国

の

場
合

に
は
、

銀
行
同

盟
に

参

加
し
な
い
銀
行
や
中

国
・
四
国

地
方
に
本
店
を
も
つ
大
阪
支
店

の
「

連
帯
為
替
」

へ
の
参
加

を
許

し
た
。

ま
た
九
州

と
中
国
・
四
国

の
両
「
連
帯

為
替
」
は
一
八
九
七
年

〇
明
治
三
〇

年
）

に
統
一
し
て
連
帯
取
引
を
行

い
、
一
九
〇
〇
年

に
は
両
者
統
一

し
て
西

部
銀
行

同

盟
会

が
結
成
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
結
局
、

西
部
銀
行
同
盟
と
東
北
・
北
海
銀
行
同
盟
が
東
西
両
翼

に
対
峙
す

る
形
で
「
連
帯
為
替
」

制

が
成
立
し

、
こ
れ
と
都
市

お
よ
び
地
方
の
大
銀
行
を
つ
な
ぐ
東
京
・
大
阪
を
軸
と
す

る
本
州
中
央
部

の
私
的

コ
ル
レ
ス
網

が
結

び
つ

く
こ

と
に
よ
っ
て
、
支

店
な
き
国

立
銀
行
制
度

に
適
合

し
た

コ
ル

レ
ス
網
の
骨
格
が
創
出
さ
れ

た
の
で
あ

る
。

「
連

帯
為

替
」
制

に
対
し

て
、
日

銀
お
よ
び
東
西

の
銀
行
集
会
所
は
何
故
反

対
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
さ
き
に
み

た
よ
う

に
、
渋
沢

が

か
つ
て

ス
イ
ス
紙
幣

銀
行
同

盟
に
拠

っ
て
、

全
国
為

替
決

済
機

構
を
構
想
し
、
そ
の
線
上

に
「
連
帯
為
替
制
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と

か
ら
す
れ

ば
、
渋

沢
＝
東
京

銀
行
集
会
所

の
姿
勢

は
今

ひ
と
つ
首
尾
一
貫
性
を
欠
く
。
た
し

か
に
、
「

連
帯
為
替
」

は
地
方

の
中
小
銀

行

に
と

っ
て
為

替
取
引

が
可

能
と
な
る
点

で
大
き

な
便
益
を
も
た
ら
す
が
、

決
済
軸
と
な
る
東
京
と
大
阪
の
銀
行
に
と

っ
て

は
、
損
益

相
半
ば
す

る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
東
西

の
根
拠

瘴
に
は
大

量
の
為
替
資
金
が
滞
留
す

る
と
い
り
利
益

が
あ

る
が
、
と
同
時

に
繁
雑
な

事
務
も
集
中
す

る
。

し
か
も
、
そ

の
負

担
は
資

金
滞
留

の
当

然
の
見
返

り
の
「

義
務
」
と
み
な
さ
鳩

）
手
数
料
は
低
く
抑
え
ら
れ

た
の

で
あ

る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
決
定
的

な
理
由

と
は
思
え

な
い
。
日

銀
と
東
西

の
銀
行
集
会
所
が
と
も
に
拒
否
の
姿
勢
を
と
っ

た
背
景
に

は
、
こ
う
し

た
都
市
大
銀
行

の
損
得
計

算
以
外

に
、
後

進
国
日
本

に
お
け
る
中

央
銀
行
像
を

め
ぐ
る
対
抗
が
絡
ん
で
い

た
の
で
あ

る
。

す
な
わ

ち
、
九
州
・
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海

道
の
周
辺

か
ら
、

地
方

銀
行
↓

地
方
有
力
銀
行
↓

都
市
大
銀
行
へ
と
集
中
す
る
「

連

帯
為
替
」
制

は
、
孤
立
分
散
的
金
融
構

造
の
な
か
に
幾

つ
か
の
中
枢

部
位

を
創
出
せ
し
め
、
そ

り
頂
点

に
立
つ
都
市
巨
大
銀
行
は
ワ

シ

ン
ト
ン
に
対
す

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
如
く
、
半
ば
「
中
央

銀
行
」

の
位
置

に
立
ち
、
誕

生
し
た
ば
か
り
の
中
央
銀
行
＝
日
銀
の
支
配
力

に
拮
抗
し
、
そ
れ

を
凌
駕
す

る
可

能
性
を
孕
む
も
Ｏ
で
あ

っ
た
。
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一
国
の
金
融
構
造

に
お
い
て
、
地
方
分
断
的
性
格
が
強
け
れ

ば
強

い
ほ
ど
、
内
国
為

替
な
ど
地
域
間

の
連
関
機

構
は
重
要

性
を
ま
し
、

モ

れ
を
無
視
し
て

は
中
央
銀
行

は
そ
の
責
務

を
全
う
し
え
な

い
。
独
仏

の
大
陸
型
中
央

銀
行

は
尨

大
な
支

店
網

を
築
く

こ
と
に
よ
っ
て

「

恰
も
心
臓

の
血
液
循
行

を
司

ど
靤

巨
大

な
支
配
力

を
掌
中

に
乙
え

た
が
、
日
本
銀
行

は
国
立

銀
行
の
営
業

地
盤
を
蚕
食
す

る
お
そ

れ
の
あ

る
支
店
網

を
も

た
ず

に
、
各
地

の
有
力
銀
行
と

コ
ル
レ
ス
契

約
を
結

ぶ
こ

と

に

ょ

っ

て
、
国

立
銀

行
の
分
散

孤
立
性
を
克
服

し
、
全
国
統
御
を
達
成
し
よ
う
と
し

た
の
で

あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
「

連
帯
為
替
」
制
の

全
国
化

が

達

成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
上

か
ら
の
統

御
を

め
ざ
す
絶
対
主
義
的
官
治
的
中
央
銀
行
＝
日
本
銀
行

は
モ

の
足
下

を
、
下

か
ら
の
地
方
分
権
的

な
「
中
央

銀
行
」
化

の
動
き

に
よ

っ
て
浸
蝕
さ
れ

る
こ
と
と
な

る
。
内
国
為
替
網
を
介
し

て
し

か
金
融
調
節

の
手
だ
て
を

も
た
な

い
日
本

銀
行

に
と
っ
て
、
こ

の
よ
り

な

「

二
重
権
力
」
状
態

を
避
け

る
に
は
、
「

連
帯
為
替
」
憫

の
全
国
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
、
全
国

「
連
帯
為
替
」

の
決
済

軸
と
な

る
は

ず
の
東
京
・
大
阪
両
銀
行
集
会
所
が
「

連
帯
為
替
」

へ
参
加
す

る
こ

と
を
嫌

っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
雄
大

な
全

’国
「

連
帯
為
替
」
構
想

は
都
市
決
済
軸

を
も

ち
え

ず
、
地
方
的
な
為
替
決
済
機
構

に
お
し
と
ど

め
ら
れ

た
。
日
本

銀
行

は
自
ら
都
市

お

よ
び
地
方

の
大
銀
行
と

の
間

に
全
国
的
な

コ
ル
レ
ス
絅

を
構
築
し
、
東
西
周
辺

に
ひ

ろ
が

る
地
方
的
「
連
帯
為
替
」
網

と
、
東
京
・
大

阪

の
都
市
大

銀
行

に
よ
る
私
的

コ
ル
レ
ス
網

と
か
ら
な

る
民
間

の
為
替
決
済

を
上

か
ら
統
御
す

る
方
策

を
と

っ
た
の
で

あ
る
。

〇
１

）
　
一

九
世

紀

イ

ソ

ど

フ
ン

ド

銀

行

の

支
店

政

策

も
変

貌

を

と

げ

つ

つ

あ

っ

た

。
こ

の
点

に

つ

い
て

は
、

関

口

尚
志

「

イ

ソ

ど

プ
ン

ド
銀

行

バ

ー

ミ

ソ

ガ
ム
支

店
－

『
地

域
』

か

ら

み

た

中
央

銀

行
政

策

形

成

史

」

『
経

済

学

論

集
』
（
東

大

）

四

七

巻

二

号

、

一
九

八

一
年

七
月

。

を
み

よ
。

（

２
）
　
こ

の
支

店

銀

行
制

度
と

単

一

銀

行
制

度

の
視

角

か

ら
、

イ

ギ

リ

ス
に

対

す

る

ア

メ
リ

カ

の

金
融

機

構

の
特

質

を
鮮

明

に

描

き
出

し

た
も

の

と
し

て

、

Ｒ
.
 Ｓ
.　
Ｓ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
ｓ
｢　
Ａ
ｍ

ｅ
ｒ
ｉｃ
ａ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉｎ
ｇ

　Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
｡　
１
９
４
８
（

邦

訳

森

川

太

郎

『

ア

メ
リ

カ

の
銀

行

組

織

』

一
九

五

七

年

）

が

あ

る
。

〇
３

）
　
大

蔵

省

『
銀

行

課

第

第

一
次

報

告

』
〇
自

一

八

七
三

年

六

月

至

七
九

年

七
月

）

一
三

三

頁

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

〇
４

）
　
『
三

井

銀
行
　

一
〇

〇

年

の
あ

ゆ
み

』
（

一
九

七

六

年
）

一
九

頁

。

〇
５

）
　
大

蔵

省

『

銀
行

課

第

一
次

報
告

』

一
三

一
－

一
三

六
頁

お

よ

び

『
銀

行
局

第

二

次

報

告

』
（
自

一

八
七

九

年

七
月

至

八
〇

年

六
月

）

一
〇

〇

Ｉ



４
　
　
　
　

一
五
〇

頁
。

ｕ
　
　

〇
６
）
　
上
位
四
行

ぴ
コ
ル
レ
ス
網
は
相
互

に
む
す

ん
だ
も

の
が

な
い
の
に
対

し
、
下
位
行

０
コ
ル
レ
ス
線

は
上

位
行

と
む

す
ん
だ
も
０
が
多
い
。
モ

れ

ゆ
え
。
第
１
表

の
累
積

シ
ェ
ア
ー
は
、
上
位
四
行

に
つ
い
て
は
実
態

を
示

し
て
い
る
が
、
下

に
さ
が
る
ほ
ど
二
重
計
算
が
多
く
な
り
、
割
引

い
て

考
え
な
く
て

は
な
ら

な
い
。

（

７
）
　『
三

井
銀
行
　

一
〇
〇
年

の
あ

ゆ
み
』
二
九
頁
、
お
よ

び
『
第
一
銀
行
史
』
上
巻
（
一

九
五
七
年
）
四
〇
三
丿
四
〇
七
頁
。

（

８
）

高
嶋
雅
明
「
国

立
銀
行

の
経
営
破
綻
と
合
併

―
東
京
第
四
十
四
国

立
銀
行

の
場

合
」
『
九
州
産
業
大
学
商
学
論
叢
』

九
巻
三
号
、
一
九

六
九
年

を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

〇
９
）
　
商
品
流
通
を
め
ぐ

る
第
十
三
と
第
三
両
行

の
対
照
性

を
え
ぐ
り
出
し
た
も

の
と
し

て
、
伊
牟
田
敏
充
「
松
方

デ
フ
レ
期

の
大
阪
第
十
三
国

立
銀

行
Ｉ
同
行

『
実
際
考
課
状
』

の
分
析
」
（
『
証

券
経
済
月
報
』
四
六
号
。
一
九
六
三
年
五
月
所
収
）
を
参
照
せ
よ
。

（
1
0）
　
商
品
流
通
と
国
立
銀
行

の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文

の
ほ

か
に
多
く
０
個
別
銀
行
史
研
究

が
あ

る
。
土
屋
喬
雄
『
地
方

銀

行

小

史
』

〇
一
九
六
一
年
）
、
杉
山
和
雄

「
明
治
前
期

の
地
方
銀
行
－

福
島
第
百
七
国
立
銀
行

の
分
析
」
『
金
融
経
済
』
七
六
号
、

一
九
六
二
年
、
同
「

創
業

期
の
横
浜

第
七
十
四

国
立
銀
行
」
同
　

七
七
号
、
一
九
六
二

年
、
原

司
郎
『
明
治
前
期
金
融
史
』
〇
一
九
六
五
年
）
に

お
け

る

横
浜
第
二
。
第
七

十
四
国

立
銀
行
分
析

、

間
宮
国
夫

「
松

方
財
政
下

の
国
立
銀
行
Ｉ

福
島
第
百
七
国
立
銀
行

を

中
心
と
し
て
」
『
金
融
経
済
』
八
三
号
、

一
九
六

三

年
、
藤
井

光
男

・
治
枝

「
上
州

製
糸
業
地
域

に
お
け
る
国
立
銀
行
の
成
立
と
発
展
日

、

口

」
『
社
会
経
済
史
学
』
三
〇

巻
二
、
五
号
、
一
九
六

苙
年
、
池
田
正
孝
「
明

治
前
期
に
お
け
る
地
方
銀
行

の
成
立
と
製
糸

業
」
同

三
〇

巻
五
号
、

】
九
六
五

年
、

伊

丹
正

博
「
第
十
八
国
立
銀
行
の

貿
易
商
人
的
性
格
－

荷
為

替
業
務

を
中
心

に
し
て
」
『
九
州
文
化

史
研

究
所
紀
要

』
八
・
九
合
併
号
、

一
九
六
一
年

、

加

藤
・
大
内

編
『
国
立
銀

行

の
研
究
』
〇
一

九
六
三

年
）

に
所
収

さ
れ
た
第

一
（
加
藤
）
、
第
四

〇
暉

餃
）
、
第
十
五
（
戸
原
）
、

第

三
十

七
（
大
内
）
、

第
七
十

七
（
ｉ
ｔ
村
）

に
関

す
る
諸
論
文
、
伊
丹
正

博

「
明
治
期

地
方
国

立
銀
行

の
一
形
態
倒
Ｉ

福
岡

第
十
七
国

立
銀
行

の
史

的
分
析
」
『
香
川
大

学
経
済
論
集
』
三

九

巻
五
・
六
合
併
号
、

一
九
六
七
年
、
高
嶋
雅
明
『
明

治
前
期

に
お
け

る
出
石
第
五

十
五
国

立
銀
行

の
分
析
』
『
大
阪
大

学
経
済

学
』

一
六
巻
四

号
、

一
九
六
七
年
、

同
「
明
治
前
期

に
お
け

る
大
阪
綰
十
三
国

立
銀
行

の
分
析
」

〇
宮

本
又
次
篇

『
大
阪

の
研
究
』

第
二
巻

、
一
九
六
八

年
所

収
）
、

同
「
第
五
十
二
国
立
銀
行

の
経
営
事
情
―
地
方
銀
行
と
問
屋
制
金
融
」
『
経
済
理

論
』
（
和
歌
山
大
）

こ

一
五
号
、
一
九
七
二
年

、
伊
藤

武
夫
「
明

治
一
〇

年
代

の
百
十
六
国

立
銀
行

―
明
治
期

の
銀
行
と
地
方
金
融
市
場
剛
」
『
経
済
論
集
』
（
新
潟
大
）
二
四
号
、
一
九
七
七
年

な
ど
。

〇
1
1）
「
為

換
拡
充
０
方
策
」
『
東
京
経
済
雖
試
』
五

｝
号
、
一
八
八
一
年
一
月
。
「
連
帯
為
替
」
に
最
初
に

光
を
あ
て
た

も
の
と
し
て
、
加
藤
幸
三
郎
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「
奥
羽
（
北

海
）同

盟
会
に
お
け
る
『
聯
帯
為
替
』

の
歴
史
的
性
格
」
（
今
村
教
授
退
官
記
念
会
緡
『
秋
田
地
方
史

の
研
究
』

’一
九
七
三
年

、
所
収
）

が
あ
る
。

（
1
2）
「

擇
善
会
録
事
」
（

第
一
回
、
一
八
七
七
年
七
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
編
』
第

匸

一
巻
、
八
頁
。

（
1
3）

『
騁

理
財
新
報
』

第
六
号
ヽ

同

第
六
巻
ヽ

一
九
一
－

一
九
三
頁
・

（
1
4）
　
同
　

第
七
号
、
同
　

一
九
五
Ｉ

六
頁

。

（
1
5）
　
同
　

第
八
号
、
同
　

二
〇
二

頁
。

（
1
6）
　
同
　

第
八
号
。
同
　

二
〇
三

頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

（
1
7）
「

擇
善
会
録
事
」
（
第
二
二
回
。
一
八
七
九
年
四
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料

明
治
大
正
緇
』
第
一
二
巻

、
六
一
丁

六
七
頁
。

（
1
8
）

巫

凧
銀
行
集
会
所
「

半
季
考
課
状
」
（
第
六
回
、
一
八
八
三
年
）
同
上

第
一
二
巻
、
一
三
四
頁

。

（
1
9）
　
同
（

第
八
回
、
一
八
八
四
年
）
同
上
　

鎔

匸

一
巻
。
一
四
五
頁
。

〇
2
0）
『
明
治
財
政
史
』
第
一
四

巻
、
九
九
六
頁
。

〇
2
1）
「
為
換
拡
充

の
方

策
」
『
恵

凩
経
済
雑
誌
』
五
一
号
、
一
八
八
一
年
一
月
。

（
2
2）
『
日
本
金

融
史
資
料
　

明
治
大
正
緡
』
第
一
四
巻

。
九
九
四
頁
。

第

四

章
　

明

治

初

期

に

お

け

る

内

国

為

替

取

引

の

展

開

一
八
七

六
年
国

立
銀
行
条
例

の
改
正

か
ら
八
二
年
日

銀
創
設

に
か
け
て
、
都
市
大
銀
行
と
地
方
大
銀
行
を
推
力
と
し
て
全
国

コ
ル

レ

ス
網

が
構

築
さ
れ
て

い
っ
た
。

こ
の
全
国

に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
脈
管
体
系
を
介
し
て
、

隔
地
聞
の
為
替
取
引

が
ど
の
よ
り

な
構
造
を

と
っ
て
勃

興
し
て
い
っ
た
か
、

こ
こ

に
次

な
る
課
題

が
あ
る
。
隔
地
間
の
決
済
は
如

何
な

る
形

態
で
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
地
域
間

の

為
替

の
流

れ
は
ど
の
よ
り

に
多
角
化

し
、

あ
る
い
は
集
中
化
し
つ
つ
あ
っ
た
か
、
モ

の
資
金
循
環
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

国

立
銀
行
の
コ
ル
レ
ス
網
が
整
う
ま
で
、
隔

地
聞
の
送
金
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
旧
幕
下

の
高
度
な
為
替
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機

構
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
運
送
業
者
に
よ

る
「

現
金
逓
送
」

と
い
う
原
初
的
な
方
法
し

か
な

か
っ
た
が
、
近
代
郵
便
制
度
の
生
み
親
で

あ
る
前

島
密
は
モ

の
空
白
を
埋

め
る
べ
く
一
八
七
三
年
四
月
「
金
子
入
書
状
」
（
貨

幣
封
入
郵

便
）

を

実

施
し
惣

そ
れ
は

イ

ギ
リ
ス

郵

便
為
替
貯

金
制
度
を
範
と
す

る
郵
便
為
替
創
設
ま
で
の
一
時
的
な
便
法
に
す

ぎ
ず
、
翌

々
年
の
七
五
年
一
月
、
郵
便
為
替
が
全
国
一

一
〇

の
主
要

駅
逓
局
に

お
い
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
煩
雑
な
現
金
輸
送

に
か
え
て
為
替
決
済
を
も

た
ら
し

た
点
で
、
勃
興
す

る
隔

地
間
取
引

に
対
し
「
旱
天

に
滋
雨
」
の
効
果

を
与
え

る
も
の
で
あ

っ
た
。
モ

れ
ゆ
え
開
業
し
て
一
年

ま
た
た
く

ま
に
為
替
振
出

は
年
間

四

百
万

円
を
超
え

る
成
果

を
み
せ

た
の
で
澎

る
。
と
こ

ろ
が
第
２
表

に
み

る
如
く
。
七
七
年
「
銀
行
為
替

ノ
拡
宍
Ｊ

に
よ
っ
て
郵
便
為

第２表　明治初期内国為替取引の発展

(万円)

9
0
1
2
1

一
　
3
8
7
2
2

2
7
8
3
8

１

２

荷為替

-
－

2,613

2,653

3,854

2,788

4,337

5,596

6,541
(2,130)

4
4
5
4
8
2

3
5
8
7
4
2

2
5
8
1
8
2

I
　

！
　

！

１

１

ユ

－

989

2,534

4,984

10,105

926

ぷ

2,037

2,085

(2･
呂

7,552

7,153

5,669

6,216

6,320

7,099

7､760

簒鶯年次

4,056

3,144

3,167

3,835

3,535

3,984

3,626

9
9
0
0
1
2
6
3
3

2
7
7
6
3
5
9
9
8

4
2
3
4
6
8
8
6
6

(
1:

711

892

1,093

？

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

8
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8

只
ｙ

１

88

(1) 年 間総取引高。

(2) 郵便為替は｢ 郵便為替制度沿革史料 第一粲｣

『郵政百年史資料16 』(一九六八年) 四二～四

Ξ 頁より。

(3) それ以外は『銀行局報告』(各年次) より。

一八八八年の下段 Ｏ 　に私立銀 行 を 掲 げ

た。

倒 手形割引は他所・当所の双方を含む。

替

は
半
減
し
、
モ

れ
以
降
、

送
金
方
法

と
し

て
銀
行
為
替

が
主
流

を
占

め
て
ゆ
く
。
両
者

の
あ

い
だ
に
は
、
大

口
送
金

は
銀
行
為
替

へ
、

郵
便
為
替

は
小

口
向
け

に
と
い

り

分

業

関

彭

次
第

に
形
づ
く
ら

れ
て

い
っ
た
。

一

八
七
七
年

〇
明

治
一
〇
年
）

を
画
期

と
す

る
銀
行
為
替
決
済
制
度

の
形

成
に
よ
っ

て
、
勃
興
す

る
全
国
商
品
取
引

に
と
っ
て
障

害
で
あ

っ
た
送
金
決
済
上

の
難
点

が
序

々
に

除

か
れ

る
に
至

っ
た
。
隔
地
間
取
引

に
不
可

避

の
輸

送
期
間
、

あ
る
い
は
販
売
期
間
中
の

信
用
供
与

の
問
題

が
次

の
課
題
で

あ
っ
た
が
、
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こ
の
点

に
つ

い
て

は
遅
。々

と
し

て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
は
国

立
銀
行
の
為
替
取
引

は
こ
の
時
期
ど
の
よ
う
な
展
開

を
み
せ
た
で
あ

ろ
う

か
。

第
２
表

か
ら
、

。一
八

七
六
年

〇
明
治
九
年
）

に
発
す

る
国

立
銀
行
の
為
替
取
引

の
初
期
的
展
開
は
、

松
方
デ
フ

レ
直
前
の
八
〇

、
八

一
年

の
段
階

で
ほ
ぽ
達

成
さ
れ
た
こ
と
、
規

模
か
ら
い
え
ば
送
金
為
替
が
圧

倒
的
で
あ
っ
て
、

荷
為
替
、
（
他
所
）

割
引

と
も
に
僅
か

な
領
域

を
占

め
る
に
す

ぎ
な

い
こ

と
、

七
七
年

か
Ｅ
八

七
年

に
至

る

Ｉ
〇
年
間

の
伸
び
を
と
っ
て
み
る
と
、
送
金
為
替
七
・
八
倍
、
荷

為
替
八
・
九
倍

に
対
し
、
手
形
割
引

は
二

三
・
四

倍
と
際
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
考
慮
す
べ
き
諸
点
を
ひ
き
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ

か
ら
浮

び
上

っ
て
く

る
の
は
、
人
民

送
金
為
替
取
引

の
圧

倒
的
比
重
、

荷
為
替
取
引

の
低
成
長
、
割
引
取
引

の
急
成
長
と
い
う

思

わ
ぬ
対
比
で
あ

ろ
う
。
八
八
年
（
明

治
一
二

年
）
以

降
私

立
銀
行
の
統
計

が
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、

明
治
二
〇

年
代

に
入

っ
て

も
三
者

の
相
対
的
特
徴

は
ほ
と
ん
ど
変

ら
な
か
っ
た
。

そ
の
背

後
に
は
、
手
形

流
通
を

め
ぐ

る
伝
統
と
革
新

の
問
題
が
大
き
な
影
を
落

し
て

い
る
。

送
金
為
替
、
手
形
割
引
、

荷
為
替
取
引

の
う
ち
、
送
金
為
替
だ
け
が
旧
幕
下
以

来
の
伝
統
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
特
権
的
両
替
商

が
江
戸
－

大

阪
間

を
中

心
に
切

り
開
い
た
送
金
為

替
技

術
の
蓄
積
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
継
い
だ

か
ら
こ
そ
、
国
立
銀
行
の
送
金
為
替

取
引

は
逸
速
く
急
膨
張

を
遂
げ
、
他
を
圧

し
、
か
く
も
高
い
比
重
を
占

め
る
。に
至

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
手
形

割
引
と
荷
為

替

手
形

は
、
西

欧
の
金
融
概

念
か
ら
の
移

植
に
他
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
商
慣

行
の
伝
統
を
も

た
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
送
金
為
替

に
比

べ
て
モ

の
展

開
は
著
し
く
立
ち
遅
れ
、
そ
の
定
着
は
予

想
し
た
よ
り
も
遙
か
に
困
難
で
あ
っ

た
。

手
形

割
引

に
つ
い
て
は
、

一
八
七
七
年
以

来
の
渋
沢
栄
一
＝
第
一
国
立
銀
行
に

よ
る
先
駆
的
な
試
み
、
八
一
年
四
月

の
第

一
、
第
三
、

第
百

な
ど
東

京
所
在
の
国
立
銀
行
に
よ

る
手
形

取
引

の
勧
奨
の
あ
と
、
日
銀
創
設
直
後

の
東
京
・
大
阪
両
都

に
お
け

る
商
法
会
議
所

・

銀
行
集
会
所
一
丸
と
な
っ
て
の
本
格
的
な
勧
奨
が
行
わ
れ

た
。
こ

の
三
度

匠

旦
る
手
形
割
引
勧
奨

の
結
果
は
、
統
計

の
う
え
で
三
つ
の
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一
時
的

な
急
膨
張

と
し
て
現

わ
れ
、
モ

れ
を
覩
に
段
階
的
に
急
成
長
を
遂
げ

た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

急

成
長

を
遂
げ
た
手
形

割
引

の
う
ち
隔
地
間
の
他
所
割
引

は
ど
の
程
度
の
比
重
を
占

め
た
で
あ
ろ
り

か
。
『
銀
行
局
年

報
』

に

お
い

て
当
所
・
他
所

の
区
分

が
登
場
す

る
の
は
一
八
八
八
年
（

明
治
二

一
年
）

で
あ
る
。
こ
の
と
き
当
所
割
引

の
比
重
は
国
立
銀
行
八
三
・

四
％

、
私
立

銀
行
八
九

・
九
％

と
極
め
て
高

い
。
い
ま
試
み

に
一
八
七
九
年
（

明
治

匸
一
年
）
下

期
か
ら
翌
八
〇

年
上
期
に

か
け
て
宛

て
先
き

お
よ

び
振
り
出
し

が
と
も
に
同

一
府
県
内

の
国

立
銀
行
の
割
引

手
形

を
集
計

す
る
な
ら
ば
、
全
国
平

均
で
一
五
・
七
％

に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ

は
当
所
割
引
と
し

て
は
ひ

ろ
す

ぎ
る
が
、

と
り

あ
え

ず
こ

れ
に
よ
っ
て
当
所
・
他

所
の
比

重
を
と
っ
て
み
る
と
、
一
八

七

九
年

か
ら
八
八
年

の

Ｉ
〇
年

の
あ

い
だ

に
八
五
対

一
五

か
ら
一
五

対
八
五

へ
と
ち
ょ
う

ど
逆
転
し
て
い
る
。
な
か
で
も
東
京

・
大
阪
・

京

都
・
横
浜
・
兵
庫
に

お
け

る
当
所
割
引

の
伸
長

が
著

し
か
っ
た
が
、
そ

の
転
換
に
大
き

な
力

と
な
っ
た
の
は
、

一
八

八
四
年
（

明
治

一
七
年

）
日

銀
開
業
直
後
、
東
西
で
実
施

さ
れ

た
官
民
挙
げ
て

の
手
形

取
引
振
興
策
で

あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿

に
お
い

て
詳

し
く
扱

う
と
し
て
、
一
八
八
〇

年
代
の
手
形

割
引

に
は
、
渋
沢
栄
一
ら

の
貨
物
預
り
証
付
手
形
割
引

を
ス
テ

こ
フ
と
す

る
手
形
振

興
策

を
反

映
し
て
、
保
証
付
の
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て

お
こ
う
。

日

銀
創
設
以
前

の
手
形

割
引

の
大
半

は
隔
地
間
の
他

所
割
引

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
時
手
形

割
引

と
荷
為
替
手
形

と
は
「

其

性
質

（
４
）

甚

夕
相
似
」

た
も

の
で

あ
っ
た
。

荷
為

替
取
引

に
つ
い
て
は
、
第

丁

三
井

・
第
二
な
ど
の
銀
行
が
先
駆
的

に
試
み
て
い
た
に
も

か
か

（
５
）

わ
ら
ず
、
事

は
は
か
ば

か
し
く
進

ま
な
か
っ
た
。
第

一
国
立

銀
行
は
一
八
七
四
年
（

明
治
七
年
）

荷
為
替
取

扱
規
則
を
さ
だ

め
、
七
六

年
一
月
上
州
・
福
島
生
糸
荷
為
替
、
同
年

匸
一
月

陸
羽
米
穀

荷
為

替
０
取
扱

い
を
開
始

し
た
が
、

当
時
未
だ
近
代
的
な
運
送
会
社
や
倉

庫
会
社
あ

る
い
は
保
険
会
社

が
確

立
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
西

欧
流
の
荷
為
替

手
形
取
引

は
画

餅
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
第
一

国
立
銀
行
は
、
翌
七
七
年
五
月
「
海
上
受
合
規
則
」
と
「
売
買
品
受
合

営
業

規
則
」

を
設
け
、

銀
行
自
ら
海
上
保
険
と
貨
物
運
送
・
保

管
を
請
負
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
荷
為
替
手
形

に
代

る
独
特
の
荷
為
替
貸
付
方
法

を
緡
み

だ
し

た
。
そ
れ

は
銀
行
が
保
険
、
倉

庫
、

運
送
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業

を
兼
ね
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
用

達
商
人

の
事
業
」
で
あ
り
、
伝
統
的
な
問
屋
金
融

の
発
展
形
態

に
他

な
ら

な
か
っ
た
。

一
方
、

三
井

銀
行

も
一
八
七
六
年

一
一
月
納

税
と
米
穀
販
売
を
む
す
び
つ
け
た
「

貢
米
米
穀
荷
為
替
取
恆

を
開
始

し
、

ま
た
三
菱

海
運
会
社

も
七
六
年

六
月
東
京
・
大
阪
間

の
「

荷
為
替
法
」
を
定

め
、
海
運
貨
物

に
対
す

る
荷
為
替

金
融

を
開
始
し
匹
ｙ

三
井

の
場
合
ヽ

第
一
や
三
菱
よ
り
先

ん
じ
、
金
融
＝
「

銀
行
」

と
運
送
・
保
管
＝
「
物
産
」
が
形
式
上
分
離

さ
れ
て
い
た
が
、

基
本
的

に
は
「

用
達

商

人
」

の
域

を
出

ず
、
近
代

的
な
荷
為
替
手
形
取
引

か
ら
は
ほ
ど
遠

か
っ
た
。

国

立
銀
行
を
中

心
と
す

る
荷
為
替
取
引

の
課
題
は
、
在
来
の
問
屋
に
よ

る
「
用
達
商
人
」
的
形
態

を
近
代
的

な
形

態
へ
転
換
す

る
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
国

立
銀
行
の
荷
為
替
手
形
取
引

の
意
外
な
低
成
長

は
、
在
来

の
問
屋

に
よ
る
荷
為
替
金
融

の
根
強

さ
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
と
同

時
に
伝
統
を
欠
く
流
通
証
券
の
定
着
が
如
何
に
困
難
で
あ

っ
た
か
を
も
暗
示
し

て
い
る
。

一
八
八
四
年
春
の
東
京
商
工
会
で

の
手
形

拡
充
策

を
め
ぐ

る
論
議

に
お
い
て
、

益
田

孝
は
、
渋
沢
の
保
証
品
付
手
形

に
よ

る
漸
進
論

に
対
し
て
、
荷
為
替
手
形

を
ス
テ

司
フ
と
す

る
漸
進
論
を
説

い
し
ミ

こ
の
益
田
の
構
想
は
、
翌
年
０
一
一
月
、
大
阪
同

盟
銀
行
集
会
所

に
よ

る
東
京
銀
行
集
会
所
宛
「

荷
為
替
取
組
方
改
良

ノ
建
議
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
そ

れ
は
、
田

従
来
の
荷
為
替
取
引

は
借
金
証
書

を
用

い
手
形
形

式
を
採
ら
な

い
た
め
、
裏
書

に
よ
っ
て
転

々
流
通
す

る
こ

と
が
な
い
、
閙
「
因

襲
」
の
た
め
一
挙
に
信
用
手
形

に
転
換

す

る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
か
ら
、
「
不

便
」

だ
が
「
危

険
少

ナ
キ
」

荷
為
替
手
形

を
濱
滅

し
「
漸

ク

通
常
手
形

ノ

事

二
及
」

ぶ
べ
し
、

圓
モ

の
た
め
に
従
来

の
荷
為
替
取
引

を
「

普
通

ノ
為

替
手
形

二
添

抵
当
ヲ
取
テ
割
引

」
く
方
法
に
改
良
す
る
、
と

い
う

も
の
で
あ

っ
た
。

こ

の
「
建
議
」

に
対

し
、
第
一
国

立
銀
行
か
ら
、

趣
旨
に
は
賛
成
な
が
ら
、
そ
の
様
式
に

は
反
対
と
い
う
「

意
見
書
」

が
提
出

さ
れ
、

そ
の
う
え
、

お
そ
ら
く
東
京

銀
行
集
会

所
の
内

部
で
統
一
し
た
見
解
が
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
、
八
六
年
一
月
荷
為

替
手
形

の

様
式

を
制

定
す

る
よ
う
大
蔵
大
臣
に
請
願

す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
大
蔵
当
局
は
様
式
の
統
一

は
民
間
で

行
う
よ
う
羞

昃
し
て
き

た
。

解
決

が
民
間

に
委
ね
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東

京
銀
行
集
会
所
に

お
い
て
統
一
見
解
を
う

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。



Ｏ
　
　

第

一
国

立
銀
行
は
、
も
は
や
副
証

書
は
用
い
て
お
ら
ず
、
手
形
面

に
抵
当
貨

物
を
記
す

だ
け
で
、

手
形

の
裏

書
流
通
が
達
成
さ
れ
て

1
2
　
い
る
と
ヽ

自
己

の
経
験
を
披
露

し
ヽ

第
二
ヽ

第

七
十
四
両
行

は
大
阪
案

に
な
ら

っ
て
「
副
証
書

ヲ
要

求
」

し
ヽ

ま
た
横
浜
正

金
銀
行
は

「
外
国

ノ
式
様
」

を
主
張

臨

）
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
こ

と
は
伝
統

と
革

新
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
荷

為
替
の
取
引
形
態

が
四
分

五

裂

の
状
態

に
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

第
一
、
第
二
、
横
浜
正

金
銀
行

に
よ
る
い
ず

れ
の
見
解
も
、
貨
物
運
送
・
保

管
の
責
任

を
銀
行
が
負
わ

な
く
て

は
な
ら
な

い
「
用
達

商
人
」
的
荷
為
替
取
引

に
つ

い
て

は
過
渡
的
な

も
の
、

速

か
に
近
代
的
な
荷
為
替
手
形
取
引

へ
転
換
す
べ
き

も
の
と
考
え
て

い
た
。

に

も
か

か
わ
ら
ず
改
正

を
め
ぐ
っ
て
統
一
案

を
り

る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
日
木
の
在
来
慣
行

に
は
貨
物
預
り
証
は
あ
っ
て
も
、

荷
為
替
手
形

に
と
っ
て
心
臓
と
も
い
う
べ
き
倉
荷
証
券
－

紙
券
の
譲
渡
に
よ

っ
て
権
利
の
移
転
を
認

め
る
近
代
的
な
流
通
証
券
－

の
伝
統
が
な
く
、
未
成
熟
で
あ
っ
た
こ
と

に
因

る
。
益
田
孝
が
商
業
手
形

振
興
の
過
渡
形

態
と
し
て
荷
為
替
手
形

の
様
式
整
備
と
育
成

に
力
を
入
れ
よ
う
に
も
、
手
形

ば
か
り
で
な
く
担
保
と
な

る
倉
荷
証
券
も
、
二
つ
な
が
ら
流
通
証
券
と
し
て
未
熟
な
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

銀
行
に
と

っ
て
安
心
し
て
割
引

く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

西

欧
流
の
荷
為
替
手
形

を
移

植
す

る
に
さ
い
し
、
手
形

と
倉

荷
証

券
と
い
う
流
通
証
券
を

め
ぐ
る
二

つ
の
難
問
に
逢
着
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
西

欧
金
融
概
念
に
沿

っ
て
様
式

を
定
め
よ
う
と
い
う
横
浜
正

金
銀
行
案

は
、
国
内

の
状
況

か
ら
す

れ
ば
非
現
実

的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
倉

荷
証

券
に
つ
い
て
は
ひ

と
ま
ず
在
来
形
式

を
黙

認
し
、
借
金
証

書
を
手
形

に
改

め
る
点

に
焦
点

を

絞

る
と
い
う
第
二
、

諳
七
十
四

の
案

は
、

そ
の
意
味

で
現
実
的

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
近

代
的

な
運
送
・

倉
庫
会

社
が
確
立
し
な
い
か

ぎ
り
、

銀
行
は
自
ら
貨
物

運
送
・
保

管
の
責
任

を
負
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

の
責

を
銀
行

が
果

せ
な
い
と
す
れ
ば
、

荷
為

替
形
式

は
使

え
ず
、
多
く

は
着
荷

後
で
な
け

れ
ば
資

金
化
さ
れ
な

い
送
金
為
替
決
済

を
強

い
ら
れ

た
で

あ
ろ
う
。

ま
た
取
引
先

に
信
用
力

が
あ
れ

ば
、

銀
行

は
貨
物
担
保

の
裏
付
け
を
必
要

と
せ

ず
割
引
形
態

へ
徐

々
に
切
り

か
え
て

ゆ
く
こ

と
が
可
能
で

あ
っ
た
。

た
と
え
ば
第
一
国
立

銀
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行
は
、
「
用
達

商
人
」
流

の
荷
為
替
取
引

か
ら
抵
当

差
入
書
付
荷
為
替
手
形
へ
、

さ
ら

に
手
形
面

に
抵
当
貨
物
を
記
載
し

た
、

荷
為
替

手
形

と
い
う
よ
り
も
手
形

割
引

の
変
型
と
い
う
べ
き
形
式

へ
、
変
換

を
試

み
て

い
る
。

次
の
渋
沢
の
証
言
は
、
当
時
の
荷
為
替
取
引

状
況
を
伝
え

る
も
の

と
し
て
興
味
深
咽

一
八

八
四
年
当
時
、
田
福

島
・
前
橋
・
信
州

・

甲
州
産
生
糸
の
場
合
は
貨
物
を
銀
行
に
託
す
。
そ
の
日
歩

は
前
橋
七
日
期
限
で

三
五
銭
、
福
島
一
〇
日
期
限

で
六
五

銭
で
あ
っ
た
。
両

三
年
ま
で

は
そ
れ
ぞ
れ
七
〇

銭
、
一
円

二
〇

銭
で
あ
っ
た
。
閙

メ
レ
ン
ス
・
金
巾

を
横
浜

か
ら
大
阪

・
名
古
屋

へ
送
る
場
合

は
、
運

送

方
法
確
実
な
た

め
貨
物
を
銀
行
に
託
す
る
こ
と
が
な

い
。
闍
米
を
産
地
よ
り
運

送
す

る
場
合

は
生
糸

と
同
様

の
取

組
方
法

を
と
る
。

た

だ
し
米
の
場
合
に
は
、
運
送
会
社
の
引

換
切
符
を
用
い

る
点
が
異
な

る
。
日
歩

は
通
常
四
銭
、
稀

に
五
銭
で

あ
っ
た
。

渋
沢
が
指
摘
す

る
よ
り
に
。
運
送
方
法
が
確
立
し
て
い

る
大
都
市
間

の
取
引

に
お
い
て

は
、
そ
の
決
済
形
態

は
「
用
達

商
人
」
的
荷

為
替
か
ら
荷
為
替
手
形
へ
転
換
し
て
い
た
。
ま

た
大
蔵
当
局
も
「
何

ヲ
苦

ソ
テ
貨
物

ヲ
預

リ
テ
然

ル
後
貸
金

ヲ
為

ス
ル
迂
法

ヲ
用

ヒ
ン

（
1
4）

ヤ
」
と
荷
為
替
手
形
を
過

渡
的
な
も
の
と
み
て

い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
大

都
市
間
で
流
通
機
構

が
既

に
確

立
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、

第
一
国
立
銀
行
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
荷
為
替
手
形

か
ら
割
引
手
形

へ
の
変
換

が
進

ん
で

い
た
。
そ
れ

は
、
大

都
市
相
互

の
取
引

に
お

い
て
手
形

割
引

形
態
、
地
方
と
の
取
引

に

お
い
て
荷
為
替
形
態

の
比
重

が
高

い
こ

と
と
見
合

っ
て
い
る
。

さ
き
に
析
出
し
た
送
金
為
替
の
圧
倒
的
比
重
、
手
形

割
引

の
高
成
長
、
荷
為
替

の
低
成
長
と

い
う
際
だ

っ
た
対
照

の
背

後
に
は
、
以

上
の
如
き
、
手
形
流
通
に

お
け

る
伝
統
と
革
新
の
間
題
が
伏
在
し
て

い
た
の
で

あ
る
。
も

ち
ろ

ん
創
立
直
後

の
日

銀
も
こ

の
よ
り

な
状

況

を
改

め
る
べ
く
次
の
如
き
手
を
う
っ
た
が
、

ほ
と

ん
ど
効
果

は
挙

ら
な

か
っ
た
。

三
菱
や
第
一
国
立
銀
行

に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
「
用
達
商
人
」

流
の
荷
為
替
取
引

に
お
い
て

は
手
形

の
代

り
に
立
替
金
受
取
証

が

用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
立
替
金
受
取

証
を
も
っ
て
日
銀

に
割
引

を
要
求
す

る
も
の
が
現

わ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ

で
日

銀
は
「
荷

為

（
1
5）

替
取
引

ヲ
奨
励

ス
ル
」
た

め
に
も
、
八
三
年
八
月
、
手
形
条

例
に
沿

っ
た
荷
為
替
手
形
割
引

規
則

を
欧
米
に

な
ら
っ
て
定
め
た
。
し
か
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し
当
時
、
手
形
に
添
え
ら

る
べ
き
船
積
証
書
あ

る
い

は
陸
送
証
書
、
保
険
証

書
が
ま
だ
完

備
し
て
お
ら
ず
、
割
引
取
引

を
各
地
方
に
拡

1
2
　
め
る
に
は
、
そ
れ
に

か
お

る
「
略
法
」
を
同
時

に
設
け

ざ
る
を
え

な
か
っ
句

そ
れ
は
「

商
品

ヲ
銀
行
会

社
へ
預
託
」
す

る
点

で
、
さ

き
の
第
一
国
立
銀
行
に
よ

る
「
売
買
品
受
合
営
業
規
則
」
と
同
じ
で

あ
る
が
、
売
主

が
立
眥
金
受
取
証

に
か
え
て
為

替
手
形

を
振
出
す

点
で
一
歩
荷
為
替
手
形

に
近

づ
い
て

い
る
。
し

か
し
、
日
銀
が
こ

の

よ

う

な
「

略
式
」

の
荷
為
替

手
形

を
用
意
し
、
各

銀
行

に
モ

の

「

再
割
引
ヲ
望

ム
者

ア
ラ
バ
之

二
応

ズ
ベ

詣

と
勧
奨
し

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
草
創
期
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
一
八
九
九
年
（

明
治
三
二
年
）
八
月
「
荷
為
替
手
形
割
引
手
続
」

を
再

び
髓
定
す

る
ま
で
「

日
本

銀

行
（

従
来
荷
為
替
手
形

ノ
割
引
ヲ
為

サ

句

と
い
う
事
態
が
つ
づ
い

た
の
で
あ

る
。
九
九
年

の
再
制

定
は
、
同
年
三
月

に
公
布

さ
れ
、

六
月
に
実
施
さ
れ
た
新
商
法
の
制
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

と
き
現
実

か
ら
離
れ
て

フ
ラ

ン
ス
流

の
複
券
主
義

笳
よ
る
倉

庫
証
券

が
採
用

さ
れ
た
た
め
、
こ

れ
に
よ
っ
て
も
荷
為

替
手
形
取
引

を
め
ぐ
る
形

式
と
実
態
の
乖

離
は
う
ま
ら
ず
、
一
九
一
一
年
（
明

治
四
四
年
）

の
商
法
改
正

に
よ
っ
て
始

め
て
安
定
的
な
形

式
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ

る
。

一
八
七
七
年
（

明
治
一
〇

年
）

を
画

期
と
し
て
、
国

立
銀
行
の
為
替
取
引

は
著
し

い
発
展
を
と
げ

た
。
ま

た
そ
の
取
引
形

態

に
よ
っ

て
そ
の
発
展

テ
ン

ポ
に
様

々
違
い
が
あ
る
こ
と
も
み
た
。
次
に
明
ら
か
に
さ
れ

る
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
為
替
取
引

の
地
域
的

な
構
造

と
そ

の
背
後

に
あ
る
資

金
循
環

０
構
造
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
日

銀
為
替
取
引

あ

る
い
は
、
そ
れ
に
先
だ
つ
為
替
取
組
所
取
引

が
開
始

さ

れ
る
以

前
の
為
替
市
場

の
構

造
を
簡
単

に
概

観
し

て
お
こ
う
。
モ

の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
一
八
七
八
年
（

明
治
一
一
年
）
下

期

か
ら
翌
七
九
年
下

期

に
至

る
一
年
間

に
お
け

る
全
国

の
国
立

銀
行
隔

地
間

手
形
取
引

を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
図
化
（

第
２
図
）
し

て
み

た
。

こ
の
図
表

に
焦
点
を

あ
わ
せ
、

さ
ら

に
次
年
度

に
公
表

さ
れ

た
府
県
別
統

計
に
よ
っ
て
補
足
し
な
が
‰

）
各
地
間

相
互
の
手
形

取
引

の
流
れ

龠
整
理
す
る
な
ら
ば
、
二

つ
の
太
い
流
れ
が
浮

び
上

っ
て
く
る

。
ひ

と
つ

は
東
京

と
大

阪
を
む
す

ぶ
基
幹
動
脈
で
あ
り
、
も
う
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第２図　明治初期全国国立銀行の手形取引ネットダーク

(1978 年下期から79年上期まで，単位10万 円)

（1） 大蔵省「銀 行課箔一次報告」42 －49頁の三 表より作成。
（2） 地域分けは， 八道区 分1こよ るが，ここで 吽便宜上 ，北海と北陸，山陽 と山
険，南海と西 海を一 緒にした。

ｊ
四

東京振 阪 宛 形取 万

阪振出・東京 宛が170万円，大阪内 部の取引 が10万円 であること を示 す。片
道で100万 円以上の ルートは太線 とした。
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ひ
と
つ
は
、
東
京
と
東
海

〇
横

浜
・

静
岡
）
と
東

山

〇
長
野

・
福
島

・
群
馬

・
宮
城
）

を
む
す

ぶ
三
角
形

の
大
動
脈

で
あ
る
。
第
一
の

東
京
・
大
阪
間

の
太

い
流

れ
は
旧
幕
以

来
の
伝

統
を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
第
二

の
東

京
・
東

海
・
東

山
を
む
す
ぶ
流
れ
は
、
開
港
以

来

急
速
に
形

成
さ
れ
た
、
新
し

い
時
代

を
象
徴
す

る
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
第

一
の
流
れ

の
り

ち
に
も
未

だ
微
弱

と
は
い
え
、

変
貌
の

萠
し
は
あ
ら
わ
れ
っ
つ
あ

っ
た
。
東
京

と
大
阪

を
む
す

ぶ
基
幹
動
脈

に
、
東
京
・
大
阪
・
東
海
（
横
浜
）

あ
る
い
は
東
京

・
畿
内

〇
京

都
）・
東
海
（

横
浜
）
を
む
す
ぶ
二
つ

の
三
角
形

か
ら
な

る
新

た
な
流

れ
が
伴

い
つ
っ

あ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ

う
し

た
新

し
い
胎

動

ば
東
京
を
中
心
と
す

る
東
日
本
で
優
勢

で
、
大
阪
を
中

心
と
す

る
西
日
本
で

は
未
だ
微

弱

な
も
の

に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
旧

都
大

阪

は
東

京
と
横
浜
以

外
に
は
畿
内
・
山
陽
・
山
陰

に
対
し
て
す
ら

ま
だ
疎

遠
で
あ

っ
た
。
こ
れ

に
対
し
東
京

は
、
大
阪
以
外

に
東

山
・
東

海

は
も
ち
ろ
ん
、
北
海
・
北
陸
さ
ら

に
は
畿
内
と
も
太
い

パ
イ

プ
を
む
す

び
つ
つ
あ

っ
た
。
こ
の
違

い
は
、
西
日
本

の
商
品
流
通

が
国

内

向
け
旧
特

産
品

流
通

を
軸

と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
東
日
本
の
商
品
流
通
が
輪
出
向
け
新
特
産
品
流
通
を
中
心
に
再
編
し
つ
つ
あ

っ

た
こ

と
に
も
と
づ
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
間
的
遅
れ
は
い
ず
れ
解
消
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
日
本

の
中
核

た
る
東
京

・
東

海
・
東
山
を
三
角
に
む
す
ぶ
大
動
脈
は
、
横
浜
・
東
京
へ
向
う
東
山
・
東
海
両
道

の
生
糸
・
製
茶
・

米
穀
取
引

、
そ
れ

に
東

京
・
横
浜
か
ら
逆
に
各
地
へ
む
か
う
呉
服
・
日
常
品
・
西
洋
小

間
物
取
引

、
こ
の
二
つ
の
商
品
流
通
か
ら
形
づ

く
ら
れ
て
い

る
。
こ

の
大
動

脈
の
起
点
の
位

置
を
占
め
る
の
が
東

山
道
で
あ
り
、

長
野
・
福
島
・
群
馬
三
県
の
生
糸
取
引

で
あ
っ
た
。

ま

た
大
阪
と
東
京
・
横

浜
を
む
す

ぶ
流
れ
の
背

後
に
は
、
西

日
本
各
地
の
特
産
品
が
一
旦
大
阪
に
集
め
ら
れ
て
か
ら
江
戸
へ
送
ら
れ

る

と
い
り
往
年
の
流
通
機
構
が
作
動

し
つ

づ
け

る
一
方
、
西
洋

か
ら
の
輸

入
雑
貨
を
中

心
に
東
京

・
横
浜

か
ら
大
阪
へ
流
れ
込
む
と
い
う

大
都
市
間

の
新
旧
二
つ

の
商
品
流

通
が
脈
う
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
新
旧
の
商
品
流
通

は
、

ど
の
よ
う
な
形
態

で
決

済
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
ま
で
余
り
に
も
荷
為
替
形

態
が
重
視
さ

れ
て
き
た
。
し

か
し
荷
為
替

の
よ
う
に
直
接

眼
に
み
え

る
形

で
商

品
の
流
れ
る
反

映
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
送
金
為
替
の
も
つ
意
義
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（
2
0）

を
看
過

し
て

は
な

ら
な

い
の
で
は
な
い

か
。
さ
き

の
ネ

″
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、

送
金
為

替
の
な
か
に
は
官

金
送
金
が
含

ま
れ
て

い
る

が
、
モ

の
比
重
を
二
年
後
に
な
ら
っ
て
送
金
為
替

の
三
分

の
一
と

お
け
ば
、
民
間

の
為
替

送
金
は
荷
為

替
・
割
引

手
形

金
額

の
二
倍

に

達

す
る
こ
と
、

お
よ
び
東
京
・
大
阪
間
、
東
京

・
東
海
・
東
山
三
者
間

を
む
す

ぶ
二

つ
の
太

い
流
れ
は
、
荷
為
替

・
割
引
手
形
取
引

だ

け
で
な
く
送
金
為
替
取
引
を
屯
共

に
貫

ぬ
い
て

い
た
こ
と
、
以
上

の
状
況

か
ら
す
れ

ば
、
実
証
的
裏
付

け
を
欠
く

が
、
商
取
引

の
か
な

り
の
部
分
が
送
金
為
替

の
形
態
で
決
済
さ
れ

た
と
推
定
し
て
誤
り

は
な

い
と
思

わ
れ

る
。

以

上
、
日
銀
創
立
直
前
の
隔
地
間

手
形
取
引

を
概

観
し
て
き

た
が
、
最
後

に
、
こ
う
し
た
為
替
取
引

の
需

給
・
相

殺
状
況

を
み
て

お
こ
う
。

為
替
取
引

な

る
も
の

は
、
需
給
が
バ
ラ

ン
ス
せ
ず
片
為
替
状
態

と
な
れ
ば
、
現

金
を
輸
送
し
て
決
済

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
第
２

図

に
よ
れ
ば
、
為
替
の
需
給
は
、
送
金
為
替

に
比
べ
て
割
引

・
荷
為
替

の
方
が
遙

か
に
ゼ

フ
ソ
ス
を
失

っ
て

い
る
。
そ

の
割
引
・
荷
為

替
の
不
均
衡

は
東
山
道

に
起
点
を
発
す

る
。
債
権
債
務

の
尻

は
、
東
山
↓

東
海
↓

大
阪
↓

東
京

と
い
う
間
接

ル
ー
ト
と
、
東

山
↓

東
京

へ
む

か
う
直
接

ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
東
京
に
集
中
し
、
モ

の
結
果
、
東
京

は
東
山
道
各
地

へ
年
間
三
五
〇
万
円

の
巨
額

の
債
務
を
負
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
送
金
為
替
は
遙

か
に
巨
額

か
つ
錯
綜
し
た
為
替
取
引

が
行

わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
地
間

の
取
引

は
。バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い

る
。
各
地
方
か
ら
東
京
へ
集
中
す

る
官
金
為
替

の
存
在
が
、
各
地

の
為
替
需
給

を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ

る
う
え

で
大
き
な

効
果
を
も
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
東
京
と
各
地
と

の
送
金
為
替

は
、
畿
内
・
東
山
両
道
以

外

は
ほ
ぼ
バ
ラ

ソ
ス
と
れ
て
い

る
が
、
送
金
為

替
の
三
分
の
一
を
占

め
、

ほ
と
ん
ど
東
京
に
向
け
ら
れ
た
官
金
為
替
が
な
け
れ
ば
、
東
京
と

各
地
間

の
為
替

は
大
き
な

ア
ソ
ゼ

フ
ソ
ス

が
発
生
し

た
で
あ
ろ
う
。

為
替
が
一
点
に
集
中
す
れ
ば
相
殺
の
可
能
性
が
高
ま

る
。
東
京
・
大
阪

は
そ

の
意
味
で

の
中
枢

セ
ン
タ
ー
の
位
置

に
立

っ
て
い

た
。

当
時
す
で
に
東
京
は
東
日
本
の
為
替
取
引

の
軸
心
と
い
う
機
能
を
確
立
し
て
い

た
が
、
西
日
本

の
軸
点

た
る
大
阪

は
、
西
日
本
全
体
の

為

替
取
引

の
立
ち
遅
れ

か
ら
、
そ
の
機
能
は
未
だ
充
分
確
立
し
た
と
は
い
い
難
い
状
況

に
あ

っ
た
。
大
阪
に
集
中
す

る
為
替
取
引

は
東
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京

・

横

浜

と

の
関

係

を

の

ぞ
け

ば

、

ほ

ぼ
バ

ラ

ソ

ス

が

と

れ
て

い

た
ら

こ

れ

に
対

し
東

京

の
為

替
貸

借

は
対

大

阪

と
対

東

山

道

の

二

つ

の

ル

ー

ト
で

年

間

そ

れ

ぞ

れ
一

五

〇

万

円

に

の

ぽ

る
借

勘

定

を
計

上

し
て

い

た
。

こ

の
東

京

の
大

阪

に

対

す

る

借

勘

定

は
、

大

阪

の
横

浜

に

対

す

る

借

勘

定

に
見

合

っ
て

お

り
、

東

京

・
横

浜

間

で

振

替

が
可

能

で

あ

っ

た

が

、
東

京

・

東

山

道
間

の
不

均

衡

は

相

殺

の

途

は

な

か

っ

た
。

第

２

図

に
掲

げ

た
為

替

の
流

れ

は
、

一
年

間

を

と

お

し
て

の

も

の
で

あ

り
、

時

期

に

よ

っ

て
為

替

が

集
中

し

、

ま

た

閑

散

と

な

る

。

と

き

に

は
為

替

需

給

が
均

衡

し
、

と
き

に

は
需

給

が
逼

迫

す

る
。

為

替

需

給

に

よ

っ
て

為

替

打

歩

が
現

送

費

を

上

瑁

れ

ば
現

金

な

送

ら

ざ

る

を

え

な

い
。

当

時

の
為

替

決

済

機

構

に
と

っ

て
、

東

山

道

、

と
く

に
大

量

の

生
糸

為

替

を

振
出

す

長

野

・

福

島

・

群

馬

と

東

京

、

お

よ

び

東

京

・
大

阪

間

、

こ

の
二

つ

の

ル

ー
ト

を
如

何

に
調

整

す

る

か
、

こ

こ

に
最

大

の
問

題

が

あ

っ

た

。

長

野

・
福

島

・

群

馬

の

生

糸

あ

る

い

は
静

岡

の
茶

な

ど
季

節

的

に
大

量

の
為

替

取

引

を
行

う
地

方

銀

行

は
東

京

へ
支

店

を
設

け

て

為

替

需

給

の
調

整

に

あ

た

っ

た

。

大

都

市

に
お

い
て

、

こ

の
為

替

の
出

合

い

を

つ
け

る
場

が
、

次

に
み

る
為

替

取

組

所

で

あ

っ

た

。

（

―
）
　
郵
政
省
編
『
郵
政
百
年
史
』
（
一
九
七
〇
年
）

二
二
四
頁
’

（

２
）
　「
為
換
拡
充

の
方
策
」
『
東
京
経
済
雑
誌
』
五
一
号
、
一
八
八
一
年
一
月
。

（

３
）
『
郵
政
百
年
史
』
一
四
〇
頁

。
郵

便
為

替
は
為

替
原
資

の
点

か
ら
そ

の
利
用

に

関

し
て
様

々
な

制

限
が
お
か
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
証

書
一

枚

の
金
額

は
一
八
八
二
年
以

降
全
国
一
律

に
三
〇
円

を
上
限

と
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
以

前
の
段
階
で

は
、
地

方
あ
て
振
出
金
額
に
制

限
が
付

せ
ら
れ

も
し

た
。
ま

た
手
数

料
も
、
五
円

、
一
〇
円
と
五
円

き
ざ
み

に
逓

増
し
、
大

口
送

金
に
は
極

め
て
不
利
で

あ
っ
た
。

（
４
）
　
大
蔵
省
『
銀
行
課
第
一
次
報
告
』
一
一
九
頁
。

〇
５
）
『
第
一
銀
行
史
』
上
巻

、
三
四
二
頁

（

６
）
　
同
　

上
巻

、
三

六
六
、
三

七
六
頁

、
お
よ

び
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資

料
』
第
四
巻
一
五
三
、
二
〇
四

、
三
五
四
頁

を
み
よ
。

〇
７
）
『
銀
行
雑
誌
』
四
号
（
『
日
本
金

融
史
資
料
　

明
治
大
正
緡
』
第

六
巻

、
二

六
頁
所

収
）
。
荷
為

替
取
引

方
法

の

展
開
に
つ
い
て

は
、
岡
田

俊
平

［

明
治
初
期

に
お
け

る
荷
卷
替

金
融
］
『
成
城
大

学
経
済
研
究
』
綰

八
、

九
合
併
号
。
一

九
五
八
年

、
が
興
味
深

い
。
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〇
８
）
　『
三
井
銀
行

一
〇
〇

年

の
あ
ゆ
み
叫
二

八
上

二
〇
頁
。

〇
９
』
『
三
菱
倉
庫
七
十
五
年
史
』
〇
一
九
六
二
年
）
一
〇
頁
。

〇一
…一
）
　「
東
京
商
工
会
議
事
要
件
録
　

第
二
、
三
。

六
、
七
号
」
第
二
、
三

、
六
、
七
臨
時
会

お
よ
び

第
三
定
式
会

〇
一
八
八
四

年
二

、
三

、
八
、
九

月
）
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
八
巻

ご

二

〇
－

二
三
二
頁
。

（
1
1
）
「
録
事
　

荷
為
替
取

組
方
改
良
ノ
建
議
」
〇
一
八
八
五
年
一
一
月
一
五
日
）
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
号
、
一
八
八
六
年

一
月

。

〇
1
2）
「

録
事
」
（
三
月
三
日
）
同
上
誌

第
五
号
、
一
八
八
六
年
四
月
。

（
1
3
）
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』

第
一
八
巻
、
ニ

ー
五
頁
。

（
1
4
）
　
大
蔵
省
『
銀
行
課
第
一
次
報
告
』
、

匸

一
〇

頁

（
1
5
）
『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
集
第
二
巻
、
一
三
一
頁
。

（
1
6
）
　
同
　

一
三
三
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

（
1
7
）
「
東
京
商
工
会
議
事
要
件
録
　

第
二
号
」
第
二
臨
時
会
（

一
八
八
四
年
二
月
）
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
八
巻

。
ニ

ー
五
－

二

一
六
頁
。

（
1
8
）
　
日
銀
大
阪
支
店
（
営
業
係
）
『
事
務
書
類

四
』
（
自
明
治
十
六
年
至
同
三
十
四
年
）
第
二
頬

一
目
四

ノ
ニ

ノ
七
。

（
1
9）
　
杉
山
和
雄
「
国
立
銀
行

の
統
計
的
考
察
」
『
明
治
前
期

の

銀
行
制
度
』
（
金

融
経
済
研
究
所
編
、
一
九

六
五
年

。
所
収
）

を
参
照
。
こ

の
論
文

は
、
明
治
初
期
手
形
取
引

の
全
体
像

に
せ

ま
る
数
少
い
研
究
で
あ

る
が
、
統

計
的
整
理
に
終
始

し
、
そ

の
構
造

、
意
義

が
一
向

に
浮
び
上

っ
て
こ

な
い
点

が
惜
し
ま

れ
る
。

（
2
0）
　
さ
き

の
杉
山
氏

の
詳
細

な
統
計
整
理

に
お
い
て
も
、
何
故

か
、
送

金
為

替
に
つ
い
て
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
伊
牟
田
敏

充
「
近
代
的

信
用
制

度

の
形
成
と
株
式
会
社

の
普
及
」
『
誰

座
　
日
本

資
本

主
義
発

達
史
論
　
Ｉ
』
（
川

合
ほ
か
編

、
一

九
六
八
年
）

に
お
い
て
荷
為

替
取
引

な
ど
興
味
深

い
検
討

を
加
え

な
が
ら
、「
荷
為
替
業
務

の
重
要
性

は
単

に
金
額
の

多
少

の
み
で

推
測

す
る
こ
と

が
で
き

な
い
」

と
評
価

し
て
い
る
が
。
そ
れ
に

し
て
も
全
体

９
（

Ｉフ
ソ
ス
を
崩

し
て

は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　

。

第

五

章
　

三

都

の

為

替

取

組

所

と

内

国

為

替

市

場

全
国

コ
ル
レ
ス
網
を
介
し
て
大

都
市
に
集
中
し
た
為
替
が
、

そ
の
大

都
市
に

お
い
て
最

終
的
に
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
決
済
さ
れ
た
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か
、
こ

れ
ま
で
全
く
闇

に
閉

さ
れ

た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
こ

の
明

治
初
期

全
国
為
替
決
済
機

構
０
軸

点
と
も
い
う
べ
き
位
置

に
あ
っ
た
の

が
、
「
為
替
取

組
所
」

で
あ
っ
た
。

現
在

の
と
こ
ろ
そ
の
活
動
を
伝
え

る
も
の

は
傲

か
な
二
次
公
刊
資
料
し

か
残
さ
れ
て

い
な

い
。

不

充
分
で

は
あ

る
が
、
ま

ず
モ

の
組
織

と
活
動
の
概
要
を
浮
き
彫
り

に
し

よ
う
。

為
替
取
組
所
の
濫
觴

は
大
阪

に
発
し
、
そ
の
後
東
京
、
京
都
で
組
織
さ
れ

た
が
、
モ

の
経
過

は
金
融
変
革

に
お
け

る
伝
統
の
問
題

と

か
ら
ん
で
興
味
深

い
も
の
が
あ

る
。

渋
沢
栄
一
の
提
唱
に
ょ
っ
て
一
八
七
八
年

〇
明
治
一
一
年

）
六
月
以

来
、
大
阪
の
銀
行
業
者
の
間
で

定
期
的
な
会
合
が
も

た
れ

る
よ

り

に
な
っ
た
が
、
そ
の
第
一
一
回
会
同

〇
七
九
年
四
月
）

に

お
い
て
手
形

交
換
所
の
設
立
が
発
議
さ
れ
た
。
こ
れ
を
り
け
て
、
大
三
輪

長

兵
衛
・
外

山
修
造
・
熊
谷
辰
太
郎
ら
の
尽

力
に
よ
っ
て
、
七
九
年
の

匸

一
月
、
一
六
行
（
国
立
本
店
一
〇

行
、
同

支
店
五
行
、
私
立

支

店
一
行
）

が
集
ま
っ
て
早
く

も
大
阪
交
換

所
が
銀
行
苦

楽
部
（
一
八
七
九
年

匸
一
月

成
立
）
内
に
設
け

ら
れ
。
活
動

を
開
始
し
な

）
こ

の
周
知

の
事
業

の
裏
側

に
、

こ
れ
ま
で
見
過

さ
れ

て
き

た
ひ
と
つ
の
動
き

が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
同
時
に
手
形
交

換
所
内
に
交

換
所
加

盟

銀
行

の
有
志

が
集
ま
っ
て
、「
為

替
割
引
打
合
所
」

を
組
織

し
、「
東
京
為

換
の
売
買
と
同
業
間

資
金
の
貸

借
（
一

口
を
五
千
円

と
定

め

三
十
日
期
限

を
通
常

と
す
）

の
取
北

を
始

め
た
と
い
う
。

一
八
七
六
年
（
明
治

九
年
）
国

立
銀
行
条

例
の
改
正

に
よ
っ
て
国

立
銀
行

苟
営
業
基
盤
が
体
制
的

に
確
立
す

る
条
件
が
与
え
ら
れ
て

か
ら
僅

か
三
年
、
日
銀

創
設

に
先

だ
つ
こ
と

三
年
、
こ

の
よ
う
な
早
い
段
階

に
手
形
交
換
所
が
活
動
を
始

め
た
こ
と
、

ま
た
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
今
で
い
う

コ
ー
ル
・
再
割
引
市
場

が
、
取
引
所
形
態

を
と
っ
て
で

あ
る
が
、
自
生
的

に
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す

る
。

大
阪
手
形
交
換
所
の
結
成
を
み
と
ど
け
た
渋
沢
栄
一
は
、
四
ヶ
月
後
の
八
〇
年
三
月
、
東
京

に
も
手
形
交
換
所
を
設
け

る
よ
う
揮
善

会
ｙ
｀
発
議
し
た
。
と
こ
ろ
が
手
形
交
換
所
開
設
に
モ

な
え
擇
善
会
を
銀
行
集
会
所

へ
発
展
的

に
解
消
し
よ
う
と
い
う
段
階
で
（
八
〇
年

六
月
）
、
手
形
交
換
所

の
開
設
は
見
送

ら
れ

た
。
理
由
は
加
盟

銀
行

の

手
形
取
付
高

が
未

だ

交
換
を
要
す
る
ほ
ど
多
く
は
な
い
と

い
う
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も

の
で

あ

゜
ら
Ｊ
）
東
京

の
手
形
交

換
所
は
と
こ
で
一
頓

座
し
た
あ
と
、

一
八
八
七
年

〇
明
治
二
〇

年
）

に
至

る
ま
で
開
設
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
交

換
所
構

想
が
挫
折
し
た
一
八
八
〇

年
（

明
治

匸
二
年
）

一
〇

月
、
東
京

銀
行
集
会
所

に
加
盟
す

る

有
志
一

六
国

立
銀
行
が
申
合

せ
て
集
会
所
内

に
為
替
取

組
所
を
設
け
。
為
替
売
買
を
開
始
し
た
の
で
あ

る
。

手
形

交
換
所
の
試

み
が
挫
折
し
、
為
替
取

組
所
だ
け

が
活

動
し

た
点
で
は
京
都
も
同

様
で
あ
っ

た
。
一
八
八

一
年
（

明
治

一
四
年
）

二
月
、

京
都
市
内
の
八
行
が
集
っ
て

京
都
同
盟
銀
行
が

組
織

さ
れ

た
お
り
、
「
相
互
間
手
形

交
換
ノ
手
続
」

に
つ
い
で

議
論
が
な
さ
れ

た

が
、

結
局
の
と
こ
ろ
手
形

交
換
所
は
開
設
さ
れ
な

か
っ
た
。

お
そ
ら
く
東
京
と
同
じ
く
時
期
尚
早
が
理
由

で
あ
っ
た
ろ
う

。
そ

し
て

同
年

匸

一
月
、
東

京
の
為
替
取

組
所
に
あ
た

る
「

為
換
打
歩
打
合
場
所
」
が
有
志
一
二
行

に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
「

各
地
為
換
売
買

」
を

開

始
し
た
と

い
う
。
手
形

交
換
の
試
み

は
、
翌
八
二
年
一
月
西
京
為
換
取
引

所

へ
の
改
称
を
機

に
、
二
月

か
ら
地
方

為
替
と
市
内
割
引

の
受
渡
が
行
わ
れ

た
が
長
続
き
せ
ず
、
結
局
一
八

八
九
年
二
月

に
至

る
ま
で
京
都
で

は
本
格
的
な
手
形
交
換

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

為
替
取

組
所
（

各
地
で
様

々
な
名
称
を
も

っ
て

い
た
が
、
以
後
こ

の
略
称
で
呼

ぶ
）

は
、
恐

ら
く
現

在
そ

の
存
在
を
確
認
し
え
た
大

阪
・
東

京
・
京
都

の
三
都

に
お
い
て
の
み
組
織
さ
れ

た
と
推
定

さ
れ
る
。
為
替
取

組
所

の
機

能
・
意
義

を
考
え
る
う
え
で
、

最
初
の
目

的
で
あ

っ
た
手
形
交
換
所
が
大
阪
で
の
み
成
立
し
、
予
期
し

な
か
っ
た
為
替
取

組
所

が
交
換
所

の
有
無

に
関
わ
り
な
く
三
都
全
て
で
組

織
さ
れ

た
と
い
り
思

い
が
け

ぬ
顛
末
の
う

ち
に
当
時

の
金
融
市

場
の
あ
り
よ
う
を
め
ぐ

っ
て
看
過

し
え
な
い
意
味
が
潜
ん
で
い
る
。

先
き

に
み

た
よ
う
に
大
阪

の
為
替
取

組
所

は
「
東
京
為
替

の
売
買
」

と
「
同
業
間

資
金
の
貸

借
」

り
二
種
類
の
取
引

を
行
っ
た
。
こ

の
う

ち
第
二

の
「
同
業
間
資
金

の
貸

借
」

と
は
、
交

換
所
開

設
に
と
も
な
っ
て
生

じ
る
交

換
尻

決
済
の
た

め
の

コ
ー
ル
取
引

に
他
な
ら

な

い
。

こ
れ
と
照
応
す

る
よ
う
に
、
交

換
所

が
開

設
さ
れ
な
か
っ
た
東
京

・
京

都
の
為
替
取

組
所
で
は
コ

ー
ル
取
引
を
行

っ
た
形

跡
が

な

い
。

手
形

交
換
所
と
コ

ー
ル
市

場
は
対

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
為
替
取
組
所
の
中
心
機
能
を

コ
ー
ル
市
場
と
み

る
わ
け

に

ゆ

か
な
い
。
大
阪
は
東

京
向
け
の
み
、
東
京

・
京

都
は
ひ
ろ
く
各
地
向
け
を
扱
う
と
い
り
違

い
が
あ
っ
た
が
、
三
都

の
為
替
取
組
所

に
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共
通
す

る
主
要
取
引

は
、
第
一
の
遠
隔
地
向
け

為
替
の
売
買

で
あ
っ
た
。
大
阪
で
の
手
形

交
換
Ｉ

コ
ー
ル
取
引

は
、
旧
幕
下
浪

華
の
高

度
な
金
融
伝
統

を
有
す

る
先
進
都
市
＝
大
阪
ゆ
え
に
み
ら
れ
た
現
象
で
あ

っ
て
、
未

だ
一
般
的

な
も
の
と
み
な
す
こ

と
は
で
き

な
い
。

そ
れ
ゆ
え
一
八

七
九
年
（
明

治

匸
一
年
）

末

か
ら
八
一
年
二

月
に

か
け
て
踵

を
接
す

る
よ
う

に
成
立
し

た
三

都
の
為
替
取

組
所
と
む

す
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き

は
手
形
交
換
所
で

は
な
く
、
そ
の
直
前

〇
七
七
年

か
ら
八
〇
年
）

に
急

テ
ン
ポ
で
展
開

さ
れ
た
全
国
コ
ル

レ
ス

絅
編
成
の
う
ね
り
で

あ
ろ
う
。
こ

の
全
国

に
は
り

め
ぐ
ら
さ
れ

た
コ
ル
レ
ス
網

を
介

し
て

三
都

に
集
中
す

る
、
隔

地
向
け
為
替
の
出
合

い
を
つ
け

る
と
こ

ろ
に
、
為

替
取
組

所
の
意
義
が

あ
っ
た
。

い
い
か
え

れ
ば
、

三
都
の
為

替
取

組
所

に
求

め
ら
れ
た
機

能
は
、
明

治
一

〇
年
代
前
半
編

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
全
国

為
替

決
済
機

構
の
最

終
的

な
需

給
調
整
機
関
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

隔

地
間

決
済
機

構
の
確
立
と
い
う
時
代

的
な
要
請
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
為
替
取

組
所
が
手
形

交
換
所
や
手
形
取
引
所

に
先
が
け
て

速
み
や
か
に
組
織
さ
れ
た
背
後
に
は
、
旧
幕
下

の
高
度
な
為
替
取
引

の
伝
統
の
重
み
が
働

い
て
い
た
の
で
あ

る
。

幕

藩
体
制
下

、
大
阪
と
江
戸
・
京
都
間
の
為

替
決
済
は
、
三
都

の

両
替

商
に
よ
る
「
江
戸
為

替
」
「
京
為
替
」

と
称
す

る
送
金
手
形

の
形

態
で
行
わ
れ
た
。
モ

れ
を
取
扱
う
両

替
商
は
「

つ
ね
に
為
替
の
出
合
い

に
注
意
し
、
必
要

に
応
じ
て
北
浜

の
金
相

場
会
所

で
こ
れ

（

為
替
）

を
買

入
惣

江
戸

へ
送
っ
た
と
い
う
。
こ
の
一
八
世
紀
中
葉

に
始
ま

る
江
戸
期
北
浜
の
金
相
場
会
所
が
明
治

初
期

の
為

替
取

組
所
の
前
駆
形

態
に
他
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
は
主
要
業
務
た

る
金
取
引
が
「
本
場
」
で
行
わ
れ
、
為
替
売
買
取
引

は
午

後
の
「
二

番
」

に
お
い
て
毎
月
二
、
五
、
八
の
日

に
行
わ
れ

た
。
国
内

の

計

算
単
位

が
金
銀
二
元
化

し
て
い
る
も
と
で
は
、
東
西
間

の

為

替
相

場
＝

コ

ー番
」
は
、
金
相
場
＝
「
本
場
」
か
ら
離
れ
て

は
成
り
立

た
な

い
。
明
治

に
入

っ
て
国
内

の
計
算
単
位
が

金
建

に
統

一
さ
れ
る
や
、

金
相
場
会
所
の
「

本
場
」
で
行
わ
れ

た
金
銀
取
引

は
横
浜
洋
銀
取
引

所

に
、
「

二
番
」
で
行
わ
れ

た
為
替
取
引

は

為
替
取

組
所
へ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
分
化
し
て
、
そ

の
伝
統
が
ひ
き
つ
が
れ
て
い

っ
た
。
為
替
取
組
所
の
「
本
打
」
「

逆
打
」
「
無
打
」

か
ら

な
る
取
引

方
法
も
こ

の
北
浜
の
伝

統
に
由
来
す
る
。
渋
沢
は
「

此
洫
旧

卜
大
坂

二
於
テ
（

行
「

レ
タ
リ

シ
カ
久

シ
ク
廃
絶

シ
今
日
再
興

ス
ル
所
ナ
リ
」

と
し
、
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「
大

二
商
人

ヲ

シ
テ
為
替
取
引

ノ
便
ヲ
領
会

セ
シ
ム
ル
ノ
効

ア
赳

と
意
義
づ
け
て

い
る
。

三
都
の
為
替
取

組
所
が
、
旧
幕
下

の
三
都
を
む
す

ぶ
為
替
取
引

の
調
整
機
構
で
あ

っ
た
北
浜

の
金
相
場
会
所

の
遺

産
を
受
け

つ
ぐ

も

の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
両

者
の
間

に
走

る
特
権
的
両
替
商
体
制

の
崩
壊

と
い
う
深

い
亀
裂
を
無
視

す
る
わ
け

に
ゆ
か
な
い
。
大
阪

と

江
戸

の
間

を
む
す
ぶ
特
権
的
両

替
商
に
よ

る
「

独
占
」
的
な
為
替
機
構

は
崩
壊
し
、

全
国
各
地

を
む
す
ぶ
国

立
・
私
立

銀
行
群
相
互

の

密
集
し
た

コ
ル

レ
ス
網
と
い
う
開
か
れ
た
為
替
機
構

へ
と
大
き
く
変

貌
を
遂
げ

た
。
こ

の
新

た
に
勃

興
す

る
自
由

な
内
国
為
替

市
場
の

軸

点
が
三
都
に

お
か
れ
た
為
替
取
組
所
で
あ
っ

た
の
で
あ

る
。

為
替
取

組
所
は
明
治
初
期
為
替
市
場
の
中
枢
部
位
を

に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
活
動
状

況
を
伝
え
る
資
料

は
極
め
て
乏

し

い
。

と
く
に
京

都
・
大
阪
に
つ
い
て
は
皆
無
に
等
し
く
、
わ
ず

か
に
東
京
で
外

貌
を

と
ら
え
う

る
に
す
ぎ
な
い
。
東
京
以
外

は
、

ど
う

い
う
銀
行
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
か
、
加
盟
銀
行
の
一
覧
す
ら
詳
ら

か
に
し
え

な
い
。
第

３
表

は
、
東
京

の
為
替
取

組
所

加
盟
銀
行
を

東

京
銀
行
集
会
所
加
盟
銀
行
と
を
対
比
し

た
も
Ｏ
で
あ

る
。

東
京
の
為
替
取
組
所
の
創
立

メ
ソ
パ
１

は

二
（

行
で
、

全
て
国

立
銀
行
か
ら
な
り
、
モ

の
う

ち
一
三
行
は
本
店
銀
行
で
、
支
店
銀
行

は
僅
か
に
三
行

に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
後
支
店
銀
行
の
加
入
が
つ
づ
き
、
加
盟
状
況

が
固

ま
る
八

一
年

六
月

末
に
は
、
二
四

行
に
ふ
く

ら

ん
だ
。
そ
れ
は
集
会
所
加
盟
銀
行
三
三
行

の
三
分
の
二
で

あ
る
。
為
替
取

組
所

が
再
編

さ
れ
る
直
前
の
八
三
年

六
月

に
お
い
て
も
、
集

会
所
加
盟
銀
行
が
三
三
行

〇
本
店
一
八
、
支
店
一
五
／
国
立
二
九
、
私

立
四
）

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
取

組
所
加
盟
銀
行
は
二
四

行

（

本
店
一
五
、
支
店
九
／

国
立
ニ

ー
、
私
立
三
）
で

あ
り
、
安

定
し

て
い
る
。

注
目

す
べ
き

は
、
支

店
銀
行
の
参
加
率
が
、
高
ま
り
つ

つ
あ

る
と

は
い
え
、
未
だ
相
対
的
に
低
く
、
そ

の
本
店
所
在
地

が
特

定
の
地
域

に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
り

。
そ
の
内
訳
は
、
大
阪

二
、
長
野
二
、
福
島
二
、
新
潟
・
静
岡
・
徳
島

各
一

で
、
東
日
本

の
生

糸
・
茶

・
米

穀
な
ど
の
特
産
品
流
通
に
大
き
く
偏
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
試
み

に
為
替
取
組
所
加
盟
行

と
コ
ル
レ
ス
契

約
数

の
相

関
を
み
て
み
よ
う
。

さ
き

に
掲
げ
た
全
国

＝
ル

レ
ス
契
約
数
上
位
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べ端謬 為替取組所加盟行 集会所加盟
取組所非加

盟1883年６
月末皿 凵詛 1880年10月創立 1883年

６月末
‾C 厂

○
○
○

この
間
加入脱退

東 京 第一国立銀行

横 浜　 二
東 京　 三
新 潟　 四
東 京　 五

130
3

78
23
9

1

2
13

○

§
○

難，
42
14
10
39
15

5
22

6 〇 〇

§

○

札田　　十九京 三長
賢詛　まに

16

5
5

26
29

18

10
7

８

〇
Ｎ

東　京　 三十三
〃　　　四十四
μ　　　　四十五
〃　　　六十
松 代　 六十三

ｎ

１８
６
５

3
17 尚

○

§

横 浜　 七十四
徳 島　 八十九三 春　 九十三

東 京　 九十五
〃　　 百

23

8
8

19
5･

一 一29

U
O

1
4

12

16 ８
○
○
○
キ

〇

〇

○

福 島　
百七

須賀川　　百八
東 京　 百十二
函 館　 百十三
東 京　 百十九

７

○

○

〇

○

程ヶ谷　　百三十二　　　　８
東戸 囂 ゛　　5 §

横
‰ 媼　　 ｇ

４

§
○

〇

行　　　　　　 数 16　　124　1　　1 ９
一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一
（1） コルレス線は『銀行局報告』（第二次）コルレスポソデンス付表より。上位

二五行順位は，第:L表 より。

(2) 1880 年10月取組所創立時加盟行は『渋沢栄一伝記資料』第七巻，二三八～

二三九頁より。

(3) 1883 年６月末の取組所・集会所加盟行をはじめ，その他の変動は（東京銀

行集会所半季報告）（『日本金融資料 明治大正編』第宀二巻所収）による。

（4） 第八十九，九十三，百七，百八は八一年上期加盟，ただし第百八は八三年

上期に退会。第四十四は八四年に第三に合併。
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二
五
行
（

第
１
表
）

の
な
か
で
東
京

に
本
店
を

お
く
も
の

は
六
行
、
支
店
を
も
つ
も

の
九
行
、

あ
わ
せ
て

一
五

行
で
あ
る
。
モ

の
う
ち

為
替
取

組
所
に
加
盟
し
て
い
る
の
は

匸

一
行
に
及
ぶ
。
銀
行
集
会
所

に
加
盟
し

な
が
ら
為
替
取

組
所

に
参

加
し
な
か
っ
た
の
は
九
行
で

あ
る
が
、

そ
の
う
ち
コ
ル
レ
ス
契
約
数
上
位
二
五
行
に
入

っ
て

い
る
の
は
福
島
第
六
、
横

浜
第

七
十
四
、
松
本

第
十
四
、

豊
橋
第
八

の

四
行
で

あ
る
。
生
糸
金
融
関
係
の
な

か
で
も
、
第
十
九
、
第
六
十
三
、
第
百
七
、
第
九
十

な
ど
が
参

加
し
な
が
ら
、
他
方

横
浜
系

の
第

二
、

第
七
十
四
の
二
行
を
中
心

に
幾
つ

か
の
地
方
大
銀
行
が
取

組
所

の
圏
外

に
あ
っ
た
。
こ

の
点

は
、
為

替
需

給
調
節
機

構
と
し
て
の

為
替
取
組
所

の
限
界

を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
注
目
す
べ
き
こ
と

に
第
百
十
二

を
筆
頭

に
支
店

・
コ
ル
レ
ス
活
動

に
消
極
的
な
多
く
の
東

京
系
銀
行
が
為
替
取
組
所
へ
加
盟

し
て
い
る
点
で
あ

る
。
為
替
取
組
所

が
内
国
為

替
の
交
換

で
は
な
く
、
為

替
売
買
の
形

態
を
と
っ
た
こ
と
を
合
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、

為
替
取
組
所
の
機
能

と
し
て
。
最

終
的
な
為
替

相
殺
の
場
と
い
う
第

一
の
機

能
と
な
ら
ん
で
、
短
期

的
な
余
資
の
運
用
と
い
う
機
能
を

も
っ
て
い

た
と
考
え
て
よ

い
で

あ
ろ
う
。

東
京

・
大
阪
・
京

都
の
い
ず
れ
か
に
本
支
店
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
為
替
取
組
所

○
為
替
取
引

に
参
加
し
う

る
途
が
あ

る
。
三
都

の
い

ず
れ
に
も
本
支

店
を
も
た
な
い
大
多
数

の
地
方
銀
行
は
、
モ

の
送

金
業
務
を
第
一
や
第
三

な
ど
全
国

に
コ
ル
レ
ス
網

を
張

る
都
市
大

銀

行
に
委
ね
ざ

る
を
え
な
い
。
都
市
大
銀
行

に
為
替
取
引
が
集
中
す
れ
ば
す

る
程
、
相
殺

の
可

能
性
が
高

ま
る
。
一
行
内

部
で
相

殺
さ
れ

ず
に
残
っ
た
尻
が
現
送
に
よ
っ
て
処
理

さ
れ

な
く
て

は
な
ら
な

い
。
も
し
相

殺
が
大
銀

行
を
中

心
と
す

る
コ
ル
レ
ス
系

統
網
内
部
に
と

ど
ま
ら
ず
、
系
統
間
で
行
わ
れ
れ
ば
、
現
送

部
分

は
さ
ら
に
少

な
く
て
す

む
で
あ
ろ
り
。
そ

の
た
め
の
自
主
的
な
機

構
が
為
替
取

組
所

で
あ

っ
た
。
こ

の
よ
う
な
為
替
取
引

の
最
終
的

調
整
機

能
に
対
し

て
中
央

銀
行
＝
日

銀
は
無
関
心
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
一

八
八
二
年
末

に
創
設

さ
れ

た
日
銀

に
よ
る
内
国
為

替
取
引

の
進
展
状
況

に
よ
っ
て
は
、
為
替
取
組
所
の
活
動
は
大
き
な
影
響
を
受
け

る

こ

と
と
な
る
。



４
　
　

そ

れ
で

は
為

替
取

組
所
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た

ろ
う

か
、
幸
い
一
八
九
〇
年

に
至

る
各
月
取
引
高

の
推
移

に
つ
い
て

Ｑ
‥｝
１
　

は
、
東
京

と
大

阪
を
対
比

す
る
こ
と
が
で
き

る
（
第
３
、
４
図
）
。
こ

こ
か
ら
次

の
点

を
指
摘

し
う
る
で
あ
ろ
う
。

第
一

に
、
八
〇
年
代
中

葉
、
日
銀
創
設
に
歩
調
を
あ
わ
せ
て
、
為
替
取

組
所
は
手
形
取
引
所

へ
再
編
さ
れ

た
が
、
そ
れ

に
と
も

な
っ

て
取
引
所

の
主
取
引

が
為
替
か
ら
当

所
割
引

へ
移
っ
た
こ
と
が
明
瞭
に
う
か
が
え

る
。
第
二

に
、
大
阪
の
為
替
取
引
高

は
東
京

に
比

べ

て
遙

か
に
巨
額
で
あ

っ
て
、
そ

れ
は
手
形
取
引

所
へ
の
再
編
後
の
当
所
割
引
取
引

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
そ
こ
に
旧
幕
下

北
浜
の
為
替

取
引

の
伝
統
０
重
み
を
感

ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
三
に
、

九
〇

年
に
至
る
為
替
取
引

高
は
、
東
京
・
大
阪
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
孰

跡
を
辿
っ
て
漸
減
し
て

い
る
の
が
隕
を
惹
く
。

す
な
わ
ち
、
創
立
当
初
の
ピ

ー
ク
か
ら
、
八
五
年
以

降
大
き
く
レ

ヴ
ェ
ル

ー
ダ
ウ
ソ
し
、

モ

の
後
一
時
も
ち
直
し

か
け

た
が
基
調
を
変
え

る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

以

上
の
概
観
を
念
頭

に
お
い
た
う
え
で
、
為
替
取

組
所
取
引

を
め
ぐ
っ
て
さ
ら
な
る

メ
ス
を
加
え
て
み
ょ
う
。
電
信
か
参
着
か
期
限

付
き

か
、
ど
の
形

態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
。
東

京
に
つ
い
て
は
為
替
取
組
所
時
代
の
三
年
間

に
限
っ
て
情
報

が
え

ら
れ
る
（
第
４
表
）
。

為
替

売
買
の
圧

倒
的
部
分
を
参
着
払
為
替
が
占

め
、
期
限
為

替
の
比
重

は
低
く
、
電

信
為

替
は
極
め
て
稀
に
あ
ら
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
大

阪
で
は
、
統
計
は
省
く
が
、
一
八
八
四
年

ま
で
十
日
目
為
替

が
首
位

を
占

め
て
い
た
が
、
モ

の
後
急
減
し
、

参
着
払
に
首
位
を

譲
り
、
八

八
年

に
は
、
漸
増
し
て
き
た
電
信
為
替

に
も
抜
か
れ
て
し

ま
っ
ら
心

八
四
年

ご
ろ
ま
で
は
東
京

で
は
参
着
払
、
大
阪
で
は
期

限
付
手
形

が
優
位

を
占

め
て
い
た
点

に
関
し
て
以
下

の
東
西
間
の
応
酬
が
興
味
深
い
。

一
八
七
九
年

〇
明

治

匸
一
年
）
大

阪
同

盟
銀
行
会
が
為
替
手
形
の
参
着
払
を
廃
し
全
て
期
限
付
払

と
す

る
旨
決
議

し
た
と
い
う
。

そ

の
趣
旨

は
、
参
着
払

で
あ
る
と
「
案
内
状
未

達
前
」

に
「
請
取
人
ヲ
信
」
用
で
き
な

い
場
合
で
も
「
支
払
」

わ
な
く

て
は
な
ら

な
い
と

い
う

に
あ

伽

）
こ

の
報
に
接

し
た
東

京
銀
行
集
会
所
の
有
力

メ
ン
バ

ー
は
渋
沢
を
始

め
、
参
着
払
＝
一
覧
払
手
形

が
「
金
繰
ヲ
以

テ
取

（
1
1）

組
」

ま
れ

る
点

を
強

く
主
張

し
、

そ
れ
を
廃
す

る
は
「
退

歩
ヲ
取
り
好

ソ
テ
野
蛮

二
入
ル
」

と
ま
で
批
判

し
た
。
こ

の
こ

と
は
草

創
期
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第３図　大阪為替取組所各月取引高の推移
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(1) 1886 年 ４月 まで は「銀 行 局年報」「 大阪交 換所」， それ以降 はr 銀 行通信 録』より作 成。

但 し1890 年 １月以 降 は大阪同 盟 銀行 集会所r 銀行 報告 誌』に よっ て補正。「銀行 局 年

報亅で は東 京以 外の 各地 に向け られた為 替 およ び当所 割引 の記 赦 がない。

(2) 1884 年10 月11 日以 前 は為 替取組 所， そ れ以 降 は為 替割 引打 合所 での売 買。



136

第４図　東京為替取組所各月取引高の推移
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（1）『東京銀 行集 会所 半季 報告』『r 日本金 融 史資料　 明 治大正 編』第一 二 巻所収 ）よ り作

成。

26日以前は為替取組所,それ以降は手形取引所0 1891年３月手形交換所
のため廃止。
から児87 年下 期 にかけ て休業 状 態６

勍
　

汨

ぐ
　

く

の
「
手
形
」
観
念
が
ど
の

よ
う

な
も
の
で

あ

っ
た
か
を
示

し
て

余
り

あ
る
が
、
モ

の

後
東

西
間

に
参
着
払
為
替

が
行

わ
れ

て
い

た
こ

と
か
ら
察

し
て
、
大

阪
同

盟
銀
行
会

の
「
決
議
」

は
実
行

に
至
ら
な
か
っ
た
と

思

わ
れ
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
為
替
取

組
所

に
お
い
て
売
買

さ
れ
る
為

替
は
ど
こ
に
向

け
ら
れ
た
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ

ろ
り

か
、
モ

の
仕
向
け
先
別
構
成
で
あ
る
。

大
阪
０
為
替
取

組
所
の
為
替
取
引

は
全
て

東
京
向
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以

外
の
各
地

向
け
為
替
は
扱
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
京

都
に
お
い
て
は
「
各
地
為
換
」
が
売
買
さ

れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳

は

判
ら
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
東
京
の
取
組

所
で
は
大
阪
向
け
以
外

に
東
西
各
地
向
け

為
替
が
売
買
さ
れ

た
。
そ
の
地
域
構
成
を
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第４表 東京為替取組所における為替取引
(千円)

第４図に同じ。

1880, 87 年については10月から12月の３ヶ月についてのみ。また82年下期

は数字が掲げられていない。 83年は7,8 月を 欠く10ヶ月の集計。

倒

叨

ま
と

め
た
の
が
第
４
表

で
あ
る
が
、
こ
こ

か
ら
、
大
阪
向
け
為
替
が

全
体
の
八
、

九
〇
％

に
及

び
、
そ

れ
に
京

都
・
名
古
屋
を
加
え
れ
ば

ほ
と
ん
ど
全
体
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
し
ま
り

と
い
う
、

極
端
な
大
都
市

集
中

が
浮

び
上

っ
て
く

る
。
そ
れ
以

外
の
地
方

向
け
は
、
東

日
本
、

西
日
本

と
も
に
微

々
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
比

較
的

頻
度

の
高

い
の
は
神
戸

で
、
そ

の
他

の
函
館
・
岐
阜
・
足
利

・
高
知
・
福

島
・

静
岡

・
徳

島
・
姫

路
・
松

山
な
ど
は
半
季

ご
と
の
集
計

で

Ｉ
〇

年

に

Ｉ
、
二
度

顔
を
出
す

に
す

ぎ
な
い
。

以

上
の
検
討

に
よ
っ
て
、
為

替
取

組
所

の
売
買
取
引

の
基
軸

が
、

東
京

・
大

阪
間

の
為
替

に
あ
っ
た
こ
と
が
明

瞭
と
な
っ
た
。
幕

藩
制

的
商
品
流

通
に
規
定

さ
れ
て
、
江
戸
期

の
為
替
取
引

が
、

特
権
的
両

替
商

に
よ

る
江
戸
・
大
阪
間

の
二

極
取
引

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
明

治
変
革
後

の
為

替
市

場
は
全
国

各
地
に
散

在
す

る
国

立
銀
行
群
を
む

す

ぶ
自
由

な
為

替
取
引

を
柱

と
し
、

地
域
的

に
は
二

極
か
ら
地
方
分

散
化

し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴

が
あ
っ
た
。
モ

れ
を
う
け
て
東
京
為

替
取

組
所

の
取
引

も
大
阪
向
け
為
替
に
限
定
さ
れ
ず
、
全
国
各
地

へ

向
け

ら
れ
た
為
替
も
取
引

対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
態

は
そ

の
大

半
が
大
阪
向
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

に
関
し
て

は
、
明
治
初
頭
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の
変
革

途
上

に
あ
っ
て
は
、
旧
幕
下

の
二
極
市
場
構
造
を
一
挙
に
払
拭
し
え
な

い
と
い
う
過
渡
的
事
情
、
な
ら
び

に
さ
き
に
見
た

よ
う

に
隔

地
間
為

替
取
引

の
全
国
化
に
と
も
な
っ
て
東
口
本
の
取
引

は
東
京
、
西
日
本
に

お
い
て

は
大
阪

へ
集
中
し
つ
つ
あ

っ
た
と
い
う
新

た
な
市

場
編

成
の
胎
動

を
考
慮
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
全
国
為

替
市
場
が
、
東
日
本

は
東
京
、
西
日
木
は
大
阪
を
決
済
軸

と
す

る
二
極
集

中
編

成
を
と
る
な
ら

ば
、

こ
の
二

極
の
出
合

い
を
は
か
る
こ

と
に
よ
っ
て
現

金
輸
送
の
必
要

性
は
一
挙

に
減
少
す

る
。
し
か
し
、
明
治

初
期

に
勃
興
す

る
内
国
為
替
市
場

の
起
点

は
長
野
・
群
馬
・
福

島
な
ど
東

山
道
各
地
と
東
京

・
横
浜
を
む
す
ぶ
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。
東

京

の
為
替
取
組
所

は
、

全
国

各
地
向
け
為
替

を
そ

の
売
買
対

象
に
加
え
、

こ
の
新
た
な
事
態

に
対

応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
。
そ

れ

は
所
詮
傍
流
で
し

か
な
か
っ
た
。
新

た
に
勃
興
す

る
東
山

地
方

の
生
糸
為
替
な
ど
の
出
合

を
直
接

つ
け

よ
う
に
も
為
替
取

組
所
に
お

い
て

は
事
実
上
不
可
能
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
為
替
取
組
所
設
立

の
益
は
、

地
方

銀
行
よ
り

も
、
東
西
日
本

に
ひ

ろ
く

為
替
取
引

を
展

開
し
つ
つ
あ
っ
た
第
一
、
第
三
な

ど
都
市
大
銀
行

に
あ

っ
た
で

あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
そ

れ
が
、
横

浜
第
二
・
第
七
十
四

な
ら
び
に
松
本

第
十
四
・
福
島
第
六
な

ど
が
為
替
取
組
所
へ
参
加
し
な

か
っ
た
理
由
で

あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
為
替
取
組
所

に
お
け

る
大
都
市
向
け
為
替
取
引

は
為
替
市
場

全
体

の
な
か
で

ど
れ

ほ
ど
の
比
重
を
占

め
た
の
で
あ
ろ
り

か
。
こ
こ
で
は
資
料
の
点
で
東
京
為
替
市
場

に
つ

い
て
し

か
検
討
で
き

な
い
。
東
京
銀
行
集
会
所

と
為
替
取
引
所

加
盟

銀
行

の
為

替
取

組
高
を
大
阪
・
京

都
・
名
古
屋
向
け
別
に
対
比
し
て
み
た
も

の
が
第
５
表
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
な
ら

ば
、
取
引

所
売
買
高

の
集
会
所

取

組
高
に
対

す
る
比
率
は
、
創
立
直
後
の
八
一
年

〇
明
治
一
四
年
）

か
ら
八
四
年

ま
で

は
、
一
〇
％

と

い
う
高

い
も

の
で
あ

っ
た
。
八

五

年
に
入

っ
て
そ

の
比

重
は
や
や
低
落
し
た
の

も
、
一
時
休
業
状
態

に
陥
り
、
そ
の
後
八
七
年
秋
再

び
活
動
を
始

め
、
八
五
年

の
水
準

を
回
復
す
る
か
に
み
え

た
が
、

結
局
頽
勢
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
京
為
替
市
場

に
お
い
て
為
替

取

組
所

の
活
動

が
大
き

な
意
味

を
も
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
八
〇

年

か
ら
八
四
、
五
年
に
か
け
て
で
あ
っ

た
と
言

っ
て
間
違
い
な
い
。
仕

向
け
地
別

に
み

る
な
ら

ば
、
そ

の
比
率

は
名
古
屋
Ｖ
大

阪
▽
京

都
の
順

に
並
び
、
創
立
直
後
の
八
一
年

上
期

に
は
、
名
古
屋
向
け
の
実
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が

に
四

一
％

、
大
阪
向
け
で
も
一
九
％

が
取
組
所
で
売
買

さ
れ

た
の
で
あ

る
。
問
題
は
、
こ
の
よ
う

に
高
い
比
率

を
誇

っ
た
取

組
所
取
引

が
八
五
年
（

明
治
一
八
年
）
を
さ

か
い
に
な
ぜ
減
退
し
て
い

っ
た
か
に
あ

る
。

そ
の
変
調
に
対
し
、
八
六
、
七
年
の
開
店
休
業
が
大
き
な
関
わ
り
を

も
っ
て
い

る
。
モ

の
原
因
と
し
て
、
隣
接

地
で
の
臨

時
コ
レ
ラ

禍
ど
予
備

抵
当
廃
止
に

と
も
な
う
手
続

の
繁
雑
化

の
二
つ
を
挙
げ
り
恥
七
こ

の
よ
う
な
為
替
取
組
所
の
比
重

の
低
下

は
東
京

ば
か
り
で

な
く
大
阪
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ

る
も

の
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、

コ

ど
フ
禍

は
一
時
的
な
理
由

に
す

ぎ
な
い
。
予
備

抵

当
を
廃
止
し
、
個

々
の
取
引

に
抵
当
を
用
意
せ

ざ
る
を
え
な
い
と

い
う
「
逆
行
」
措
置

は
、

お
そ
ら
く
手
形

の
不

渡
が
多
発

し
た
こ
と

に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。

こ
こ
で
第
４
図
を
ふ
り

か
え
っ
て
み

る
な
ら
ば
、
八
六
年
八
月
予
備
抵
当
廃
止
以
前
、
八
四
、
五
年

か
ら
為
替
取
組
所

の
地

盤
沈
下

は
既

に
進
行
し
て
い
た
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
の
発
端

は
、
八
三
年
九
月
為
替
取

組
所

が
手
形
取
引
所

へ
再

編
さ
れ
、

売
買
の
重
点
を
為
替
か
ら
当
所
割
引

へ
移
し

た
こ
と
に
求

め
る
べ
き
か
も
知
れ
な

い
。
こ
こ
で
想
起
す

べ
き

は
、
こ

の
再
編

が
日
本
銀
行
の
創
設
に
と
も
な
う
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
日
銀
は
内
国
為
替
取
引
を
開
始
す

る
一
方
、
再
割
引

銀
行
と
し
て

の
活

動
基
盤
を
急

に
整
え

る
べ
く
手
形

取
引
所
を
軸
と
す

る
割
引

シ
ス
テ

ム
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
っ

た
。
為
替
取
組
所

の
地
盤
沈
下

と
日

本
銀
行
の
内
国
為
替
取
引

の
開
始
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
が
次
の
課
題
で
あ

る
。

（

―
）
「

大
阪
手
形

交
換
所
記
録
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
七
巻
、
二

二
七
－

二
二

八
頁
。

（
２
）
　
同
　

第
七
巻
、
一
三
九
頁
。

（

３
）
「

揮
善
会
録
事
」
（
第
三

一
、
二
回

、
一
八
八
〇
年
三
、

六
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
編
』

第

二

一
巻

、
九
七
－

一
〇
〇
頁

。
こ

の

と
き
行
わ
れ

た
調
査
で

は
。
二
〇

行

一
ヶ
月
平
均
手
形
取
付
高

は
「
八
百
余
枚
」
、
す

な
わ
ち
一
行
一
日
平
均
僅

か
に
一
枚
に
す
ぎ
な
か
っ

た

と

い
り

。
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（

４
）

東

京
銀
行
集
会
所
「
半
季

実
際
報
告
」
（

第
一
回
、
一
八
八
〇

年
下
半

期
）
同

上
誌
第
一
二

巻
、
一
一
七
頁
。
ま

た

「
同

盟
銀
行
為
換
取

組
中

合
規

則
」
に
つ
い
て

は
『
渋
沢

栄
一
伝
記
資
料
』
第

七
巻
二
三

七
１
二
三
九

頁
を
み

よ
。

（
５
）
　
京
都

銀
行
協
会
『
銀
行
上

源
流
と
進
展
』
（
一
九
八
〇
年
）
一
五
五
頁

。
京
都
同

盟
銀
行

創
立
時
の

メ
ソ
。（

Ｉ

は
、

第
四
十

九
、

第

百
十

一
、

百
五
十
三

の
三
本
店
銀
行
、
第
一
、
第
十
三
、
第
二
十

六
、
第
百
三
十

お
よ
び
三
井

の
五

支
店
銀
行
で
あ
っ
た
。
一
〇

ヶ
月
後

ま
で

に
上
記

八
行

以
外

に
、
第
七
十
、
竹
原

の
二
本
店
銀
行
、
第

六
十
四

、
第
百
十
五

の
大
津
系
二
支
店

銀
行

が
加

わ
り
、
こ

の
一
二
行

に
よ
っ
て
為
換

打
歩
打

合

会
所

が
組
織

さ
れ
た
。
本
文
で

は
そ
の
名
称
を
次
注
（
６
）
に
掲
げ
る
『
沿
革
大
要
』

に
よ
っ
て
「
打

合
場
所
」

と
し
た
。

（

６

）

（

７

）

〇
８

）

（

９

）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

『
蒻

詔

詛

響

芙

″
』
八
上

Ｏ
Ｚ
・

作
道
洋
太
郎
『
日
本
貨
幣
金
融
史

の
研
究
』
（
一
九
六
一
年
）
三
一
七
、
八
頁
。

「
擇
善
会
録
亊
」

〇
第
三
二
回
、
一
八
八
〇
年
六
月
）
『
自
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
緇
』
綰
一
二
巻
、
一
〇
〇
頁
。

各
年
次
『
銀
行
局
年
報
』
「
大
阪
交
換
所
」
よ
り
。

「

擇
善
会
録
事
」
（

第
二
七
回
、
一
八
七
九
年
一
一
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
　

明
治
大
正
瑁
』
第
一
二
巻
、
八
五
頁
。

同
（

第
二
九
回
、
一
八
八
〇

年
二
月
）

同

上
書

第

二
一
巻
。
九
二

頁
。

東
京
銀
行
集
会
所
「
半

季
考
課

状
」
（

第
一
三
回

、
一
八
八
六
年
下

期
）
　
同

上
書
　

第

二

一
巻
、
一
七
五
頁
。

第

六

章
　

草

創

期

日

銀

の

コ

ル

レ

ス
取

引

日
本

銀
行
は
、

地
域

の
資
金
需

給
を
平
準
化
す

る
た
め
に
、
自

ら
地
方

の
有
力

銀
行
と
コ
ル
レ
ス
契
約
を
む
す
び
内

国
為
替
取
引

を

行

っ
た
。
中
央
銀

行
と
し
て
は
特
異

な
、

こ
の
日
銀

の
内
国
為
替
取
引

は
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
明
治
初
期

の
形

成
期

内
国
市
場
に
ど

の
よ
り

な
影
響
を
与
え

た
で
あ

ろ
う

か
。

日
銀

は
一
八
八
三
年
（

明
治
一

六
年
）
六
月
、
各
地

の
国
庫
金
取
扱
代
理

店
銀
行
と
国
庫
連
帯
コ
ル
レ
ス
約
定
を
結
び
内

国
為
替
業

務
を
開
始
し

た
。

と
こ
ろ
が
国
庫
代
理
店
以
外

の
銀
行
よ
り

コ
ル
レ
ス
取
引

の
申

し
入

れ
が
あ
り
、
こ

れ
を
受
け

て
翌
八
四

年
二

月
、
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京

都
、

神
戸

、
馬
関
、
長
崎
、
松
山
、
新
潟
・
箱
根
な

ど
枢
要
の
地

に
国
庫
事
務

と
関
係

を
も
た
な
い
コ
ル

レ
ス
約
定
店
を
設
け

る
こ

と
が
認

め
ら
れ

た
。
第
６
表

に
よ
れ
ば
、
日

銀
は
八
四
年
末

ま
で

に
ほ
ぼ
全
国

コ
ル
レ
ス
絅
を
搆
築
し

お
え
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

そ
の
数
は
本
店
七
一
、
大
阪
支
店
六
〇

、
本
支
店
合
同

一
と
い
う
大

が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。

日
銀

の
コ
ル
レ
ス
約
定
は
、
「
貨
財
ノ
融
酊

が

た
す
け

る
た
め
、

通
常
の
貸

出
・
割
引

・
預
金
以

外
の
為
替
取
引

・
商
業
手
形
取

付
・
代
金
取
立
・

一
時
融
通
貸

の
便
宜
を
地
方

の
銀
行
に
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
信
用
供
与

は
銀
行

ご
と

に
貸
出
極
度

が
決

め

ら
れ
て

い
た
か
ら
、
そ

れ
を
合
計
す

る
な
ら
ば
、

日
銀
が
コ
ル
レ
ス
取
引

に
対
し
て
ど
の
程
度
Ｏ
規
模
粲
想

定
し
て

い
た
か
、

だ

い
た

い
見

当
が
つ
く
。

た
と
え

ば
、
一
八
八
八
年
（
明

治
二

一
年
）

六
月
現

在
、
日

銀
本
支
店
別
の

コ
ル
レ
ス
約
定
数

な
ら

び
に
極
度
総
額

は
、
本
店
九
〇

ケ
所
、
約
一
五
三
万
円
、
大
阪
支
店

六
三
ケ
所
、
約

一
〇
七
万
円

に
達
す
る
。
こ
の
と
き
大
阪
支
店

○
当
座
預

金
・
貸

越
取
引

先
が
大
阪
本
支
店

銀
行
一
八
行
、
京
阪
神
富
豪
五
名

で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す

る
極
度
総
額

は
三
九
万

五
千
円

〇
う
ち
個
人
向
け

一
三
万

円
）
で
あ

っ
た
こ

と
を
想
起
す

る
な
ら

ば
、
日
銀

の
地
方

銀
行

に
対
す

る
コ
ル
レ
ス
取
引

の
も
つ
重
要
性
が
浮

び
上

っ
て
く

る

で
あ
ろ
う
。

次
に
、
コ
ル

レ
ス
契
約

に
も
と
づ
い
て
実
際

に
ど
れ

ほ
ど
取
引

さ
れ

た
か
、
そ

の
運
用
状
況

を
検
討

し
よ
う
。
日
銀
コ
ル

レ
ス
取
引

の
大
半
は
隔
地
間
の
送
金
業
務

に
あ
り
、
他
所
割
引
な

ど
一
時
融
通
貸

は
僅

か
に
行

わ
れ
た
に
す

ぎ
な
い
。
日
銀
の
送
金
業

務
は
政
府

送
金
と
人
民
送
金
の
二
つ
の
柱

か
ら
た

っ
て

い
た
。
こ

の
点

に
留
意
し

な
が
ら
実
際

に
行

わ
れ
た
取
引

先
店
数
な
ら
び
に
取
引

件
数
を

整
理
し
た
の
が
第
６
表
で
あ

る
。
資
料

の
点

か
ら
、
一
八
八

六
年
上
期

ま
で
の
六
期

分
し

か
判
ら

な
い
が
、
政
府
・
人
民
と

も
に
八
四

年
（

明
治
一
七
年
）
下

期
を
画
期
に
ほ
ぼ
日
銀

コ
ル
レ
ス
取
引

の
態
勢
が
整

い
、
そ

の
運
用

が
本
格
化

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
注

目

す
べ
き
こ
と
に
、
人
民
送
金
の
取
引

先
数

お
よ

び
取
引

件
数

は
、
政
府
送
金

の
そ
れ

よ
り

も
遙

か
に
多
い
。
政

府
送
金
は
、
日

銀
本

店

と
大
阪
支
店

の
間

の
送

龠
以
外
は
、

各
地
よ
り
東
京
、
大

阪
へ
向
か
う
一
方

向
の
送
金
が
主
要
な
流

れ
で
あ

っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て



人

民
送
金
は
、
大
阪
支
店
の
各
地
向
け
を
の

ぞ
い
て
、
各
地

か
ら

の
送

金
、
各
地

へ
向
け

た
送
金
、

い
ず
れ

の
取
引

ル

ー
ト
も
広
汎

に

行
わ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
点

か
ら
、
日
銀
が
政
府
関
係
に
比

べ
人
民

に
対
し
窓

口
を
よ
り

広
く
開
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
民
間

の
資
金
移
動

を

促
進
す

る
と
い
う
姿
勢
を

よ
み

と
る
こ

と
が
で
き

る
。

窓

口
・
件
数

の
う
え
で

は
人
民

送
金
が
圧
倒
的

に
多

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

行
さ
れ
た
送
金
額

の
点

〇
第
７

表
）
で
は
、
政
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第６表　 明治初期日本銀行のコルレス取引先と件数

取 引 先 店 数 取 引 件 数

政府送金 人民送金 政府送金 人民送金

各地

へ

各地

より

各地
へ
各地
より
各地
へ 贊

各地
へ 贊

東

京

本

店

1883 年下 期

84　上

下

85　上

下

86　上

０

０

０

０

０

０

6

n

23

24

20

20

1

12

22

26

32

30

5

5

36

37

42

39

０

０

０

０

０

０

12

37

131

76

102

157

13

78

150

298

491

518

30

51

948

576

923

939

§
84 下

85　上

下

86　上

１

１

１

１

3

16

19

23

２

５

９

５

58

41

39

33

６

２

４

４

5

40

69

85

33

42

62

46

623

308

435

382

日本銀行『半季報告材料書類』（各年次）により作成。(1)

府

送
金
と
人
民

送
金
は
、
年

に
よ
っ
て
出
入

が
あ
る
が
、

ほ
ぼ
拮
抗
す

る
二
つ

の
流

れ
を
形
づ
く

っ
て
い
た
。

コ
ル
レ
ス
取
引

開
始
直
後
は
人

民

送
金
が
先

行
し
て
い
た
が
一
八
八
七
年

に
入

る
と
、

政
府
送
金
が
急

膨
張

し
、
人
民

送
金
と
肩
を
並
べ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
凌
駕
す

る

に
至

っ
た
。
モ

の
動

き
は
大
阪
支

店
の
取
引

が
急
膨
張
す

る
な

か
で
惹

き

起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
七
年
下

期
に
東
京
本
店
が

コ

ル

レ
ス
約
定
店
を
こ
れ
ま
で
東
日
本
に
限
定
し
て

い
た
の
を
西
日
本

に

ま
で
広
げ
た
の
に
対
し
。
大
阪
支
店
の
約
定
店
数

お
よ

び
極
度
額

に
ほ

と
ん
ど
変
化
が
な

か
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
八
六
年
以
降

の
大

阪
支

店
の

送

金
取
引

金
額
の
急
膨
張
は
、
日
銀

の
方
針

に
由
来
す

る
も
の
で
は
な

く
、
西
日
本

を
中

心
と
す

る
送
金
需
要

の
増
大

に
も
と
づ
く

も
の
で
あ

っ
た
と
す

る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

日
銀

の
コ
ル
レ
ス
取
引

が
全
国

の
資

金
集
散

に
ど
の
よ
う
な
意
義
を

も
っ
た
か
、

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

そ
の
取
引

の
明
細
が
明
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第７表　 明治初期日本銀行のコルレス取引

(千円)

明治大正縉』第八巻所収）（1） 各年次『日本銀行半季報告』（『日本金融史資料

より作成。

ら

か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
こ
に
第
８
表
と
し
て
、
日

銀
本
店

お
よ
び
大
阪
支
店
の
送
金
取
引

上
位
二
五
行
の
取
引

状
況

を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
一
瞥
す

る
な
ら
ば
、
次
の
諸
点
を
惹
き
だ
す

こ
と
が
で
き

る
。
第
一

に
、
日
銀
本
支
店
間
の
取
引

高
が
政
府
・

人

民
送

金
を
と
わ
ず
、
極

め
て
巨
額
に
の

ぼ
り
、
そ
の

シ
ェ
ア
は

際
立
っ
て
高
い
。
政
府
送
金
は
大
阪
支
店
よ
り
本
店
へ
、
人
民

送

金
は
本
店

か
ら
支
店

へ
向
う
流
れ
が
大
き
い
。

こ

こ

に

は
、
東

京

・
大
阪
の
市
中
銀
行

に
よ

る
両
都
間
の
日
銀
を
介
し
た
送

金
を

含
ん
で

い
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
政
府
・
人
民

送
金
い
ず

れ
を

と
っ
て
も
、
地
方
向
け
送
金

は
日
銀
本
支
店
間
分

を
の

ぞ
け

ば
と

る
に
足
ら
な
い
。
地
方

か
ら
東
京
本
店

あ
る
い
は
大
阪
支
店

へ
向

け

た
送
金
に
こ
そ
日
銀
送
金
の
意
義
が
あ
っ

た
の
で
あ

る
。
第
三

に
、
日
銀
本
支
店
間
取
引

を
の
ぞ
い
た
取
引

高
に

お
い
て
上
位
一

〇

傑
、
二
四
傑
の
占

め
る
シ
ェ
ア
を
計
算
し
て
み

る
と
、
日
銀

送

金
取
引

が
少
数
の
銀
行

に
集
中
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ

る
。

そ
の
傾
向

は
政
府
送

金
に
お
い
て
と
く

に
著
し

か
っ
た
が
、
上
位

一
〇
傑
で
五
〇
％

を
凌
駕
し
な

か
っ
た
の
は
、
地
方

か
ら
の
人
民

送
金
項
目
だ
け
で
あ
っ

た
。
さ
す

が
に
上
位

二
四

傑
を

と
れ

ば
、
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第８表　1885 年 日銀送金手形取引本支店別上位二五行一覧

東　　京　　本　　店 大　　阪　　支　　店

仕　向　先
政府送金 人民送金

仕　向　先
政府送金 人民送金

各地へl贊| 各地へ､1'管 各地へ 各地
より
各地へ 各地
より

日銀大阪② －　900l  1,337;　341 日 銀 本 店｜　900 爿　341 1,337

第 十八

第 三十五

第 十二

第 六ﾅ 九

第十二金沢＠

小千 谷金融

第百苙山田＠

第百三十九

川崎千葉 ②

第 八十一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

360

315

201

135

－

189

159

56

119

452

5

75

62

35

45

一

一

1

－

25

109

26

35

92

14

6

,16

109

12

第 九十二

第 六十六

第 五十五

三 井 京 都 ②

〃　紬 戸Ｓ

第六十四八幡く象

第 五十六

第百三十京都

第三十五

第百六

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

こ匸

で匸

‾1　　‾日 －

117　　－］ ＿

匸

20

10

8

201

183

' 160

27

137

136

34

第十二七尾⑩

第八十五

第二十八

第五十

川崎水戸 ②

第八

田中松本 ②

伊藤岡崎 ②

川崎佐原＠

須 坂

第七十七

川崎本宗道②

xx木更津＠

掛 川

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

124

104

60

50

19

43

－

－

12

－

40

7

10

－

1

－

24

27

－

19

－

12

4

－

ユ

－

－

－

2

17

－

2

57

10

72

60

48

57

10

44

40

50

第八十七

第二十二

第六十一

三井大 津⑩

第百十山口②

第二十三

第五十八福岡②

第三十二堺＠

三井和歌山＠

第五十二

第三十八

第百三十三

三井広 島⑩

第三十四徳島⑩

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

85

－

74

－

36

15

一

一

一

一

一

15

一

一

一

一

一

９

－

－

－

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

70

31

14

62

60

54

52

52

36

44

40

全 国 総 計 - 3,073 2,120 1,677|全 国 総 計 900 1,266 350 3,199

日銀シｘア％ 日29.3 63.1 20.3 日銀シｘア％ 100.0 ０ 95.8 41.8

昌に 佃
詣熨箝

- 70.6 86.2 33.2 鴿認知 o[ 68.8 ０ 49.2

ぺ92.2 97.4 68.3
日銀のぞくo
24傑シ＝ア

％ ０ 86.6 100.0 76.9

（1） 日銀『第六・七回半季報告材料書類』より作成。

(2) R は支店，のは出張所。
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地
方

か
ら
本
店

へ
あ
て

だ
人
民

送
金
を

の
ぞ
く
、
五
つ

の
項
目

全
て
で
七
五
％

を
憫
す

る
シ
ェ
ア
を
占

め
る
。
国

立
銀
行
一
五
〇

行
、

私
立
銀
行
二
一
八
行

に
対

し
、
日

銀
は
一
三
三
店

と
コ
ル
レ
ス
約

定
を
む
す

ん
だ
が
、

送
金
取
引

の
大
半

は
上
位
二
四

行
に
集
中
し
て

い

た
の
で
あ

る
。
第
四

に
、

こ
の
上
位
二
四
行

は

Ｉ
、
二

の
例
外

を
の
ぞ
い
て

全
て
国

庫
取
扱
代

理
店
で
あ
っ
た
。
モ

の
な
か
で
も
と

く
に
人

民
為
替
の
比
重

の
高

い
の
を
選

ん
で
み

る
と
、
本
店
取
引

先
で

は
、

長
崎
第
十
八
、
川
崎

銀
行
、

静
岡
第
三
十
五
、
金
沢
第
十

二
、
長
岡
第

六
十
九
な

ど
、

そ
れ
に
田
中
・
伊
藤
・
須

坂
な
ど
０
私
立

銀
行

群
が
つ
づ
く
。
大
阪
支
店
取
引

先
の
な
か
で
は
、
三
井
銀

行

が
一
頭
地

を
抜
き
、

第
百

三
十
（
京

都
）
、
第
六
十
四
（

八
幡
）
、
第

三
十

五
国

立
銀
行
な
ど
国

立
銀
行
群

が
つ
づ

く
。
全
体
と
し
て

み

れ
ば
、
私

立
銀
行
０
方

が
人
民

為
替
の
比

重
が
高
い
。

以
上

の
検
討

に
よ
っ
て
、

日
銀
コ
ル
レ
ス
取
引

の
実

態
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
な
る
問
題
は
、
こ
の

よ
う

な
取

引

が
明

治
初
期
の
内
国

為
替
市
場
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
日
銀
創
設
以
前

に
お
い
て
内
国
為
替
市
場

の
最

終
的
調

整
の
場
で
あ
っ
た
為
替
取

組
所
の
活
動

に
如
何

な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
こ
と
に
あ

る
。

隔

地
間

の
資
金
の
流
れ
と
い
り

点
か
ら
す
れ
ば
、
日

銀
コ
ル
レ
ス
取
引

は
次
の
二
つ
の
流

れ
を

も
た
ら
し

た
。
第
一

に
、
日
銀

送
金

為

替
は
東
京

・
大
阪

か
ら
地
方
へ
資
金
を
送
る
手
段
と
し
て
は
さ
し
て
利
用
さ
れ
ず
、
逆

に
地
方

か
ら
都
市

へ
送

金
す

る
と
き
大

い
に

利
用

さ
れ
た
。
東
京
為
替
取
組
所
が
各
地
向
け
為
替
の
売
買
を
試
み
な
が
ら
、
大
都
市
以
外

に
つ

い
て

は
ほ
と
ん
ど
大
き

な
成
果

も
ち

え
な
か
っ
た
こ
と
を
想
え
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
あ
い

か
わ
ら
ず
地
方
向
け
送
金

は
大
き
な
流
れ

と
は
な
ら

な
か
っ
た

が
、

地
方
か
ら
東

京
・
大
阪

へ
の
送
金

ル
ー
ト
が
大
き
く
開
け
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
て

は
な
ら
な

い
。
と
く

に
金
沢
第
十
二
、
小
千
谷

金

融
あ
る
い
は
静
岡
第
三
十
五
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
開
港
以

降
の
輸
出
向
け
新
特
産
品
流
通
に

か
か
お
り
な

が
ら
、
為
替
取

組
所

に
よ

っ
て
は
便
宜
を
う
け
な

か
っ
た
、
地
方
の
多
く
の
銀
行
に
送
金
手
段
を
与
え
た
意
義
は
大
き
い
。

日

銀
送
金
為
替
に
よ

る
第
二
の
流
れ
は
、
東
京
・
大
阪
間
の
交
錯
す

る
太

い
流
れ
で
あ

る
。
両
都
の
間
に

は
、
東
日
本
各

地
か
ら
東
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第５図　大阪為替取組所における東京向け参着払為替の打歩

’80　’81　　’82　　’83　 ’84　　’85　　’86　　’87　 ’88　　’89年

（1）各年次『銀行局年報j 「大阪交換所」より作成
Ｏ

（2〉本打、逆打それぞれの各月平均をとったもの
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京

へ
向
け
ら
れ

た
巨
額
の
人
民
送
金
の
大
半
が
再
び
大
阪

へ
向
け
ら
れ
、
反
対
に
西
日
本
各
地

か
ら
大
阪

へ
集
中
し

た
人
民

・
政

府
為

替
の
一
部
が
東
京
へ
向
け
ら
れ
、
両
者
が

ほ
ぼ
見
合
う
と

い
う
関
係

が
成
立
し
て

い
た
。
こ

の
東
京

・
大
阪
間

を
む
す

ぶ
日

銀
本
支

店

間

の
為
替
送
金
は
そ

の
多
く
が
両
都
の
市
中
本
支
店
銀
行

に
よ

る
も

の
で

あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
日

銀
に
こ

の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
両
都
の
本
支
店
銀
行
に

と
っ
て
為
替
需
給

の
場
で

あ
っ
た
為
替
取
組
所

の
意

義
を
著
し
く
低
下

せ
し
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。
一
八
八
四
、
五
年
以

降
の
東
西
為
替
取
組
所

の
為
替
売
買
高

の
減
少

の
背

後
に
は
、
日

銀
に
よ
る
全
国

コ
ル
レ
ス
絅
を
介
し
た

為
替
送
金
機
構

の
確
立
が
大
き
く
も

の
を
言

っ
て
い

た
の
で
あ

る
。

為
替
取
組
所

に
対
す

る
日

銀
創
設
０
影

響
は
、
取

組
所
為
替
打
歩

の
動

き

〇
第
５

図
）

の
う
ち
に
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
日

銀

は
各
地
送

金
取
引

に
さ
い
し
手
数
料

を
徴
収

し
た
が
、
そ

れ
は
「

里
程
ノ
遠
近
及
便
不
便
」
に
も
と
づ
い
て
算
出
さ
れ
、
一
定
期
間
固

定
さ
れ
た
。

た
だ
東
京

・
大
阪
間

に
つ
い
て
は
「
大
阪
支
店

ノ
金
融
ノ
都
合

ニ
ョ
リ
高
低

」
し
て
決

め
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
期

に
お
い

てヽ
は
最
高
一
〇

銭
、
最
低

五
銭
の（
≪
）
上
下
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日

銀
為
替
取
引

の
固
定
的
な
手
数
料
制

は
為
替
取

組
所

の
為
替
打
歩

に
影
響
を
与

え
な
い
わ
け

に
は
ゆ

か
な
い
。
大
阪
為
替
取

組
所
０
東
京

向
け
参
着
払
手
形

の
打
歩
は
為
替
需
給
に
よ

っ
て
決

ま
る
が
、

一
八
八
二
年

〇
明

治
一
五
年
）

を
さ
か
い
に
、
変
動
幅
が
著
し
く
縮
小

し
て
い
る
こ
と
が
第
５
図

か
ら
う

か
が
え

る
。

日

銀
本
店

と
大

阪
支

店
の
間

の
送
金
取
引

は
八
三
年

上
期

に
開

始
さ
れ
て
た
こ
と
、

こ
れ
以

降
取
組
所
の
東
京
向
け
為
替
の
打
歩

は
日

銀
手

数
料
で

あ
る
五
銭
か
ら

Ｉ
〇
銭
の
間
に
収
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
と
く

に
八
四
年
大
阪

の
金
融
逼
迫
の

と
き
で

さ
え
八
二
年
以
前

に

く

ら
べ
変
動

が
遙
か
に
小
さ

か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点

か
ら
為
替
取
組
所
の
活
動

に
対
し
日
銀

＝
ル
レ
ス
取
引

が
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

を
及

ぼ
し

た
と
み
て
間
違

い
な
い
。
第
５
表

と
第
７
表

に
み
る
よ
う
に
、

三
都
に
設
け
ら
れ
た
為
替

取
組
所
の
機
能

は
、
日
銀

の

＝
ル

レ
ス
＝
為
替
取
引
の
拡
充

に
よ
っ
て
次
第

に
併
呑

・
代
替

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
集
第
二
巻
、
六
八
一
頁
。
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（
２
）
　
日
本
銀
行
『
半
季
報
告
材
料
書
類
』
（

一
八
八
八

年
上
半
季
、
大
阪
支
店
分
）
三

六
四
頁
。

（

３
）
　
同
　
（

一
八
八
六
年
上
半

季

本
店
分
）

二
（

○
頁
、
に
よ
る
。

お
　

わ
　

り
　

に

明

治
変
革

に
よ
っ
て
幕

藩
憫

は
倒
壊

し
た
が
、
「
幕
藩
」
的
地
域
分
断
性
は
容
易

に
払
拭
し

う
る
も
の
で

は
な

か
っ
た
。「
単
一

銀
行
」

的
色
彩

を
色
濃

く
も
つ
国
立
銀
行
体
制

が
活
動

を
開
始
す
る
の
と
踵
を
接

し
て
、
中
央
銀
行
＝
日
銀
が
上
か
ら
創
設
さ
れ
た
。
全
国
市

場
が
未

だ
形

成
さ
れ
な
い
、
そ
の
形

成
途
上
に

お
い
て
、
如
何

に
し
て
全
国
の
金
融
統
御
を
果
し
う

る
か
、

こ
こ
に
後
進
国
中
央
銀
行

が
モ

の
趾

生
の
り

ち
に
担
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ

た
デ

イ
レ
ソ

マ
の
ひ
と
つ
が
横

だ
わ
っ
て

い
る
。
日
銀

は
、
一
九

世
紀
後
半

に
お
け

る

独
仏
中
央
銀
行
の
広
汎
な
支
店
絅
・
活
動

の
功
罪
を

ふ
ま
え
で

か
、
最
初

か
ら
広
汎
な
支
店
網

を
設
け

る
こ
と

を
避
け
、

各
地

の
銀
行

活
動
を
蚕
食
す

る
と
と
な
く
、

か
つ

全
国
的
資
金
調
節
を

は
か
る
機
構

と
し
て
、
ひ
ろ
く
内
国

コ
ル
レ
ス
網

を
設
置
し

た
。
中
央

銀
行

と
し
て
は
特
異
な
日
銀

の
内
国
為
替
取
引

は
、
開
港
以
降
急

速
に
膨
張

を
遂
げ
変
貌
し
つ

つ
あ
っ
た
内
国
為
替
市
場

に
あ
っ
て
、
あ
た

か
も
背
柱

の
如
き
位
置

を
占

め
る
に
至

っ
た
。
内
国
為
替
取
引

の
急

展
開

の
波
頭

に
あ
っ
て
、
そ

の
調
整
機

構
と
し
て
自
生
的
に
組
織

さ
れ

た
三

都
の
為
替
取

組
所

は
、
日

銀
の
コ
ル
レ
ス
為
替
取
引

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し

か
し

、
日

銀
の
内
国

為
替
取
引

が
如
何
に
盛
行
を
み
た
と
し
て
も
、
支
店
活
動
に
か
わ
り
う

る
も
の
で

は
な
い
。
日
銀

コ
ル

レ
ス

網

を
介

し
て
隔

地
間

の
送
金
は
か
な
り
円

滑
に
な
っ
た
と
は
い
迴
、
基
本
的
に
は
東

京
大
阪
以
外
の
地
方
の
銀
行
に
と
っ
て
、
日
銀

か

ら
随

時
手
形
再

割
引

あ
る
い
は
当
座
貸
越
の
便
宜
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
両
都
の
い
ず
れ
か

に
支
店
を
置

か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

他
方
、
こ
の
よ
り
に
取
引
先
を
東
京

・
大
阪

の
本
支
店
銀
行

に
限

る
こ
と

は
、
全
国
統
御

を
め
ざ
す
日

銀
に
と

っ
て
亀
問
題

と
な
ら



Ｏ
　

ざ
る
を
え
な
い
。
創
立
に
さ
い
し
て
日
銀

の
取
引
政
策

と
し
て

各
地

に
支
店
網

を
お
く

よ
う
構
想
さ
れ
て

い
た
が
、
そ

の
点

に
つ
い
て

Ｉ
　

は
、

大
蔵
省
、
日
銀
の
あ
い
だ
で
も
、
一
九
世
紀
末
西
欧
０
中
央
銀
行
の
変
貌

を
前

に
、
統
一
し

た
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
え

な
か
っ
た
の

で

は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

日
本
銀
行

は
開
業

直
後
の

一
八
八
二
年
一
〇

月
下

旬
、

大
阪
支
店

の
開
設

が
認

め
ら
れ

た
あ
と
、

一
八
九
三
年

（

明
治
二
六
年
）

春
、
北
海

道
に
二
つ

の
出

張
所
・
派

出
所

を
開

設
し
、
一
〇
月

赤
間
関
に
酉
部
支
店
を
新
設
す

る
ま
で
、
一
〇

年
間
ひ
と
つ
も
支
店
を

‘
　
開
設
す

る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
こ

の

Ｉ
〇

年
間
、
日
銀
・
大
蔵
の
双
方

に
お
い
て
支

店
開
設
の
動

き
が
全
く
み
ら
れ
な

か

、

つ
た
わ
け
で

は
な
い
。
一
八
八

六
年
（
明

治
一
九
年
）

六
月

、
日

銀
総
裁

吉
原

重
俊
の
名

で
大

蔵
大

臣
松

方
正

義
に
あ
て
「
支
店
増
設

之
義
大
蔵
大
臣
へ
上
申
案
」
が
提
出

さ
れ
て

い
る
。

‘
　「
上
申
案
」
は
、
こ
れ

ま
で
の

＝
ル
レ
ス
取
引

だ
け
で

は
「

地
方

ノ
商
況
金
融

ノ
消
長
等
確
視
仕
候

二
（

）
「
隔
靴

ノ
嘆
ヲ
免

レ
ス
」
、

そ

れ
ゆ
え
「

追

々
枢
要

ノ
地

二
支
店
ヲ
設

ケ
国
庫
金
事
務

ヲ
始

メ
諸
取
扱

向
ヲ

シ
テ
円
滑

ナ
ラ

シ
メ
」

る
よ
う

に
と
極
め
て
慎
重

に
切

り
出

し
て
い
る
。
設
置
す
べ
き
枢
要

の
地
と
し
て
は
、
長
崎
・
函
館
・
新
潟

・
神
戸
・
横
浜
・
赤
間
関

・
名
古
屋

・
仙
台

の
ハ

ケ
所

を

挙
げ
、

一
挙

に
設
置

す
る
の
で
な
く
、「
一
年
間
一
、
二
箇
所

夕
漸
ヲ
逐

ヒ
、
経
験

ヲ
積
テ
開
設
」
す
る
、
ま
た
、「
規
模
ヲ
狭
小

ニ
シ
テ
」

「
収

益
（

諸
入
費
ヲ
償

フ
ニ
足

ル
ヲ
以
テ
目
的

卜
為

シ
猥

リ
ニ
業
務

ヲ
超

へ
）

な
い
よ
う
「

検
束
」
す

る
旨
、
「
草
案
」

に
は
記
さ
れ
て

い
た
。
支
店
活
動

に
関
す
る
「
支

店
成
規
見
込
」
が
付
さ
れ
た
り
え
で
上
申
さ
れ
た
。
大
蔵
大
臣
松

方
正
義

は
、
こ

の
上
申
に
対
し
、

八
六
年
六
月
二
三
日
「
願
之

趣
聞
届

俟
条
支

店
設
置

ノ
場
所
并

事
務
細
則
等
速

カ
ユ
取

調
更

二
可

伺
出
事
」
と
回
答
し
て
い

る
。
こ
こ

で
日
銀
支
店
増
設

の
基
本
方

針
が
打

ち
出

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
故
か
、
こ
の
方
針
は
実

施
に
至
ら
ず
、
一
八
九
三
年

に
至

る
七
年

間
棚

ざ
ら
し

の
状

態
に
置

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
松
方
と
富
田
の
対
立

に
よ

る
も
の

か
、
あ

る
い

は
日
銀

の
「
私
益
」

に

よ

る
も
り
か
、
史
料

は
何

も
伝

え
て
く
れ
な
宍
四

こ
こ
で
は
次
の
点
を
指
摘
す

る
に
と
ど

め
て

お
こ
う
。
日
銀
支
店

に
対
し
て
、
個
人
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向

け
取

引

を

積

極

的

に
展

開

す

る

よ

う

求

め

る
富

田

と

、
モ

れ

を

嫌

い

日

銀

コ
ル

レ
ス
取

引

に
活

路

を

見

出

そ

り

と

す

る
松

方

、

両

者

の
間

に

は
中

央

銀

行

の
基

本
方

針

を

め
ぐ

つ
て

修

復

不

可

能

な

溝

が

横

だ

わ

っ

て

い

た

。
両

者

が

、

日

銀

に

お
い

て

は
支

店

と

い

え

ど

も

「
銀

行

の

銀
行

」

方
針

に

従

う

と

い
り

、

か

つ

て
外

山
修

造

が

掲

げ

た

構

想

を

受

け

入

れ

な

い

か

ぎ

り

、

日

銀

支

店

増

設

方

針

は
一

歩

も
進

み
え

な

い

。

こ

の
点

で

の

合
意

を
え

て

は

じ

め

て
、

支

店

増

設

を

め

ぐ

る

最

大

の

障

害

が

除

去

さ
れ

る
こ

と

と

な

る
。

外

山

の

主

張

し

た

日

銀

支

店

政

策

が

定
着

す

る

た

め

に

は

、
松

方

と

富

田

の

抗

争

を

は
じ

め
、

今

な

お
多

く

の

時

間

を
要

し

た

の
で

あ

る
。

剛
　

大
蔵
大
臣
松

方
正
義
宛
、
日
銀
総
裁
吉
原
重
俊

二
文
店
増
設
之
義
大
蔵
大
臣

へ
上
申
案
」
（
一
八
八
六
年
四
月
二
三
日
、
文
書
局
案
）

な
ら
び
に

正
式
「
上
山
に
（
同
年
六
月
十
六
日
）

お
よ

び
松

方
正
義

の
「
回
答
」
〇
同
年

六
月
二
三
日
）
。
「
上
申

案
」

に
吉
原

総
裁
の
印
影

が
な
い
こ

と
か
ら

す

れ
ば
、
こ

の
文
案

の
最
終
責

任
は
副
総
裁
富
田
鉄
之
助

に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

悶

石
井
寛

治
「

第
一
次
大
盤

閧
の
日

本
銀
行
」
（

加
藤
俊
彦
縉
『
日
本
金
融
論

の
史
的
研
究
』
一
九
八
三
年
、
所
収
）

を
み
よ
。

（

一
九

八

四

・

七

・
二

四
　

脱

稿

）
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